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宮城村は上毛三山の一つ赤城山南麓中央に位置する自然豊かな所です。宮城村

では赤城南面千本桜･赤城温泉郷･三夜沢赤城神社など古くからの観光地に加え、

花をテーマとした「ぐんまフラワーパーク」も平成４年に開園しました。そして

本年開園予定の赤城高原牧場クローネンベルクにより観光地として一層の賑わ

いを見せるものと期待されます。

苗ヶ島大畑遺跡はクローネンベルク建設に先立って調査が行われたもので、旧

石器時代の文化層や縄文時代の陥し穴など数多くの遺構や遺物が発見されまし

た。中でも注目されるのは第８号土坑より出土した完形の鵜ガ島台式土器で、縄

文時代の人々の細やかな心遣いまでも感じさせてくれるようです。本報告書が地

域の歴史解明の一助として少しでも寄与できれば幸いかと存じます。

最後になりましたが、調査を実施するにあたり終始ご指導、ご協力をいただき

ました多くの関係者の皆様に厚く感謝の意を表し、序にかえさせていただきま

す。

平成６年３月

宮城村教育委員会

教育長平林 始
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1．本書は、赤城闘原牧場クローネンベルク建設に伴い発掘調査を実施した、群馬県勢多郡宮城村大

字苗ケ島字大畑2331ほかに所在する苗ヶ島大畑遺跡の発掘調査報告書である。

２．発掘調査及び整理調査は、赤城高原開発株式会社からの委託金により実施した。

３．調査組織は次のとおりである。

事務局

教青長平林始

事務局長大崎青寿

補佐六本木lili-

社会教育主事六本木剛

主任細野高伯（発掘調脊j日当）

調査補助員小川卓･也（整理調査担当）

４．本書の編集は小川が担当した。執筆については以下の通りである。

第３章第１節｢出土遺物」・第４章第１節小菅将夫氏（岩宿文化資料館）

第５章株式会社古環境研究所

第６章細野高伯

上記以外小川卓也

５．旧石器時代については小菅将夫氏より全面的な御教示を賜り、石器の実測・トレース、図版の作

成、執筆を行っていただいた。

６．旧石器時代の石器の実測は小菅将夫氏・諸星良一氏・阿久澤智和氏によるものであり、トレース

は全て小菅氏による。また細文時代の石器の実測の一部は諸星良一氏による。

７．自然科学分析は株式会社古環境研究所に依頼した。

８．現場における遺跡の写真撮影は細野が行い、遺物写真については小川がこれを行った。また第８

号土坑の遺物写真の撮影は小川忠博氏に依頼した。

９．本報告にかかる出土品・調査記録図面及び写真等は宮城村教育委員会が保徹している。

１０．本書の作成にあたっては次の諸氏・諸機関より貨重な御指導・御教示を賜った。ここに記して感

謝の意を表します。（五十音順、敬称略）

阿久澤智和、小菅将夫、鈴木徳雄、関根慎二、谷藤保彦、揃田孝彦、中村信博、萩谷千明、

松田光太郎、諸星良一、111口逸弘、山下歳信、綿田弘美、株式会社古環境研究所、

群馬県教育委員会文化財保護課、鋤群馬県埋蔵文化財調査醜業団、

勢多郡社会教育部会文化財分会

凡例

本書の挿図中の方位記号は座標北を示す。

第１図は建設省国土地理院発行１/25,000「脚毛石」に加韮して使用した。

本書に褐戦した過構図・遺物図の縮尺は概ね下記の通りだが、詳細については各図版中のスケー

ルを参照されたい。
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遺拙全体図１/400．逝櫛図１/４０．遺物実ill11図１／１～１／３．遺物展開図１／６

縄文時代以降の事実記iliE中の遺物出土麺は、接合関係のあるものは１点とカウントし、同一個体

でも接合関係のないものはそれぞれ１点とカウントした。

事実記峨・一覧表中の数値で、（）付きのものは推定値を表す。

第１文化１画出土遺物の遺物番号は、発掘調査時の遺物取り上げ番号を用いている。

図版中の表示は次のことを意味し、この他の表示については図中にその意味を記した。

【遺樅平面図】●土器・▲石器【過柵断面図】lllllllll土器・鱸石器・；”地山

【土器実測図】●繊維混入【石器実測図】蕊;磨滅・磨而

４． 

●
●
●
 

ｈ
ｕ
（
、
）
再
Ｊ
０



目次

リド

例言

凡例

第１章調査の概要

第１節調査に至る経緯……………………………………………･……..….………………………..……１

第２節調査の方法・…..……………………………………………………一････……………………………１

第１項発掘調在．．……･………･………………………………..………･…･………………………….……１

第２項自然科学分析…………･………･…･………･……･………･……･…………………………..………２

第２章遺跡の立地と環境

第１節遺跡の位|趾・……………………………………･…･……………．.…･…..……………･－.…．.……２

第２節周辺の遺跡………………………………………………………･…-………･…………･････………３

第３節基本１１，１序・…..………･…………･……･………･……………………………………･…･…………５

第３章検出された遺構と遺物

第１節｜日石器時代の遺構と遺物………･……………･…………………･…………………………………１５

第２節縄文時代の遺構と遺物…･……………………………………………………･…･……･･･…．．…･…２２

第１項住居カヒ……………………･･･…………･……………………………………･……･…･･･…………２２

第２項土坑……･……･……………･……･…………………………･…..………･…………･…………２４

第３項不明迦榊……･……………･･…･･･……･…………･………..…………･………………･……………７１

第４項遺櫛外出土遺物・……………………………………･…………･……………………………………７３

第４章まとめ

第１節｜日石器時代………･……………･…．.…………･……･………………………………………………７６

第２節縄文時代・…..…………………･…･…………･……………………………･………….．…………７７

第５章自然科学分析

Ｉ・苗ケ島大側11遺跡のテフラ……………………………－．.…･………･……………………･……･………８６

１１．苗ケ島大畑遺跡の植物珪酸体分析………･….．……………………………………･…･……･･･…･……９３

111．苗ヶ島大畑遺跡SK-151出土炭化材の樹極……－．．－.………･……………･…………･……………105

第６章補論…..…-……………………･･･…………………………．.…･…･･･…………………………106

挿図目次

９
０
１
２
３
 

１
１
１
１
 

Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅷ
 

図
図
図
図
図

体
体
体
体
体

全
全
全
全
全

術
柵
柵
柵
櫛

過
道
道
逝
遮

苗ヶ島大畑過跡と周辺の遺跡…………

基本土11ｉ･･･…………………･…････････…

苗ヶ島大NII巡跡調査区全体図…………

遺構全体図Ｉ……………･…………．．…

遺構全体図Ⅲ………………･･…･………

図
図
図
図
図

６
７
８
９
ｍ
 

第
第
第
第
第

図
図
図
図
図

！
２
３
４
５
 

第
第
第
第
第

４
房
。
６
７
８



土坑11｣1-1-化器②…………………………

土坑出土土器③．………･………………・

土坑出朱ごlご器④．……･………･…………

土坑出土土器⑤……………･……･……・

土坑出土土器⑥…･…･………………･…

土坑lll十十三器⑦．……･……･……………

ﾆﾋ坑l勝I芝十器⑧………･……･･…………

土坑lll-I-I三器⑨.……………･…………・

土坑出土石器．．……………･……………

第１．２．３号不明遺櫛…･……………・・

第２号不明遺構出土遺物………………

避撒外出土遺物①…………･…･……･…

遺構外出土遺物②…………･……･…･…

本遺跡出土第II群第１．２類土器………

関連資料……････.．……･………･･………

苗ヶ烏大畑遺跡のローム層の標式的な

土1W柱状図……………･……･……･……

苗ヶ脇大畑遺跡の黒ポク土の標式的な

土１W柱状図………………………………

苗ケ島大畑遺跡SK151概土の

土1勵往状図…･………･……･……………

苗ヶ島大畑遺跡SKl70覆土の

士１画柱状図………………………………

苗ケ島大畑遺跡SKl51地点における

植物珪酸体分析結果…･…………･……・

苗ヶ島大畑遺跡標準土li1ill9i面における

植物珪酸体分析結果……………………

訂
副
飢
鶴
開
町
船
脚
、
Ⅶ

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
 

３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
 

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

旧石器時代調在区全体図…………･･･…

第１文化屑全体図・…………･………･…

第１文化屑出土石器①…………………

第１文化掴出土石器②.……………･…・

第１文化厩出土石器③．95号土坑出土

石器………………………･………･……・

第１文化肘出土石器④..………………・

第１号住居杜・………･…………………・

第１号住居杜出土巡物…………………

第２．４．５．８．９．`13.44号土坑…･･･…

第17.24.55.25.66号土坑…･…･…･……

第65.67.73.74.78.82号土坑……………

第84.85.88.90.91.94.101号土坑………

第92.93.95.97号土坑･…･………………・

第１00.102.104.106.108.109号土坑……

第113.115.117.126．127.129.130.133.

134号土坑………………･…･………･……

第135.137.140.142.Ｍ3.146号土坑……

第'44.148.149.151.152.155号土坑……

第157.158.160.161.162.163.

164号土坑…･………………………･･･…・・

第166.167.169号土坑……･………･….…

第170.171.173.176.177.179.

182号土坑…･………･………･……………

第186.188.191.192号土塊･…･…･･･････…

第189.190号土坑……･……………････…・

第１93.197号土坑…………･………･……・

土坑出土土器①.……………………･….

1４ 

１５ 

１６ 

１７ 

図
図
図
図
図

１
２
３
４
５
 

１
１
１
１
’
 

第
第
第
第
第

８
９
２
３
戸
。
７
９
１
３
５

１
１
？
｝
２
２
２
２
３
３
３
 

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
 

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
 

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

7２ 

４
－
。
９
２

７
７
７
８
 

3７ 

３９ 

４１ 

9１ 

図
図
図

６
７
８
 

２
２
２
 

第
第
第

第51図

9１ 

第52図

9２ 4３ 

４４ 第53図第29図

第30図 9２ 

第５ＩＥＩ

６
８
９
０
５
 

４
４
４
５
Ｐ
。

図
図
図
図

１
２
３
４
 

３
３
３
３
 

第
第
第
第

9７ 

第55図

9７ 

挿表目次

旧石器時代遺物観察表…………………

土坑一覧表(1)…………･………･･････････・

土坑一覧表(2)……………･…･…･………

土坑一覧表(3)．…………･…･…･……･…・

土坑一覧表(`⑪…………．.………･………

苗ケ島大畑遺跡SK151概土のテプラ

検出分析結果……………………………

第７表苗ケ島大畑遺跡SK151における

屈折率測定結果…………………………９０

第８表苗ヶ島大畑遺跡の植物珪酸体分析

結果………………………………………９６

第９表主な分類群の植物体iiiの推定値………９６

表
表
表
表
表
表

１
２
３
４
５
６
 

第
第
第
第
第
第

１
１
２
３
４
 

２
５
５
５
戸
。

9０ 



写真図版目次

巻頭１－苗ヶ島大畑遺跡全景

巻頭２－第８号土坑出土遺物

同展開写真

ＰＬ１－１・第１文化liW全蹟

２．ＮｂＬ１出土状況

３．Ｎ､２出土状況

４．ＭＬ３出土状況

５．ＮｂＬ４出土状況

６．Ｎ０５出土状況

７．ＮｂＬ６出土状況

８．ＮｂＬ７出土状況

ＰＬ２－１･第１号住居ｶﾋ完掘状況

２．第１号住居社炉跡完掘状況

３．第１号土坑完掘状況

４．第２号土坑完掘状況

５．第３号土坑完掘状況

６．第４号土坑完掘状況

ＰＬ３－１・第５号土坑土層観察状況

２．第５号土坑根石出土状況

３．第５号土坑完掘状況

４．第７号土坑完掘状況

５．第８号土坑過物出土状況

６．第８号土坑完掘状況

７．第９号土坑完掘状況

８．第10号土坑完掘状況

ＰＬＩ－１．第11号土坑完掘状況

２．第12号土坑完掘状況

３．第13号土坑完掘状況

４．第14号土坑完掘状況

５．第15号土坑完掘状況

６．第16号土坑完掘状況

７．第17号土坑根石出土状況

８．第17号土坑完掘状況

ＰＬ５－１・第１8号土坑完掘状況

２．第19号土坑完掘状況

３．第20号土坑完掘状況

第21号土坑完掘状況

第22号土坑完掘状況

第23号土坑完掘状況

第２４．５５号土坑土臓観察状況

第24.55号土坑完掘状況

Ｃ
Ｄ
●
●
▲
＄
Ｄ
Ｃ
ｃ
Ｓ
①
●
Ｄ
Ｃ
●
●
●
●
●
①
＄
①
●
●
①
■
●
●
■
。
□
●
●
●
●
■

’
扣
田
Ｐ
ｎ
Ｕ
【
ｍ
Ｕ
旬
Ｊ
０
ｎ
ｘ
Ｕ
勺
Ⅱ
△
の
〃
。
、
『
⑫
□
蛆
ロ
一
ｈ
Ｊ
（
ｍ
Ｕ
丹
〃
０
、
【
》
●
■
且
の
〃
】
、
く
ｕ
△
扣
田
戸
ｈ
ｕ
〔
ｍ
Ｕ
万
Ｊ
・
⑥
ヱ
リ
。
Ⅱ
上
⑥
ゴ
ム
⑥
く
〉
０
処
、
｛
園
〉
（
曲
ｕ
【
Ｊ
０
Ｃ
Ｏ
。
Ⅱ
▲
⑤
〃
』
冗
二
⑭
口
４
－
Ｐ
ｎ
Ｊ
【
ｍ
ｕ
【
Ｊ
０

（
曲
ｕ

戸
Ｊ
ｕ

ｎ
〔
）

穴
切
〉

ＴⅡ』
で０】

でⅡ』
でⅡ』

ｎＦ△ 
、』且

【脾。
【〉ら

第25号土坑完掘状況

第26号土坑完掘状況

第27号土坑完掴状況

第28号土坑完掘状況

第30号土坑完掘状況

第31号土坑完掘状況

第32号土坑完掘状況

第33号土坑完掘状況

第34号土坑完掘状況

第35号土坑完掘状況

第36号土坑完掘状況

第37号土坑完掘状況

第38号土坑完掘状況

第39号土坑完掘状況

第40号土坑完掘状況

第41号土坑完掘状況

第42号土坑完掘状況

第43号土坑完掘状況

第44号土坑完掘状況

第45号土坑完掘状況

第46号土坑完掘状況

第47号土坑完堀状況

第48号土坑完掘状況

第49号土坑完掘状況

第50号土坑完掘状況

第51号土坑完掴状況

第53号土坑完掘状況

第54号土坑完掘状況

第56号土坑完掘状況

第61号土坑完棚状況

輔62号土坑完掘状況



７．第118号土坑完掘状況

８．第120号土坑完掘状況

ＰＬｌ５－ｌ･第１25号土坑完掘状況

２．第126号土坑完掘状況

３．第129号土坑完掘状況

４．第130号土坑土屑観察状況

５．第130号土坑完掘状況

６．第131号土坑完掘状況

７．第132号土坑完掘状況

８．第133号土坑完掘状況

ＰＬＩ６－１．第134号土坑完掘状況

２．第135号土坑完掘状況

３．第136号土坑完掘状況

４．第137号土坑完掘状況

５．第138号土坑完掘状況

６．第139号土坑完掘状況

７．第141号土坑完掘状況

８．第142号土坑完掘状況

ＰＬＩ７－１．第144号土坑完掘状況

２．第146号土坑土臓観察状況

３．第146号土坑完掘状況

４．第148号土坑完掘状況

５．第152号土坑完掘状況

６．第153号土坑完掘状況

７．第154号土坑完掘状況

８．第155号土坑土耐観察状況

ＰＬＩ８－１．第155号土坑完掘状況

２．第160号土坑完掘状況

３．第161号土坑完掘状況

４．第162号土坑完掘状況

５．第163号土坑完掘状況

６．第164号土坑完掘状況

７．第165号土坑完掘状況

８．第166号土塊完掘状況

ＰＬ１９－Ｌ第167号土坑土肘観察状況

２．第167号土坑完掘状況

３．第169号土坑完掘状況

４．第171号土坑土臓観察状況

５．第171号土坑完掘状況

８．第63号土坑売掘状況

ＰＬｌＯ－１･第６4号土坑完掘状況

２．第65号土坑土１Ｍ観察状況

３．第65号土坑完掘状況

４．第66号土坑完掘状況

５．第67号土坑完掘状況

６．第68号土坑完掘状況

７．第70.72号土坑完掘状況

８．第71号土坑完掘状況

ＰＬ１１－１・第７3号土坑根石検出状況

２．第73号土坑板石出土状況

３．第74号土坑完掘状況

４．第75号土坑完掘状況

５．第76号土坑完蝿状況

６．第77号土坑完掘状況

７．第78号土坑完掘状況

８．第82号土坑完掘状況

ＰＬ１２－１・第８4号土坑完棚状況

２．第91号土坑ﾆﾋM1iM察状況

３．第91号土坑完掘状況

４．第９２．９３号土坑土1W観察状況

５．第92.93号土坑完掘状況

６．第94号土坑完掘状況

７．第95号土坑完掘状況

８．第96号土坑完掘状況

ＰＬ１３－１・第９7号ﾆﾋ坑土１Ｍ観察状況

２．第97号土坑完棚状況

３．第１００号土坑完柵状況

４．第102号土坑上1跡観察状況

５．第102号土坑過物出土状況

６．第102号土坑完掘状況

７．第104号土坑完掘状況

８．第106号土坑土IIVi観察状況

ＰＬ１４－１、第106号土塊完柵状況

２．第108号土坑上11i観察状況

３．第108号土坑過物出土状況

４．第109号土坑完掘状況

５．第115号土坑完掘状況

６．第117号土坑完掘状況



第172号土坑完掘状況

第176号土坑遺物出土状況

第177号ﾆﾋ坑二lﾕ肘観察状況

第177号土坑迦物出土状況

第180号土坑完捌状況

第182号土坑完掘状況

第186号土坑上１Ｍ観察状況

第186号土坑逝物出土状況

第188号土坑上1W観察状況

第188号土坑遺物出土状況

第188号土坑売伽状況

第189号土坑土肘観察状況

第189号土坑完掘状況

第190号土坑土悩観察状況

第190号土坑完掘状況

第193号土坑完掘状況

第197号土坑完掘状況

６． 

７． 

８． 

ＰＬ２０－１． 

２． 

３． 

４． 

５． 

６． 

７． 

８． 

ＰＬ２１－ｌ． 

？ 
＝● 

３． 

４． 

５． 

６． 

７．第２号不明遺櫛完掘状況

８．第３号不明遺柵土肘観察状況

PL22-lB石器時代遺物①

ＰＬ２３－旧石器時代遺物②

一第１号住居杜出土遺物

ＰＬ２４－土坑出土遺物①

ＰＬ２５－土坑出土遺物②

ＰＬ２６－土坑出土遺物③

ＰＬ２７－土坑出土遺物④

ＰＬ２８－土坑出土遺物⑤

ＰＬ２９－土坑出土遺物⑥

ＰＬ３０－土坑出土遺物⑦

ＰＬ３１－土坑出土遺物③

ＰＬ３２－土坑出土遺物⑨

ＰＬ３３－第２号不明遺構出土遺物

ＰＬ３４－遺構外出土遺物①

ＰＬ３５－逝榊外出土遺物②



第１章調査の概要

第１節調査に至る経絲

昭和61年、前橋刑務所赤城農場として使用されてきた27麹の広大な土地が、法務省から地権者へと

返還され、開発については宮城村が寅任を持って行う旨の条件が付された。宮城村では土地所有者か

らの開発委任を受け、優良企業の誘致を計画したが実現には至らなかった。そこで、赤城山南醜に位

間し、風光明媚で豊かな自然環境を持つ宮城村の立地を生かした観光開発へと方針を転換し、昭和６３

年に「健康ふれあい村構想」を策定した。平成２年10月には、自然を生かして動物たちとふれあい、

スポーツも楽しめる総合レジャー施設の建設を目指して、戸田建設や神明畜産・ＪＡ宮城村などとと

もに第３セクター「赤城高原開発株式会社」を設立した。それに伴い宮城村役場企画課より宮城村教

育委員会に開発計画区域内での埋蔵文化財の有無の照会があった。村教育委員会では、開発計画区域

は周知の遺跡地に隣接しており、地形的にも埋蔵文化財が存在する可能性が高い旨を回答した。同年

開発計画区域内の現状を把握するために村教育委貝会により試掘調査を行ったところ遺構や遺物が検

出されたため、造成工事により破壊される部分については記録保存を図る必要があると回答した。

その後第３セクター「赤城高原開発株式会社」に西条金属株式会社が加わり、ヨーロッパの農村を

モデルとしたテーマパークの建設が計画され、造成工事計画図が作成された。村教育委員会では計画

図をもとに「赤城商原開発株式会社」との協議を11kね、造成工事により破壊される部分について記録

保存の措置をとるとの方針が固まり、平成５年３月下旬に発掘調森委託契約を交わした。そして平成

５年４月１日から同年10月15日の約６ヶ月半の期間を費やして発掘調査を行った。

第２節調査の方法

第１項発掘調査

調在にあたっては、国家座標Ⅸ系に準拠した５ｍ×５ｍのグリッドを設定した。グリッド名は、南

北方向ではＡａ・Ａｂ～Ａｔ・Ｂａ・Ｂｂ～Bt・Ｃａ…のように大文字アルファベット＋小文字アルファベッ

トを組み合わせて設定し、東西方向では１．２．３…のように算用数字を用いて設定した。そして北

西コーナーの杭をもって呼称した｡従ってグリッド名は(大文字アルファベット＋小文字アルファベッ

ト）－(Ｙ軸状の算用数字)、Bf-48のように表現した。

調査は、まず重機を使用して表土除去を行い、その後ジョレンがけにより遺枇検出・プランの確認

につとめ、土屑観察用のベルトを設定して各遺榊の調査を行った。

旧石器時代の調査はＥ区北西部.Ｆ区中央部を対象としてテストピットをあけ、遺物が検出された

箇所は随時拡張する方法をとった。

遺跡の記録図面は、遺構の実測図はＳ＝１：２０を基本として、必要に応じてＳ＝ｌ：１０の詳細図を

作成した。また、調査区の全体図はＳ＝１：200で作成した。

過構の記録写真は35mmのモノクロ･カラースライドの２種類のフイルムを用いて逐次撮影を行った。

また遺跡全体の航空写真の撮影も行った。

なお各調査区は発掘調査時には名前を付さず、整理調査時に便宜上北からＡ・Ｂ・・と調査区名を付

した（第３図参照)。

１ 



第２項自然科学分析

辿跡の性格やその内容をより具体化させることを目的として、自然科学的手法を用いた分析を下記

の項目について行った。分析結果報告は第５軍に褐jlijiした。

１．土層とテフラ

本遺跡の所在する宮城村は赤城火111南麓に位ＩＩＴし、赤城火山や浅間火山、さらに榛名火山などから

噴出したテフラが地lFi中に堆積していることが知られている。本逝跡の地層中にも数多くのテフラが

挟まれており、これらのテフラのうち、噴出年代の判Iﾘﾘしている示標テフラとの同定を行った。また

本逝跡で数多く検出された陥し穴とみられる土坑の概土からもテフラ暦の堆穣が認められており、こ

のテフラの検出同定も併せて行い、土坑の構築年代に関する資料を得ることを試みた。なお、鯉ポク

土の土壌サンプルはＥ区．Ｆ区間の調査区外で、またいわゆるローム胸の土壌サンプルはＢ区北東部

にある第73号土坑付近でそれぞれ採取した。

２．植物珪酸体分析

植物珪酸体とは、植物の細胞内に珪酸が蓄秋されたものであり、植物が枯れたあともプラント．オ

パールとして土壌に'1に残るため、その形態や組成・jitを分析することによって過去の植生環境を復元

することができる。そこで標準土11W断iYiiの試料について植物珪酸体分析を行い、逝跡の古植生．古理

境の推定を試みた。また本遺跡では数多くの陥し穴が検出されており、土層観察により逆茂木の跡と

みられるものも確認された。そこで、土坑内の試料についても植物珪酸体分析を行い、逆茂木に由来

する植物珪酸体の検出を試みた。

３．出土炭化材の樹種同定

第'５１号土坑からは炭化材が出土しており､その解剖学的特徴を観察してその特徴や現生標本との対

比による同定を行った。

第２章遺跡の立地と環境

第１節遺跡の位置

群馬県勢多郡宮城村は上毛三'１１の一つに数えられる赤城山南麓のほぼ中央に位臓し、西～南西を大

胡町と、束～南東で粕川村と、北で満士見村とそれぞれ接している。東西5.5km･南北l801nnで総而秋

は48.15k㎡である。標高は、赤城火111の外輪111の一つである荒１１Ⅱ11頂（1,5719ｍ）を最高点として急

傾斜をもって南下する｡三夜沢赤城神社の鎮座する標高550ｍ付近を傾斜転換点として傾斜が緩やかに

なり、宮城村役場付近で標高255.0ｍ、南西部の岐低点では標高180ｍ程である。

宮城村の地形は、河川による浸食がさかんに行われて急傾斜な山稜をなす山腹部と、火山噴出物や

河川の堆積物によって形成され、放射谷が発達しその'111に原形面が残された綾傾斜をなす山麓部とに

分けられる。山麓部では、カルデラ内の小沼より流出して宮城村と粕川村の境界を南下する粕川や荒

山下から流出する荒砥川によって述ばれた岩屑・砂礫が堆菰して扇状地を形成している。また大穴川

や吉見沢川など多くの中小河川によって形成された解析谷が発達している。苗ヶ脇大畑遺跡は東を粕

川により浸食された台地の東縁に立地し、調査地点の標高は485～`143ｍである。



第２節周辺の遺跡

本節では宮城村の歴史的環境を構成する代表的な逝跡について時代を追って概観したい（第１図)。

【１日石器時代】Ⅱ]石器時代の遺跡としては、故相沢忠洋氏により発見され､学史的にも著名な桝形逝

跡(2)があげられる。Ａｓ－ＹＰ下肘ロームより細石刃･細石刃核･舟底形石器等が幾嵐に出土している。

また市之関吉ケ沢追跡（４）でも、Ａｓ－ＹＰ下屑ロームより掻器や縦長剥片･局部臓製礫器等が出土して

いる。柏倉芳見沢遺跡（８）では、Ａｓ－ＹＰ･As-SPlllIのロームより細石刃･細石刃核等が出土している。

そして市之関前、遺跡（３）では、As-SP前後のロームから細石刃・細石刃核・スクレイパー等が多｣it

に出土している。

【縄文時代】本村の遮跡の中心をなす時代であり、泄跡数も大幅に増加する。草創期では市之関前田

遺跡（３）で爪形文土器や柳葉形の械先形尖頭器が出土している。鼎1111では柏倉落合遺跡（８）より鵜ガ

島台式土器をはじめとする条痕文系土器が多賦に出土している。その他市之関前田遺跡(3)や鼻毛石

鎌田遺跡（６）・苗ヶ島白山遺跡(23)等で沈線文～条痕文期の土器が少量ながら出土している。前期前

葉のニツ木式期では柏倉芳見沢遺跡(8)等がある。後続する関山式期では、村指定史跡で学史上馨名

な117之関縄文前期逝跡(5)や、その南方に位世する市之関前田遺跡(3)等がある。黒浜・有尾式期で

は柏倉大沢遺跡(7)がある。中期では、中期中莱～後葉の鼻毛石鎌田遺跡(6)や市之関前田遺跡（３）

があり、後者は加曽利Ｅ３～Ｅ４式期の拠点的集落と考えられる。その他大前田上十二遺跡(12)から

も中期の土坑等が検出されている。後期になると遺跡数は減少するが、馬場矢次遺跡(17)より包含１画

遺物ながら堀之内～力Ⅱ曽利Ｂ式期の逝物が多賦に出土している。また、市之ljMiiiiIH逝跡（３）．』;よ毛石

鎌田逝跡(6)からも後期の遺物が少:lit出土している。後期後半～晩期にかけての辿跡は発見されてい

ない。

なお縄文時代の所産と見られるlI1iiし穴は本村全域で検出されており、市之関前liI]遺跡（３）・市之'1Ｍ

吉ヶ沢遺跡（４）・脚毛石鎌田遺跡（６）・柏倉大沢遺跡（７）・柏な遺跡群（８）・柚倉下石倉遺跡（９）・

柏倉相吉遺跡(10）・脚毛石弥源司辿跡(11）・市之llU十文字遺跡(31)等多くの遺跡で検出されている。

【弥生時代】弥生時代の遺跡は本村では発見されておらず､柏倉芳見沢遺跡(8)で樽式土器片が検出

されたのみである。

【古墳時代】古城時代に入っても巡跡数はあまり塒加しないが､!:iI期の祭祀遺跡であり、群馬ﾘﾊ指定

史跡である植石(24)では、手握ね土器や滑石製模造品など豊富な祭祀遺物が出土している。また本村

では群馬大学により数基の終末期古城の調査が行われており、白山古墳(25）・新山１．１１号境(26）・

古屋MM(古墳(27)がある。これらのうち白山古墳では佐波理鋺や和同ｌｌＭ珠等の賀砿な遺物が多く出二1ﾆし

ている。

【奈良･平安時代】集落跡としては市之関十文字逝跡(31)や市之関前田遺跡(3)等があり、９～10世

紀を中心とした架落がみられる。その他一本木土師遺跡(29)でも依居ｉｌｆ１軒が検出されている。生産

ｈｔ遺跡としては、リハ内の生産111:遺跡調査の先駆けともなった村指定史跡の片並木遺跡(30)があり、製

鉄炉や住居城等が検出されている。

【中近世】この時代の遺跡としては市之関前I､辿跡(3)があげられ､中世から近世の所産と見られる

堀跡・溝跡や近･世の掘建柱建物跡等が検出されている。また村内数箇所で城跡・謄跡等が発見されて

いる。

３ 



$ 2７ 

印

摺
勝

鐇織iｉｉｉ
'1;Wiiiii1i鐘

瀧溌 ;ＩＩＰ艶iiji蕊$
□ 

蕊
Ｍ１ 

鶴 鰯
〃

已廿i2'Ｉ

１．苗ヶ島大畑遺跡２．桝形遺跡３．市之関前田遺跡４．市之関古ヶ沢遺跡

５．市之関縄文前期遺跡６．脚毛石鎌田遺跡７．柏愈大沢過跡８．拍倉遺跡群（柏倉芳見沢遺跡・

柏倉落合遺跡・柏倉堀久保辿跡）９．拍倉下石倉遺跡10.拍倉相吉遺跡１１．鼻毛石弥洲司遺跡

12.大前田上十二追跡１３．Nq2227遺跡14．NU2228jUl跡15．No2229遺跡１６．Nq2230遺跡

17．馬場矢次遺跡１８．Ｎ(12236週跡１９．Ｎ02237遺跡２０．Nu225()遺跡２１．拍倉新井柵遺跡

22.拍倉西房遺跡２３．lYjケ脇白山遺跡２４．植石２５．Elll｣古墳２６．新山１号煩・新llIII)]城

27．古屋敬古墳２８．No2239過跡２９．－本木土師遺跡３()．片Ⅲt木遺跡３１．ili之1Ⅲ-ﾄ文字遺跡

32.Ｎ02238遺跡３３．Nq2251jUl跡

第１図苗ヶ恥大畑遺跡と川辺の遺跡
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第３節基本層序

Fp-52グリッドの土層観察図をもとに㈱古環境研究所による自然科学分析結果報告を参考にして作

成した本遺跡の基本嗣序を第２図に示す。詳しくは第５章を参照されたい。

黒褐色土層で上部には黄褐色軽石が混じる。分析の結果浅間Ｃ軽石

(Ａｓ－Ｃ）を含むと考えられる。

暗褐色土層で、いわゆる淡色黒ポク土である。

いわゆる黒ポク土であり、色調等により３層に分厨される。上位よ

り、黒褐色土圃(IIb-1）・細文時代早期の包含層である暗褐色士層

(ＩＩｂ－２）・暗褐色±層（ＩＩｂ－３）からなる。

黄灰色ローム価で、浅問板脚黄色軽石(As-YP)や浅問白糸軽石(Ａｓ

－Ｓｒ）を含む。

黄灰色ロームliHiで、筏間白糸軽石（As-Sr）や浅間板鼻褐色軽石群

(As-BPGroup）を含む。

褐色ローム厨で、浅間板鼻褐色軽石群（As-BPGroup）を含む。３

層に分層され、上位より、榿色軽石厨（Ｖ－１)、黄榿色軽石に富む

褐色ローム厨(Ｖ－２)、下部に榿色軽石を含む褐色ローム層(Ｖ－３）

からなる｡分析の結果最下層のＶ－３厨はAs-BPGroupの最下部の

室田軽石（ＭＰ）の可能性が考えられる。

褐色ローム層

黄褐色ガラス質ローム層で、姶良Ｔ、火山灰（ＡＴ）を多く含む。

いわゆる「暗色帯」である。

I層

１ 

Ⅱａ 

Ⅱｂ－１ 
lla層

IIb層
Ⅱｂ－２ 

Ⅱｂ－３ 

Ⅲ Ⅲ層

１
２
３
 

冒
一
｜
｜

Ⅳ
ｖ
ｖ
ｖ
 

Ⅳ層

Ｖ層
Ⅵ 

Ⅶ
Ⅷ
 

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層

第２図基本土卿
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群馬県史緬さん委員会１９８６「群馬県史資料網２原始古代２」
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第３章検出された遺構と遺物

第１節旧石器時代の遺構と遺物

第１文化層（第11.12図）

位麺－Ｅ区北西部のEn-46グリッドからEn-48グリッドにかけて検出された。台地中央よりやや西
側の、西へ緩やかに傾斜する緩斜面地であり、標高は456.5ｍ～457.5ｍ程である。分布一本文化層
の平面的な分布は東西方向に長軸を持つ長楕円形を呈し、東西9.5ｍ・南北3.4ｍの施囲にまばらに分
布しているが､En-47グリッド北東部の東西2.7ｍ･南北1.7ｍの橘円形の範囲にはややまとまりを持っ
て検出されており、本文化１画の中心部と考えられる。またその垂直分布は最大厚32cmを測り、地形の
傾斜に沿って分布をしている｡層位一調査所見よりＡｓ－ＹＰ層直下と考えられる｡遺物一スクレイ
パー１点（２点が接合）・模形石器１点・敲石１点・使用痕を有する剥片１点・剥片３点・砕片２点・
礫４点の計14点である。また本文化1画の分布域から南東へ７ｍ程離れた第95号土坑の覆土から黒澱石
製のナイフ形石器１点が出土している。

出土遺物（第13～16図）

接合資料一黒色安山岩の15＋５＋２の３点の接合が確認されている｡剥離の順序を追って述べると、
まず、円形を呈する小形剥片15が剥離されたのち、同じ打面から５＋２の幅広で大形の縦長剥片が剥
離され、その大型剥片がスクレイパーに加工されて欠損したものであろう。それらの石器は、ブロッ
ク中央部で、1.2ｍの距離をもって接合したが､一連の石器製作作業が、ほぼ１ヶ所でなされたと判断
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される。いずれにしても、石核から２点の剥片が剥離されて、スクレイパーが製作されたのち、その

石核は他所へ持ち出されたものと想定できる。

出土石器－５＋２は、黒色安山岩製のスクレイパーで、上記の接合資料の中心をなす資料である。

中央部から上下に半欠し、さらに下半部が左右に欠損しているが、右下半部は未検出であった。大形

の剥片を用いて、右側縁の裏面に表面側より連続的な剥離が加えられ、スクレイパー刃部が形成され

て石器が作られたものと考えられる。しかし、右下半部が欠失し、刃部全体の状況をうかがい知るこ

とはできない。さらに、左側縁の裏面上部にも、僅かに加工が施されている。また、左下半部には、

側縁の裏面側に使用によると考えられる連続した微細な剥離痕がみられ、尾部にも薄い縁辺に数ヶ所

の折断面が観察される。なお、左下半部２の欠損面には偶発剥離と考えられる剥離痕がある。７は、

黒色安山岩製の襖形石器で、石器の上下より両極剥離が加えられている。その際の剥離面は、器体の

表面の半分以上、裏面のほぼ全面を占め、剥離がかなり進行した状況にある。そのため素材の状況は

不明といわざるを得ない。１は黒色安山岩製の使用痕を有する剥片である。右側縁部の裏面に微細な

剥離が連続して観察され、表面側にも、ランダムな剥離痕がみられる。それらは使用による剥離痕と

考えられ、その縁辺全体が過度に切裁等に使用されたものであろう。３は、尾部の一部を欠損する大

形の縦長剥片で、表面に残された剥離痕跡から連続的に同様な剥片を剥離する工程によることが看取

される。４は、尾部が尖って全体が三角形状を呈する剥片で、表面の剥離痕から剥離作業面の周辺か

ら求心的に剥離がなされたものであろう。１３は、比較的風化の進みやすい粗粒安山岩を用いた破石で

ある。大形の亜角礫を用い、その角の部分を鼓打点として使用したようであるが、その使用痕跡は顕

著ではなく一定の場所に残されてはいない。円礫等を用いた通常のものからすれば、大形で形状も不

安定であることから、遺跡の周囲で入手した礫を臨機的に使用したものと考えられよう。

第95号土坑から、黒耀石製の台形状のナイフ形石器が出土している．第１文化層の周辺ではあるが、

その共伴関係は不明といわざるをえない。剥片を横位に用い水平な刃部を確保し、両側縁には裏面側

より急角度のプランテイングが施されている。また、基部には倣かではあるが、裏面加工が施されて

いる。

－２０－ 



第１表旧石器時代遺物観察表

－２］ 

NＱ 鴎種 Jｉ付 完形度 災さ(〔TY1） WLl（q､） 厚さ(〔T､） (Ｒ） 備官け

１ 使〃l痕をｲiする剥片 熱色安111%Ｉ 下半部欠 7.8 6.3 2.2 86.7 

２ スクレィパー )』(色安111%1１ 左下半部 3.8 `1.9 1.0 1４．８ ５及び15と接合

３ 剥片 熱色安１１１M； 凪部欠 9.0 ５．５ 1.5 78.3 

.’ 剥片 凪色安１１１冊 完形 7.1 ５．４ 1.3 3９．８ 

ＦＤ スクレイパー 』11色安llI?｝ 部 ０．，１ 6.2 1．７ ４０．３ ２及び15と接合

６ 砕片 ！』l色ｒｉｵⅢ｝ 2.1 3.6 0.5 ３．２ 

７ 撰形石器 ！ＡＩ色安lIIll｝ 完形 ２．８ 1.8 ０．５ ２．１ 

８ 砕片 チャート 1.5 ＬＯ ０．２ ０．３ 

９ 礫 Wl位安IlIi`； 剥落あり 1８．５ 1１．６ ９．５ 1６９９．４ 

1０ 礫 粗粒安IlIVl 完形 26.`Ｉ 23.5 1３．５ 9000.0 

11 礫 粗粒安IlIVl 半欠 17.1 1２．７ ７．，１ 1478.0 

1２ 礫 111位安IｌＷｌ 半欠 2４．８ 1６．４ ８」 1500.0 

1３ 砿石 粗位安IIlYl 完形 1９．５ ３ ■ ｜□ Ｉ 1１．３ 2587.3 

皿 (欠番） 繩文土器片

1５ 剥片 鯉色安lＩ１ｌｌｌ 完形 3.0 3.0 ０．６ 5.0 ２＋５と接合

ナイフ形石器 蝿蝦汀 完形 3.0 2.0 0.9 ４．７ 第95号土坑M1士



第２節純文時代の逝椛と遺物

第１項住居趾

本道跡で住居｣itと確認されたのは１軒のみで調了匠区の南端Ｆ区で検{{|された。

第１号住居趾（第17図）

位置一Ｆ区南側中央やや西寄り、（〕c-52グリッドに位世し、標高447.3,稗の台地中央にIli地する。

重複関係一なし。規模・形状一災軸329ｃｍ・短軸283cnlを測り、隅丸方形を塁:する。深さは65～35cmを

測り、壁ｉｉｌｉは束壁の一部を除き外傾して立ち上がっている。覆土一褐色｣二・暗褐色土を基調とし、
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｡ 第１号住居牡土用幽明（Ａ・A'）
１黒褐色土：硬蘭．鰭まりあ１黒褐色土：硬蘭．鰭まりあり．若干ロームオル

炭化物を含む．
２暗褐色士：硬飼．総まりあり．若干ローム位を

含む．

３褐色上：硬質．締まりあり。ローム粒・
ロームプロックを含む。

４褐色ｉ:：硬肛。緒まりあり。ロームプロック

を多1Aに、炭化物を若干含む．
５筋褐色土：硬圃．緒まりあり。４ルIに狐す．

８片lより色詞晴く．ローム位を多鰍
に、炭化物を若干含む．

６褐色土：硬別．縄まりあり。若干小粒の

ロームプロックを含む．

７暗褐色土：やや軟面．若干ローム粒・焼土位・

炭化物を含む。

８暗褐色土：やや砂闘。締まりあり。苫干

ローム粒を含む。
９暗褐色上：やや砂fr･硬質。絡まりあり。貯干

小粒のロームプロックを含む．

８－ ＝Ｂ、

／ 
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自然堆積を示す。柱穴一住居111:内で４基、周辺で５基のピットが検出されたが、柱穴配置は不明で

ある。炉一床面を掘りくぼめて設置した地床炉である。住居杜中央やや北西寄りのところで検出され

た。長軸53ｃｍ・短軸45cnlを１１１リリ、隅丸方形を呈する。床面からの深さは12cmを測り、断面形はⅢl状を

呈する。遺物一土器９点・石器15点（剥片・自然礫含む）が出土し、うち土器８点・石器３点（第

18図11は住居杜周辺で出土したものだが、本住居h'二の遺物として取り扱う）を図示し得た。土器は条

痕文土器が主体である。

第１号住居吐出土遺物（第18図）

１は内外面に条痕施文後口縁部直下に絡条体圧痕を斜位に施文する。口唇部は丸頭状を呈する。２

は擦痕を施し横位の沈線を施文する。３は内外面に条痕を施した口縁部破片である。口唇部は丸頭状

を呈する。胎土には繊維を含まず、砂粒を多く含む。４～７は条痕を施した胴部破片である。４～６

は内外面に、７は外面のみに施すが、７の条痕はまばらなものである。８は外面のみに擦痕を施す。

１．２．４～８は胎土に繊維を含み、５．８は多量に含む。９は緑色片岩製の局部磨製石斧で、尾部
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を欠損する。長さ7.4ｃｍ・幅5.2ｃｍ・厚さL4cIn・重量73.4Ｒを測る。１０は無斑晶ガラス質安山岩製の樮

形石器である。長さ4.1ｃｍ・幅3.1ｃｍ・厚さ0.8ｃｍ・重量13.09を測る。１１は無斑晶安山堵製の石鐡であ

る。長さ2.1ｃｍ・幅1.8ｃｍ・厚さ0.5ｃｍ・重量Ｌ６ｇを測る。

第２項土坑

本遺跡では189基の土坑が検出された。これらはその規模・形状等からそれぞれ炉六・陥し穴・貯蔵

穴等様々な機能を持つと考えられる。それぞれの分布や形態の特徴を見てゆくと、炉穴はＥ区中央部

の標高456ｍ付近に集中しているが､炉穴同士の重複はみられない。そのため諸遺跡でみられるような

アメーバ状の平面形をとらず、楕円形ないし不整形のものが多い。いわゆる「Ｔピット」状の陥し穴

はＢ区中央部から南部にかけての調査区北側に集中する。平面形は長楕円形を呈し、等高線に直交し

た長軸を持つものが多い。等高線に沿って設置されるものとみられる。この分布域から離れた調査区

南端部のＦ区においても２基が隣接して検出された。またＴピット以外の形状を持つ陥し穴はＢ区か

らＦ区までの調査区全体に分布するが、Ｂ区中央部からＥ区南端部にかけて濃密に分布する。形態は

楕円形・隅丸長方形・分銅形等様々なものがみられる。底面には０～４基のビットを持ち、０～２基

のピットを持つものが多い。また第５．１７．７３号士坑等からは逆茂木を同定するためとみられる根石

を持つ底面のピットが検出された。また陥し穴にも重複関係が少ないことが特徴としてあげられる。

本項ではこれらの土坑のうち、断面の形状が判1リルたもの・本報告に掲載した遺物を出土したもの

を中心に取り上げた。本項で取り上げなかった土坑については遺構全体図（第４～１０図）・士坑一覧表

（第２～５表）を参照されたい。なお第５９．６９．９９．１０３．１１０．１４７・’81.194号士坑は欠番である。

１．遺情

第２号土坑（第19図）

位置一Ｂ区中央部南側、Ck-43グリッドに位置する。また第７1号土坑に隣接する。重複関係一なし。

規模･形状一長軸265CII]･短軸89cmを測り、西側が張り出した不整長方形を呈する。遺物一条痕文土

器２点・剥片1点がＨ１上し、土器２点を図示し得た。

第４号土坑（第19図）

位置一Ｂ区中央部南側、CI-46グリッドに位置する。重複関係一南西部分で第70.72号土坑と重複す

るが、切り合い関係は不明である。規模・形状一長軸232ｃｍ･短軸64cmを測り、中央部が強くくびれる

分銅形を呈する。遺物一土器１点・剥片１点が出土し、うち条痕文土器１点を図示し得た。備考

一本土坑はその形状から陥し穴と考えられる。

第５号土坑（第19図）

位置一Ｂ区中央部南側、CI-45グリッドに位置する。また第4.70.72号士坑に隣接する。重複関係

一なし。規模・形状一長輔311ｃｍ・短軸144cmを測り、平面形は楕円形を呈する。深さは91cmを測る。

壁iAiは傾斜して立ち上がり、断､i形は箱状を呈する。また底面からは２基のピットが検出され、それ

ぞれ数点の礫が検出された。これらの礫は逆茂木を|剴定するために充填されたものと考えられる。遺

物一なし。備考一本土坑はその形状から陥し穴と考えられる。

－２４ 
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第５号土坑土用説明（ルパ）

ｌ黒褐色土：硬く、締まりあり。

若干ローム粒含む。

２暗褐色土：硬く、締まりあり。

若干ローム粒含む。

３暗褐色土：やや締まりなし。ローＪ

ブロックを多量に含む。

４暗褐色上：やや締まりなし。ロー‘

を多量に含む。

５暗褐色上：やや締まりあり。口一・

ローム

含む。

ローム粒

やや締まりあり。ローム粒・

ロームプロックを多量に含む。
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〆

第８号土坑（第19図）

位置一Ｂ区南西部、Cp-42グリッドに位置する。第９号士坑に隣接する。重複関係一なし。規模・

形状一長軸155ｃｍ・短軸140cmを測り、円形を呈する。遺物一中央部から完形の鵜ガ島台式土器（第

34図１）が横倒しで押しつぶされた状態で出土した。他に出土遺物はなく、本土器１点を図示し得

た。

第９号土坑（第19図）

位置一Ｂ区南西部､Cq-42グリッドに位置する。また第８号士坑に隣接する｡重複関係一なし｡規模・

形状一長軸114cm･短軸104cmを測り、北東部がやや張った円形を呈する。遺物一土器２点が出土し、

これを図示し得た。いずれも条痕文土器である。

第17号土坑（第20図）

位置一Ｂ区南側中央､Cq-43グリッドに位置する。また第１6号土坑に隣接する。重複関係一なし。規

模・形状一長軸285ｃｍ・短軸113cmを測り、中央部が緩やかにくびれる分銅形を呈する。底面からは２

基のピットが検出され、それぞれ数点の礫が検出された。第５号土坑と同様、これらの礫は逆茂木を

固定するために充填されたものと考えられる。遺物一なし。備考一本土坑はその形状から陥し穴

と考えられる。

第24号土坑（第20図）

位置一Ｂ区南端部中央、Ct-46グリッドに位置する。また第１68号土坑に隣接する。重複関係一第５５

号士坑と重複し、これに切られる。規模・形状一反軸226ｃｍ・短軸179cmを測り、開口部は楕円形を、

底面は隅丸長方形を呈する。深さは152cmを測り、断Ilj形は箱状を呈する。また底面は北に向かって傾

斜している。底面中央よりピット１基が検出された。遺物一条痕文土器１点が出土し、こｵLを図示

し得た。備考一本土坑はその形状より陥し穴と考えられる。

第25号土坑（第20図）

位置一Ｂ区南端部中央、Da-45グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸166ｃｍ・短

軸121cmを測り、開口部は橋}ﾘ形を、底面は隅丸長方形を呈する。深さは119cmを測り、断面形は箱状

を呈する。また底面中央よりピット１基が検出された。遺物一なし。備考一本土坑はその形状よ

り陥し穴と考えられる。

第43号土坑（第19図）

位置一Ｂ区中央部東側、Ci-49グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸139ｃｍ・短

軸88ｃｍを測り、隅丸長方形を呈する。また底面中央よりピット１基が検出された。遺物一条痕文士

器1点が出土し、これを図示し得た。備考一本土坑はその形状より陥し穴と考えられる。

第44号土坑（第19図）

位置一Ｂ区中央部東側、Ch-47グリッドに位置する。また第４5号士坑に隣接する。重複関係一なし。

規模・形状一長輔156ｃｍ・短軸105cmを測り、開ｎ部は楕円形を、底面は隅丸長方形を呈する。また底

面中央よりピット１基が検出された。遺物一条痕文ﾆﾋ器２点が出土し、これを図示し得た。いずれ

－２６－ 
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Ｚ 第24.55号土坑土居脱明（ルパ）
５５土

１凧褐色土；やや締まりなし。若干白色粒を含む。
２瓜褐色上：若干ローム粒を含む。
３瓜褐色土：軟質。

４黒褐色ｔ：軟質。若干ローム粒を含む。

５暗褐色上：ローム粒を多載に含む。

６黒褐色土：若干ロームプロックを含む。
７暗褐色上：軟質。ローム粒・ロームプロヅクを多量に含む。
２４土

Ｉ黒褐色土：硬く、締まりあり。

Ⅱ黒褐色上：若干色調明るい。締まりあり。

Ⅲ照褐色土：色調明るい。締まりあり。若干ローム粒を含む。
1Ｖ凧褐色土：やや軟質。ローム粒．炭化物を含む。

Ｖ暗褐色士：ロームゾロックを含む。

Ⅵ暗褐色土：軟質.ロームプロックを多量に含む。

Ⅶ暗褐色士：Ⅵ層に類し、更に軟質。

Ⅷ暗褐色土：軟蘭。ロームプロックを多堂に含む。
Ⅸ黒褐色土：締まりあり。若干ローム粒を含む。

Ｘ暗褐色士：やや砂質。やや締まりなし・若干ローム位を含む。

ＸＩ府褐色土：締まりあり。ロームプロソクを含む。
ＸⅡ黒褐色土：硬質。やや締まりあり．若干ローム粒を含む。

Ｐ’二463で１１

第25号土坑土居鋭明（Ａ・Ａ'）

１黒褐色士：硬質。締まりあり。若干ローム粒を含む。

２黒褐色士：やや軟質。１肩に核ペローム粒を多量に含む。

３黒褐色土：ローム粒・炭化物を多量に含む。

４瓜褐色上：若干、－ムプロック・炭化物を含む。

５黒褐色士：硬質。締まりあり。ローム粒を含む。

６黒褐色士：５扇に類し、若干大粒のローム粒を含む。

７黒褐色士：９屑に類し、ロームプロヅクを更に多量に含む。
８黒褐色士：ロームブロックを多量に含む。

９黒褐色士：６屑に類し、若干ロームプロックを含む。

１０黒褐色士：８層に頚し、ロームプロックを更に多邑に含む。
11黒褐色土：やや軟質。やや締まりなし。ロームプロソクを含む．
1２ 

〕
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第20回第17.24.55.25.66号土坑
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も鵜ガ烏合式に比定される。備考一本土坑はその形状より陥し穴と考えられる。

第55号土坑（第201劃）

位置一Ｂ区南端部中央、Ct-46グリッドに位置する。また第１68号士坑に隣接する。重複関係一第２４

号土坑と重複し、これを切る。規模･形状一長輔は228cmを測り、短軸は不明ながら、開口部は長楕円

形を、底面は溝状を呈するとみられる。土層断ini図より深さは126cm程とみられ、断面形はＶ字状を呈

する。また南壁はオーバーハングする。遺物一土器３点が出土したが、図示するには至らなかった。

備考一本土坑はその形状よりいわゆる「Ｔピット」と考えられる。

第65号土坑（第21図）

位置一Ｃ区中央部南側、Ds-54グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸159ｃｍ・短

軸109cmを測り、隅丸長方形を呈する。深さは115cmを測り、断ini形は箱状を呈する。底面中央よりビッ

ト１基が検出された。遺物一土器３点が出土し、これを図示し得た。いずれも沈線文土器である。

備考一本土坑はその形状より陥し穴と考えられる。

第66号土坑（第20図）

位置一Ｃ区南東部、Ed-57グリッドに位置する。また第１45号土坑に隣接する。重複関係一なし。規

模・形状一長軸302ｃｍ・短軸126cmを測り、開口部は東側に張り出しを持つ隅丸長方形を、底miは中央

部が緩くくびれる分銅形を呈する。底面よりピット２基が検出された。遺物一条痕文土器１点が出

土し、これを図示し得た。備考一本土坑はその形状より陥し穴と考えられる。

第67号土坑（第21図）

位置一Ｃ区南側中央、Ec-54グリッドに位置する。また第１45号土坑に隣接する。重複関係一なし。

規模・形状一長軸176ｃｍ・短軸85cmを測り、開口部は隅丸長方形を、底面は中央部がくびれ、四隅の

張った分銅形を呈する。深さは87cmを測る。東西壁の立ち上がりは垂直に近く、断面形は箱状を呈す

る。底面からは４基のピットが東西２基ずつ対になるような状態で検出された。遺物一土器２点・

自然礫１点が出土し、沈線文土器1点を図示し得た。備考一本土坑はその形状より陥し穴と考えら

れる。

第73号土坑（第２]図）

位置一Ｂ区北東部､Ｃａ-46グリッドに位置する。重複関係一北東部分で第74号土坑と重複するが､切

り合い関係は不明である。規模・形状--長輔257ｃｍ・短軸137cmを測り、隅丸長方形を呈する。深さは

45cmを測り、断面形は箱状を呈する。底面からは２基のピットが検出され、それぞれ数点の礫が検出

された。第５．１７号土坑と同様、これらの礫は逆茂木を固定するために充填されたものとみられる。

遺物一なし。備考一本土坑はその形状より陥し穴と考えられる。

第74号土坑（第２１回）

位置一Ｂ区北東部､Ｃａ-46グリッドに位置する。重複関係一南西部分で第73号士坑と重複するが､切

り合い関係は不明である。規模･形状一長軸（165）ｃｍ･短軸54cmを測り、隅丸長方形を呈する。また

東側壁面は強くオーバーハングする。また底面中央よりピット１基が検出された。遺物一なし。備

－２８－ 
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第65号土坑土用脱明（ルパ）

１黒褐色土：硬質。締まりあり。若干ローム粒を含む。
２凧褐色上：硬く、締まりあり。若干ローム粒・炭化物を含む。
３黒褐色士：硬く、締まりあり。ｌ層＋若干の小粒のロームプロック
４黒褐色士：２厨に類す。

５黒褐色士：やや軟質。締まりあり。ローム粒・小粒のロームプロヅク・
炭化物を含む。

６黒褐色上：やや軟質。締まりあり。５層に類し、ローム粒の割合少ない．
７暗褐色土：ロームプロックを多量に含む。

８暗褐色TI28色調暗い゜締まりあり。若干ローム粒を含む。ロームプロヅク
を殆ど含まない。

９暗褐色土：色調暗い･締まりあり。８肩に類し、ややロームプロックの割合
少ない。

10暗褐色土：色調暗い゜締まりあり。７用に類すが、ロームプロックがつぶれ、
ローム粒化している。

Ⅱ暗褐色土：色調培い。締まりあり。若干ローム粒・ロームプロックを含む。

第65号土坑

Ａ－ 

=Ａ‘ Ａ‐ 

〃 Ⅱ暗褐色土：色調培い。締まりあり。若干ローム粒・ロームプロックを１
１２暗褐色土：色調暗い・締まりあり。若干小粒のロームプロックを含む。

ローム粒は殆ど含まない。

１３暗褐色士：色調暗い゜締まりあり。若干小粒のロームプロックを含む。
１１暗褐色土：やや砂質。やや締まりなし。若干ローム粒を含む。

運
第67号土坑

Ｐ 口

第67号土坑土用脱明（ルパ）

１黒褐色土：ローム粒を含む。

２黒褐色土：１層に類し、ローム粒の割合少ない。若干炭化物を含む。

３黒褐色土：１層に類し、若干小粒のロームプロヅクを含む。

４黒褐色土：やや軟質。小粒のロームプロックをやや多量に含む。
５黒褐色士：４層に類し、ロームプロックの割合が若干多い．
６黒褐色土：ロームプロックを多且に含む。

７黒褐色士：若干小粒のロームブロヅクを含む。

８褐色士：ロームプロック主体。

９黒褐色士：やや砂質。若干ローム粒を含む。ロームプロックは殆ど
含まない。

１０黒褐色土：９闇に麺し、ローム粒の割合若干多い。

。
。

。
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第21図第65.67.73.74.78.82号土坑
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考一本土坑はその形状より陥し穴と考えられる。

第78号土坑（第21図）

位置一Ｅ区北東部、Ek-55グリッドに位置する。また第79.101号土坑･第２号不明遺構に隣接する。

重複関係一なし。規模・形状一長軸179ｃｍ・短軸114cmを測り、開口部は楕円形を、底面は隅丸長方形

を呈する。西側には張り出しを持つ。また底面中央よりピット１基が検出された。遺物一沈線文土

器及び条痕文土器２点・自然礫１点が出土し、土器２点を図示し得た。備考一本土坑はその形状よ

り陥し穴と考えられる。

第82号土坑（第21図）

位置一Ｅ区北端部東側、Ej-55グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸144ｃｍ・短

軸96cmを測り、楕1ﾘ形を呈する。また底面中央よりピット１基が検出された。遺物一土器７点・剥

片２点が出±し、土器４点を図示し得た。備考一本土坑はその形状より陥し穴と考えられる。

第84号土坑（第22図）

位置一Ｅ区北側中央、En-52グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸268ｃｍ・短軸

133cmを測り、開口部は緩くくびれる分銅形を、底面は強くくびれる分銅形を呈する。遺物一沈線文

士器２点・剥片１点が出土し、土器1点を図示し得た。備考一本土坑はその形状より陥し穴と考え

られる。

第85号土坑（第22図）

位置一Ｅ区北側中央、EI1-53グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸96cm･短軸９２

cmを測り、円形を呈する。深さは61cnIを測り、断面形は箱状を呈する。遺物一なし。

第88号土坑（第22図）

位置一Ｅ区中央部東側、Eo-55グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸69cm･短軸

60cmを測り、西側がやや張った円形を呈する。遺物一土器２点が出土し、1点を図示し得た。

第90号土坑（第22図）

位置一Ｅ区中央部東側、Ep-54グリッドに位置する。また第86.89号士坑に隣接する。重複関係一な

し。規模・形状一不明。覆土一調査所見からは焼土や炭化物を多垂に含むとされる。遺物一土器

14点・自然礫１点が出土し、復元個体１点を含む土器３点を図示し得た。条痕文土器が主体である。

第91号土坑（第２２回）

位置一Ｅ区中央部北側､Ep-52グリッドに位漬する。また第１号不明遺構に隣接する。重複関係一な

し。規模・形状一長輔209ｃｍ・短軸133cmを測り、開口部は楕円形を、底iniは隅丸長方形を呈する。深

さは131cmを測る。壁面は外傾して立ち上がり、断面形は箱状を呈する。また底ilii中央やや西寄りのと

ころでピット１基が検出された。遺物一土器３点・石器７点（剥片・自然礫含む）が出土し、条痕

文土器１点を図示し得た。備考一本土坑はその形状より陥し穴と考えられる。

3０ 
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第94号土坑

Ｐ’二457.0m

土用脱明（Ａ・パ）
士：硬質。締まりあり。
土：硬質。締まりあり。若干ローム粒・炭化物を含む。

土：若干ロームプロソクを含む。
士：若干ローム粒・小粒のロームプロックを含む。
士：ロームブロックをやや多量に含む。
土：色調やや明るい。ロームプロソクをやや多鼠に含ｉＩ
ｔ：ロームブロックを多量に含む。
土：色調明るい。やや砂賀。ロームプロックを80％程１
ｔ：やや軟質．小粒のロームブロック主体。
上：やや砂質。若干ローム粒含む。
土：やや軟質。小粒のロームプロックを多量に含む。
ｔ：やや砂質。あまり締まりなし。ローム粒をやや多」
上：やや軟質。ややパサつく。［】－ムプロックを多量｜
土：１８局に類すが．やや軟繭･
上：締まりなし。若干[Ｊ－ム粒を含む。
土：軟質．あまり締まりなし。ローム粒を含む。

土：締まりなし。ローム粒・ロームプロックを含む。
土：硬質。締まりあり。ロームプロソク主体。
士：若干ローム粒・小粒のロームゾロックを含む。

第91号土坑
１黒褐色
２暗褐色
３暗褐色

４暗褐色
５暗褐色
６暗褐色

７暗褐色
８暗褐色
９暗褐色
10暗褐色

１１晴褐色
１２暗褐色
１３暗褐色
１１褐色

１５暗褐色
１６暗褐色
１７暗褐色

１８褐色
１９暗褐色

色調やや明るい。ロームプロソクをやや多鼠に含む。
ロームブロックを多量に含む。
色調明るい。やや砂賀。ロームプロックを80％程含む。
やや軟質．小粒のロームブロック主体。
やや砂質。若干ローム粒含む。
やや軟質。小粒のロームプロックを多量に含む。
やや砂質。あまり締まりなし。ローム粒をやや多量に１:やや砂質。あまり締まりなし。ローム粒をやや多量に含む。
:やや軟質。ややパサつく。［】－ムプロックを多量に含む。
：１８局に類すが．やや軟繭．
:締まりなし。若干ローム粒を含む。
:軟質．あまり締まりなし。ローム粒を含む。

:締まりなし。ローム粒・ロームプロックを含む。
:硬質。締まりあり。ロームプロソク主体。
:若干ローム粒・小粒のロームゾロックを含む。

０１ｍ 
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第101号土坑

／ 区画
第22回第81.85.88.90.91.91.101号土坑
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第92号土坑（第23図）

位置一Ｅ区北側中央、Eo-50グリッドに位置する。重複関係一第93号土坑と重複し、これを切る。規

模・形状一長軸236ｃｍ・短軸ll8Cmを測り、開口部は隅丸長方形を、底面は中央部が強くくびれ、北東

隅・北西隅が張り出した分銅形を呈する。深さは85cmを測り、断ini形は箱状を呈する。また中央部南

寄りのところでピット１基が検出された。遺物一沈線文土器及び条痕文土器20点が出土し、５点を

図示し得たが、本土坑に伴うものか第93号土坑に伴うものかは不明である。備考一本士坑はその形

状より陥し穴と考えられる。

第93号土坑（第23図）

位置一Ｅ区北側中央､Eo-50グリッドに位置する｡重複関係一第92号土坑と重複し、これに切られる。

規模･形状一長軸92ｃｍ･短軸85cmを測り、円形を呈する。深さは72cmを測り、断面形は箱状を呈する。

また南壁は若干オーバーハングする。遺物一沈線文土器及び条痕文土器20点・石器15点（剥片・自

然礫含む）が出土し、土器５点を図示し得たが、木土坑に伴うものか第92号士坑に伴うかは不明であ

る。

第94号土坑（第22図）

位置一Ｅ区中央部北側、Ep-50グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸228ｃｍ・短

軸136cmを測り、開ｎ部は楕円形を、底面は東側にややふくらみを持つ隅丸長方形を呈する。また底面

中央よりピット１基が検出された。遺物一沈線文土器１点・剥片１点が出土し、土器１点を図示し

得た。備考一本士坑はその形状より陥し穴と考えられる。

第95号土坑（第23図）

位置一Ｅ区北側、Eo-49グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸240cm･短軸163ｃｍ

を測り、開口部は東側が張った楕円形を、底面は隅丸長方形を呈する。深さは135cmを測る。壁面は外

傾して立ち上がり、断面形は箱状を呈する。また底面中央より深さ54cmを測るピットが１基検出され

た。遺物一沈線文土器及び条痕文土器26点・石器１６点（剥片・自然礫含む）が出土し、土器１１点を

図示し得た。備考一本土坑はその形状より陥し穴と考えられる。

第97号土坑（第23図）

位置一Ｅ区北西部､Eo-46グリッドに位置する。また第９6号土坑に隣接する｡重複関係一なし｡規模・

形状一長軸235ｃｍ・短軸131cmを測り、開[1部は南東部がやや張った楕円形を、底面は中央部がくびれ

た分銅形を呈する。深さは82cmを測り、断面形は箱状を呈する。底面よりピット２基が検出された。

遺物一なし。備考一本士坑はその形状より陥し穴と考えられる。

第100号土坑（第24図）

位置一Ｅ区中央部西側、Ｅ(1-47グリッドに位置する。重複関係一なし。規模．形状一長軸140ｃｍ，短

軸85cmを測り、不整形を呈する。深さは24cmを測り、断ini形は箱状を呈する。覆土は暗褐色士を基調

とし、北側を中心に焼土・炭化物を多量に含む。南側床面には扁平な石が置かれる。遺物一なし。

傭考一本土坑はその形状や覆土より炉穴と考えられる。

－３２－ 



第92.93号土坑十国説明（Ａ・Ａ'）
９２± 

１風褐色士：砂質。締まりあり。若干ローム粒を含む。

２黒褐色士：’扇に類し、小粒のロームプロックをやや多且に
含む。

３黒褐色土：色飼培い。ｌ層に鮫べ若干ローム粒を多量に含む。

４暗褐色土＄若干小粒のロームプロックを含む。

５暗褐色土：ロームプロック主体。

６黒褐色土オロームプロックを多量に含む。
７黒褐色上：ローム粒・ロームプロックを含まない。

８暗茶褐色上：軟質。締まりなし。ローム粒主体。

９暗褐色士ｚ４層に類し、ロームプロックをやや多風に含む。
１０黒褐色上：色調明るい．やや軟質。ローム粒を含む。

Ⅱ暗褐色土：４層に頚し、ロームプロックをやや多蹟に含む。
９３± 

Ｉ暗褐色上：硬質。締まりあり。若干ロームプロックを含む。

－ニト92土第92.93号土坑

３黒褐色土：色飼培い。ｌ層に鮫べ若干ローム粒を多量に

４暗褐色土＄若干小粒のロームプロックを含む。

５暗褐色土：ロームプロック主体。

６黒褐色土オロームプロックを多量に含む。
７黒褐色上：ローム粒・ロームプロックを含まない。

８暗茶褐色上：軟質。締まりなし。ローム粒主体。

９暗褐色士ｚ４層に類し、ロームプロックをやや多風に含
１０黒褐色上：色調明るい．やや軟質。ローム粒を含む。

Ⅱ暗褐色土：４層に頚し、ロームプロックをやや多蹟に合
９３± 

Ｉ暗褐色上：硬質。締まりあり。若干ロームプロックを合
Ⅱ暗褐色土＄硬質。締まりあり。ローム粒をやや多鼠に、

ロームプロックを若干含む。

Ⅲ暗褐色士士硬質。締まりあり。ローム粒を多數に含む。
ロームプロソクは含まない。

Ⅳ暗褐色土：色調明るい。硬質。締まりあり。ローム粒を

多鼠に、小粒のロームブロックを若干含む。

Ｖ暗褐色土：やや軟質。ローム粒を多餓に含む。

＜Ａ Ａ－ 

＜Ａ Ａ－ 
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＜Ａ ＰＬ章156泣

第97号土坑土用鋭明（Ａ・パ）
１暗褐色士：硬質。締まりあり。

２黒褐色士：硬質。ローム粒を含む。

３凧褐色土：硬質。やや粘性あり。やや締まりなし。ローム粒を含む。

４黒色士：粘性あり。大粒のローム粒を若干含む。

５黒褐色土：ローム粒を多f#tに含む。
６暗褐色上：ローム粒・ロームプロックを含む。

７黒褐色上３５層に類し、ローム粒を多量に、大粒のローム粒を

やや多量に含む。

８黒褐色土：９層に類すが、若干ローム粒・ロームプロヅクを含む．

９黒褐色上：やや粘性あり。ローム粒を殆ど含まない。

10黒褐色上：あまり締まりなし。やや粘性あり。ローム粒を砧ど含まない。

11暗茶褐色土：締まりなし。ローム粒主体。
Ｏ１ｍ 

Ｉ－－－ｌ 

Ａ← 

鰺

〃

１０暗褐色上＄軟質。ローム粒・小粒のロームプロックを多駄に含む．

11階茶褐色士：色調明るい。軟質。ローム粒・小粒のロームプロヅク主体。

１２暗茶褐色土：１１扇に類し、ロームブロックの槌がやや大きく、

やや多量に含む。

１３茶褐色士：ロームブロック主体。
１４暗褐色上ZIOhiに類し、ロームプロックの割合が多い。

１５時茶褐色上：１６周に類すが、やや黒ポク上を含みパサつく。炭化物を含む。

１６茶褐色上＄ロームプロック主体。

１７暗褐色上：硬質。締まり・粘性あり。若干ローム粒を含む。

１８暗褐色土；軟質。全く締まりなし。若干ローム粒を含む。（杭！｡§穴）
１９暗褐色上＄軟質。全く締まりなし。ローム粒・小粒のロームプロック

を含む。（杭底穴）

２０暗褐色土：軟質。全く締まりなし。ローム粒を含む。

PL1437rE 

第95号土坑土層脱明（ルパ）
１黒褐色土：ローム粒を含む．

２茶褐色士：ロームプロックを含む．

３崎褐色上：ローム粒を多量に含む。

４黒褐色ｔ：ローム粒を多量に含む。

５黒褐色士：ローム粒、若干の炭化物を含む．

６暗褐色士：ローム粒主体。

７黒褐色士：色調やや明るい。５屑に類し、ローム粒の割合やや多い．

８暗褐色土：ローム粒を多量に、小粒のロームプロックを若干含む．
９黒褐色上：軟質。あまり締まりなし。ローム粒を多量に含む。

第23図第92.93.95.97号土坑

－３３－ 



第101号土坑（第22図）

位置一Ｅ区北東部､Ek-55グリッドに位置する。また第７8号上坑に隣接する｡重複関係一なし｡規模・

形状一長軸l49cnl･短軸70cmを測り、東壁が張った隅丸長方形を呈する。また南側底iii及び東壁付近よ

りビット３基が検出された。遺物一土器８点・石器３点（剥片・自然礫含む）が出±し、土器２点

を図示し得た。主体は条痕文土器である。

第102号土坑（第24図）

位置一Ｅ区北西部、Ep-46グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸76cm･短軸74ｃｍ

を測り、円形を呈する。深さは72Cl､を測る。壁面はオーバーハングして立ち上がり、断面形は袋状を

呈する。遺物一土器28点・石器７点（剥片・自然礫含む）が出土し、復元個体１点を含む土器９点

を図示し得た。主体は条痕文土器である。

第1Ｍ号土坑（第24図）

位置一Ｅ区中央部、Eq-49グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸186cm・短軸137

cmを測り、開口部は楕円形を、底面は隅丸長方形を呈する。底面中央よりピット１基が検出された。

遺物一沈線文土器及び条痕文土器13点・石器13点（剥片・自然礫含む）が出土し、土器６点．石鍛

1点を図示し得た。備考一本土坑はその形状から陥し穴と考えられる。

第106号土坑（第24図）

位置一Ｅ区中央部、Es-49グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸157ｃｍ・短軸７４

cmを測り、楕円形を呈する。深さは32cmを測り、断面形は皿形を呈する。覆土は暗褐色土を基調とし、

中央部を中心に焼土・炭化物を多量に含む。遺物一沈線文土器及び条痕文土器４点・石器28点（剥

片・砕片・自然礫含む）が出土し、土器２点を図示し得た。備考一本士坑はその形状や種上から炉

穴と考えられる。

第108号土坑（第24図）

位置一Ｅ区中央部､Eq-54グリッドに位置する。また第90.107.109号土坑に隣接する。重複関係一な

し。規模･形状一長袖152ｃｍ･短軸77cmを測り、不整形を呈する。深さは27cmを測り、断面形は皿状を

呈する。覆土は全体的にやや多量の炭化物を含む。遺物一条痕文土器３点が出土し、復元個体1点

を含む土器２点を図示し得た。備考一本士坑はその形状や覆土から炉穴と考えられる。

第109号土坑（第24図）

位置一Ｅ区中央部、Eq-55グリッドに位置する。また第１08号上坑に隣接する。重複関係一なし。規

模・形状一長輔235ｃｍ・短軸167cmを測り、開口部は南側が張った楕円形を、底面は南西部が張った隅

丸長方形を呈する。また底面中央よりピット１基が検出された。遺物一土器８点・自然礫１点が出

土し、土器３点を図示し得た。主体は条痕文土器である。備考一本土坑はその形状から陥し穴と考

えられる。

第113号土坑（第25図）

位置一Ｅ区中央部、Es-54グリッドに位置する。また第１12.114号土坑に隣接する。重複関係一なし。

3４ 
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第100号土坑土層脱明（Ａ・Ａ'）

１黒褐色士：非常に硬質。締まりあり。

２暗褐色士：硬質。締まりあり。若干ローム粒・焼士粒を含む。

３暗褐色士：２１Hに類し、焼土粒を多暁に、炭化物を若干含む。

４暗褐色士：やや軟質。３層より更に焼土粒・炭化物を多量に、

小粒のロームプロックを若干含む。
５暗褐色上：色調培い。硬質。締まりあり。若干焼上粒を含む。

６黒褐色土：１同に類すが、より色調培い。

７暗褐色上：５刷に領すが、焼土粒は殆ど含まない。

８暗褐色上：７局に類し、焼土粒・炭化物を含まない。

９暗褐色士：８層に類し、８層よりやや軟質。

10暗褐色士：砂風軟質。やや締まりなし。若干ローム粒を含む．

ＰＬ薑ＩＳｉ［r'’

第102号土坑±層説明（Ａ・Ａ'）

１暗褐色士：硬質。締まりあり。樋色スコリアを多量に、炭化物を若干含む。
２暗褐色ｔ：硬質。締まりあり。樋色スコリア・炭化物を含む。
３黒褐色土：２層に類すが色調培い。若干焼土粒を含む。
４暗褐色上：若干軟質。締まりあり。２肩＋ローム粒・小粒のロームプロック。
５暗褐色ｔ：３扇に較べ樋色スコリアは少承に、炭化物は多量に含む。

若干ローム粒を含む。

６暗褐色上：５闇に頗すが、シミ状にロームプロックを含む。

７暗褐色上：４層に繭し、ローム粒をより多量に含む。

' 第106号土坑

髭夏
第104
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＝ＡＯ Ａ← 

?Ｌ零1;且ﾄﾞﾕ

第106号土坑土田脱明（Ａ・パ）

１黒褐色上：硬質。若干ローム粒・焼土粒を含む。
２暗褐色ｔ§軟質。ローム粒・ロームプロソクを含む。
３崎褐色土：やや軟質。ローム粒・焼土粒・炭化物を含む。
４暗褐色土：ローム粒・ロームプロック・若干の炭化物を含む。
５暗褐色上：色調明るい。やや砂爾。ローム粒・焼土粒を含む。

６暗褐色ｔ：５周に類し、色調は更に明るく、焼士ブロックを多量に含む。
７崎褐色土：砂質。若干焼土粒・炭化物を含む。

８暗褐色土：７層に類すが、小粒のロームプロックのみを若干含む。
９暗褐色上＄砂質。ロームプロックと若下の焼土粒・炭化物を含む。
１０褐色土：軟質。締まりなし。ローム粒を50％堤含む。

－コＬ－ト
第108号土坑
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第108号土坑土層鋭明（Ａ・Ａ'）
】凪褐色土：硬質。ローム粒・若干の炭化物を含む。

２暗褐色土：ローム粒．やや多量の炭化物を含む。

３褐色土：ローム粒主体。若干の炭化物を含む。
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第24回第100.102.104.106.108.109号土坑
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規模･形状一長軸132ｃｍ･短軸56cmを測り、楕円形を呈する。北東部には煙道とみられる張り出し部を

持つ。深さは25cmを測り、断ifli形は箱状を呈する。殺土は暗茶褐色士．黒褐色士を基調とし、全体的

に焼土．炭化物を多量に含む。また北壁は被熱して硬化している。遺物一土器'2点が出土し、沈線

文土器１点を図示し得た。備考一本土坑はその形状や覆土から炉穴と考えられる。

第115号土坑（第25図）

位置一Ｅ区南東部、Et-56グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸216cm･短軸124

cmを測り、開｢I部は楕円形を、底面は北東隅が張り出した隅丸長方形を呈する。底面中央よりビット

１基が検出された。遺物一沈線文土器及び条痕文士器27点・石器23点（剥片・自然礫含む）が出土

し、土器12点を図示し得た。主体は条痕文土器である。備考一本土坑はその形状から陥し穴と考え

られる。

第117号土坑（第25図）

位置一Ｅ区中央部西側､Fa-49グリッドに位置する。また第１18.121号土坑に隣接する｡重複関係一な

し。規模・形状一長軸196ｃｍ・短軸144cmを測り、隅丸長刀形を呈する。また底面中央よりピット１基

が検出された。遺物一条痕文士器２点が出土し、これを図示し得た。備考一本士坑はその形状か

ら陥し穴と考えられる。

第126号土坑（第25図）

位置一Ｅ区南西部、Fd-51グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸201cm･短軸135

cmを測り、開[二1部は西側の張った楕円形を、底iihiは隅丸長方形を呈する。また底ihi中央よりピット１

基が検出された。遺物一条痕文土器２点が出土し、これを図示し得た。備考一本土坑はその形状

から陥し穴と考えられる。

第127号土坑（第25図）

位置一Ｅ区南西部、Fd-50グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸233ｃｍ・短軸８１

cmを測り、いびつな長楕円形を呈する。遺物一条痕文土器３点が出土し、１点を図示し得た。

第129号土坑（第25図）

位置一Ｅ区南西部、Fd-49グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸206cm･短軸134

cmを測り、開口部は楕円形を、底面は隅丸長方形を呈する。また底面中央よりピット１基が検出され

た。遺物一条痕文土器３点・剥片1点が１１}上し、土器３点を図示し得た。備考一本土坑はその形

状から陥し穴と考えられる。

第130号土坑（第25図）

位置一Ｅ区南端部西側、Fe-51グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸192ｃｍ・短

軸114cmを測り、開Ｕ部は楕円形を、底、iは隅丸長方形を呈する。深さは159cmを測り、断面形は箱状

を呈する。また底面中央よりピット１基が検出された。遺物一沈線文土器及び条痕文土器７点が出

土し、４点を図示し得た。備考一本土坑はその形状から陥し穴と考えられる。

－３６－ 
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'丹土坑土用脱明（Ａ・r）

奇茶褐色士：やや軟質。あまり締まりなし．ローム位・焼土プロソクを多鰍に含む。
ｉｆ茶褐色土：やや軟両。１月に較べ焼土の制合少ないが、炭化物を含む．
llliMA士：やや軟問。焼土粒・炭化物を含む．

1118色土：軟質．焼土粒・炭化物・務干のローム粒を含む。

if褐色｣:：ローム粒・炭化物を含む．焼ご上位は砧ど含まない。
Ｑ色上：ロームプロック主体。

１１褐色士：やや硬質。３層に狐すが．ロームプロヅクを含む．
〃茶褐色上：やや硬質。締まりあり．炭化物・llr千の焼土ブロックを含む．
ﾄﾞ潤色士：焼土主体。

ｿl褐色上：

１
 

１
 

銅
１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ

７ 
:夢

〃

第133号土坑
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０
八

．●’川川、叩］』．‐‐‐‐｝‐‐‐『

第130号土

一ﾌニトー
第134号土坑

Ａ－ 

＜Ａ、Ａ－ 

第130

１N 

２Ｈ１ 

３１１ 

dHi 

５』

６１１ 

７》

８Ｉｉ 

ｏＦｊ 

ｌＯＤｉ 

ｌｌＢＩ 

Ｉ２Ｆｉ 

Ｉ３ＦＩ 

号土坑土用脱明 (ルパ）

11(潤色土：硬質．締まりあり．若干ローム位・炭化物を含む。
HiVItI色土：硬質．締まりあり．ローム位を多H1に含む．
IifNl色土：硬質．締まりあり．１脚に弧し、やや砂質．
1iii８世士：硬問。締まりあり．２用に狐し、やや砂質．
ＡＩ紺色上：硬問。締まりあり．３劇に狐し、ローム粒の混入l
lri茶禍色土：硬質。締まりあり．ロームプロックを多俄に含イ
茶紺色上：ロームプロック主体。
啼茶潤色土：やや砂質。あまり締まりなし．ローム粒主体。
肺禍仏土：やや軟薗。ローム粒を多ﾉﾑに含む．
Dii茶褐色上；ロームプロック主体。

肺茶褐色土：１０層に顕すが．１０片Iより欣孤．あまり緒まりな’
崎茶褐色上：やや軟質｡粘性あり．ロームプロック主体．
啼掛色士：やや軟質．あまり笛まりなし．

０１鹿

ない。

● 

● 

節25回第113.115.117.126.127.129.130.133.134号土坑

－３７－ 



第133号土坑（第25図）

位置一Ｆ区北西部､Fk-48グリッドに位置する。また'71号土坑に隣接する。重複関係一なし｡規模・

形状一長輔189ｃｍ・短軸l85cIⅡを測り、円形を呈する。遺物一沈線文土器及び条痕文土器６点・石器

４点（剥片含む）が出土し、土器４点・スクレイパー１点を図示し得た。

第134号土坑（第251割）

位置一Ｆ区中央部西側、Gc-51グリッドに位慨する。重複関係一なし。規模・形状一艮軸229ｃｍ・短

軸75cmを測り、Ilj央が強くくびれる分銅形を呈する。また底imIlj央北寄りのところでピット1基が検

出された。遺物一土器`1点が{}l±し、１点を図示し１１｝た。備考一本土坑はその形状から陥し穴と

考えられる。

第135号土坑（第26図）

位置一Ｅ区南側中央、Ｆ１〕-51グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸152ｃｍ・短

軸111cmを測り、開｢1部は桁|ﾘ形を、底面は隅丸長方形を呈する。深さは136cmを測り、断面形は箱状

を呈する。また底面中央やや〕|〔寄りのところでピット１基が検出された。遺物一土器５点が出土

し、１点を図示し得た。主体は条痕文土器である。備考一本士坑はその形状から附し穴と考えられ

る。

第137号土坑（第26図）

位置一Ｃ区I'１央部、Ｉ)(1-54グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸102ｃｍ･短軸７４

cmを測り、楕円形を呈する。深さは32cmを測り、MJiTni形は術状を呈する。遺物一なし。

第140号土坑（第26回）

位置一Ｃ区Ii1央部11〔側、Dr-55グリッドに位i趾する。重複関係一なし。規模・形状一長軸196ｃｍ・短

軸146cmを測り、不整形を呈する。深さは21cmを測り、lUimi形は箱状を呈する。遺物一なし。

第142号土坑（鋪26図）

位置一Ｃ区中央部東側、Ｉ)t-56グリッドに位irける。重複関係一なし。規模・形状一長軸212Ｃｌ】]・短

軸90cmを測り、開口部はM1円形を、底面はIij央がわずかにくびれる分銅形を呈する。遺物一条痕文

土器２点が出土し、１点を図示し得た。

第143号土坑（第261割）

位置一Ｃ区南東部､Eb-56グリッドに位置する。また'ﾙ1号土坑に隣接する。重複関係一なし｡規模・

形状一長軸300cnl・短轍11256cmを測り、北側が張った隅丸ﾌﾟj形を呈する。深さは38cmを測り、MJi面形は

箱状を呈する。また底iiiはフラットに近い｡底面よりピット２基が検出された｡遺物一スクレイパー

１点が出土し、これを図示し{(；た。備考一本ﾆﾋ坑は住居hl:とする積極的な根拠がないため土坑とし

て扱ったが、底面の状態等をみると住居hl:の可能性も擶摘できよう。

第144号土坑（第27回）

位置一Ｃ区南側中央、H1)-55グリッドに位慨する。また第１43号土坑に隣接する。重複関係一なし。

－３８－ 



第135号土坑 第
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Ａ－ =Ａ 

鯵 ＝Ａ， Ａ← 

Ｐ1章1619，

第140号土坑土層脱明（Ａ・Ⅳ）

’暗褐色土：硬質。締まりあり。ローム粒を含む。
２暗褐色士：硬質。締まりあり。ローム粒．ロームゾロックを含む。
３暗褐色士：ローム粒と、部分的にロームプロックを含む。
４暗褐色土：小粒のロームプロックを含む。
５暗褐色士：色調明るい。ロームプロックを多餓に含む。

第143号土坑
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第143号±坑土層鋭明（Ａ・Ａ'）

１階褐色士：ローム粒・小粒のロームプロヅクを含む。
２晴褐色土：１用十部分的に大粒のロームプロック。
３暗褐色土：ロームプロックを多量に含む。

４暗褐色土：１園に頚し、小粒のロームプロックの割合多い･
５暗褐色上：ブロック状のローム粒を多量に含む。

６暗褐色上：３局に頭し、ロームプロヅクを多量に含む。
７暗褐色ｔ：色調明るい。硬質。締まりあり。ローム粒を多量に含み、

ロームゾロックを含まない。

第146号土

Ａ＝ 

第146号土坑土屑鋭明（ルパ）
１暗褐色士：若干ローム粒を含む。

２暗褐色l:２１周＋ロームプロソク

３暗褐色土：やや砂閃。若干炭化物を含む。

４暗褐色上：色調明るい。小粒のロームプロックを含む。

５暗褐色上：４層に類し、色調更に明るい。

６暗褐色上:ソフトﾛｰﾑ主体。’－－０，ｍ

－ＡひＡ－ 

ＰＬ=(調９m

第26図第135.137.140.142.143.146号土坑

－３９－ 



規模･形状一長軸131cm･短軸88cmを測り、開口部は楕円形を、底､iは隅丸長方形を呈する。深さは119

cmを測り、断面形は箱状を呈する。また底面中央やや西寄りのところでビット１基が検出された。遺

物一土器１点が出土し、これを図示し得た。備考一本土坑はその形状から陥し穴と考えられる。

第146号土坑（第26図）

位置一Ｅ区中央部、Es-50グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸128cm･短軸ll3

Cmを測り、南側の張った円形を呈する。深さは22cmを測り、断､i形は箱状を呈する。遺物一沈線文

土器及び条痕文土器11点・石器30点（剥片・砕片・同然礫含む）が出土し、土器５点を図示し得た。

第148号土坑（第27図）

位置一Ｃ区北西隅、De-51グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸159cm･短軸106

cmを測り、隅丸長方形を呈する。深さは127cmを測り、断､i形は箱状を呈する。また底iHi1lj央やや南寄

りのところでピット１基が検出された。遺物一なし。備考一本士坑はその形状から陥し穴と考え

られる。

第149号土坑（第27図）

位置一Ｃ区北西部、、9-51グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸226cm･短軸185

cmを測る。東側に張り出しを持ち、東側の張った不整楕円形を呈する。遺物一条痕文士器２点が出

土し、これを図示し得た。

第151号土坑（第27図）

位置一Ｃ区北側中央、Ｄ蔦-52グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸183ｃｍ・短軸

145cmを測り、円形に近い楕円形を呈する。深さは155cmをilHlり、断i､形は箱状を呈する。誠に遺憾な

がら本土坑の土層観察図を紛失してしまったが、自然科学分析により覆土中から鬼界アカホヤ火山灰

（Ｋ－Ａｈ）とみられるテフラが検出されている。また底面中央よりピット１基が検出された。遺物

一士器・炭化材が出土した。樹種同定の結果、炭化材はブナ科の樹木であることが確認されている。

備考一本士坑はその形状から陥し穴と考えられる。

第152号土坑（第27図）

位置一Ｃ区北東部、Dg-53グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸185ｃｍ・短軸７３

〔mを測り、隅丸長方形を呈する。深さは86cmを測り、断面形は箱状を呈する。また底ihiよりピット２

基が検出された。遺物一なし。備考一本土坑はその形状から陥し穴と考えられる。

第155土坑（第27図）

位置一Ｃ区北東部、Dj-54グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸16kｍ・短軸６８

cmを測り、不整楕円形を呈する。深さは30cmを測り、断面形は箱状を呈する。覆土は暗褐色士を基調

とし、西側を中心に焼土・炭化物を含む。遺物一なし。備考一本土坑はその形状・覆土から炉穴

と考えられる。

－４０－ 
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第152号土坑土層脱明（Ａ・Ａ'）

１黒褐色士：やや硬質。やや締まりなし。若干ローム粒・炭化物を含む。
２黒褐色士：やや色調明るい。軟質。締まりなし。ローム粒・

ロームプロヅク・若干の炭化物を含む。
３黒褐色上：２岡に類し、やや硬質で、締まりあり。

４暗褐色士：５局に類し、若干締まりあり．

５暗褐色土：締まりなし。ローム粒を多量に含む。（崩落土）

６褐色土：締まりなし。ローム粒をブロック状に含む。（崩落二ｔ）

７暗褐色上：締まりあり。６闇に顕すがローム粒の割合が若干少ない。
若干炭化物を含む。

８暗褐色上：やや硬質．締まりあり。ロームプロソクを含む。
９暗褐色上：軟質．締まりなし。ローム粒・小粒のロームブロソクを含ｉ
ｌＯ暗褐色-ｔ：やや硬質。締まりあり。ロームプロソクを多餓に含む。
１１晴褐色土：やや軟質。締まりなし。ローム粒を多量に含む。
１２暗褐色上：軟質．締まりなし。ローム粒をやや多量に含む。
１３黒褐色土：やや軟質。締まりあり．、－ム粒を含む。

１１黒褐色土：１３層に類すが、やや硬質。縞まりあり。

１５黒褐色土：lllilに麺す。小粒のロームブロックを含む。
１６黒褐色上：硬質。締まりあり。ローム粒を菊ど含まない。

Ｐ.Ｌ薑166ね

９暗褐色上：軟質．締まりなし。ローム粒・小粒のロームブロソクを含む。

１０暗褐色-ｔ：やや硬質。締まりあり。ロームプロソクを多餓に含む。
１１晴褐色土：やや軟質。締まりなし。ローム粒を多量に含む。
１２暗褐色上：軟質．締まりなし。ローム粒をやや多量に含む。
１３黒褐色土：やや軟質。締まりあり．、－ム粒を含む。

１１黒褐色土：１３層に類すが、やや硬質。縞まりあり。

１５黒褐色土：lllilに麺す。小粒のロームブロックを含む。

１６黒褐色上：硬質。締まりあり。ローム粒を輪ど含まない。

第155号土坑土層脱明（ルパ）
１黒褐色土：硬質。締まりあり。済干ローム粒・炭化物を含む。

２暗褐色土：ローム粒・炭化物をやや多量に、焼土を若干含む。

３暗褐色土：やや硬質だが、擁分的に軟質の箇所をもつ。ローム粒を多最に、
焼土・炭化物を若干含む。

４暗褐色土：硬質。締まりあり。ローム粒をやや多量に、焼土ブロック・
炭化物を含む。

０１ｍ 

５１名色±：ロー｣､ｏｌ－Ｔ－－ｌ
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第27図第144.148.149.1元1.152.155号土坑
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第157号土坑（第28図）

位置一Ｃ区中央部北側､Dk-53グリッドに位置する。また第１58号土坑に隣接する。重複関係一なし。

規模･形状一長軸213cm･短軸107cmを測り、開L１部は楕円形を、底面は中央が緩くくびれ、四隅の張っ

た分銅形を呈する。深さは91cmを測り、断面形は箱状を呈する。また底面よりビット２基が検{11され

た。遺物一土器２点が出土し、１点を図示し得た。備考一本士坑はその形状から陥し穴と考えら

れる。

第158号土坑（第28図）

位置一Ｃ区中央部北側､Dk-53グリッドに位置する。また第１57号士坑に隣接する。重複関係一なし。

規模･形状一長軸143cm･短軸74cnlを測り、北西部の張った楕円形を呈する。深さは36cmを測り、断面

形は不定形を呈する。遺物一なし。

第160号土坑（第28図）

位置一Ｂ区中央部東側、Ck-50グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸149ｃｍ・短

軸99ｃｍり、隅丸長方形を呈する。深さはl34cnlを測り、断面形は箱状を呈する。また底面中央よりピッ

ト１基が検出された。遺物一土器１点が出土したが、図示するには至らなかった。備考一本士坑

はその形状から陥し穴と考えられる。

第161号土坑（第28図）

位置一Ｂ区南東部、CII-49グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸154ｃｍ・短軸９２

，１を測り、楕円形を呈する。深さは122clllを測り、断ini形は箱状を呈する。また底面中央よりピット1

基が検出された。遺物一なし。備考一本士坑はその形状から陥し穴と考えられる。

第162号土坑（第28図）

位置一Ｂ区南東部、Co-50グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長輔126ｃｍ・短軸９２

cmを測り、情}ﾘ形を呈する。深さは15cmを測り、断i､形はＨ１[状を呈する。遺物一なし。

第163号土坑（第28図）

位置一Ｂ区南東部、Cp-51グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸152ｃｍ・短軸９１

cmを測り、北側の張った隅丸長方形を呈する。深さは120cmを測り、断面形は箱状を呈する。また底ihi

中央よりピット１基が検出された。遺物一なし。備考一本土坑はその形状から陥し穴と考えられ

る。

第164号土坑（第28図）

位置一Ｂ区南東部、Cp-52グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸195ｃｍ・短軸８８

ｃｍを測り、開口部は隅丸長方形を、底面は中央が緩くくびれる分銅形を呈する。深さは84cmを測り、

断面形は箱状を呈する。また底面よりピット２基が検出された。遺物一なし。備考一本土坑はそ

の形状から陥し穴と考えられる。

－４２－ 
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第158号土坑土層脱明（Ａ・Ａ'）

ｌ黒褐色上ｚ硬質。締まりあり．若干ローム粒・
炭化物を含む。

２黒褐色土：１厨に類すが、ローム粒をより多鼠に、
ｕ_ムプロソクを若干含む。

３暗褐色上：やや軟質。ローム粒をやや多量に、
炭化物を若干含む。

４暗褐色士：３厨に類すが、硬質で締まりあり。

ローム粒をやや多量に含む。

〃
－Ａ. Ａ－ 

Ⅲ P’二l７Ｌ５Ｈ
ＰＬ･４６４２. 

第157号土坑土層脱明（Ａ・Ａ'）

１黒褐色士：締まりあり。やや粘性あり。

若干ローム粒を含む。

２川褐色土：やや軟質。１個に較べローム粒を多量ｊＵ＞
に含む。

３暗褐色土：ローム粒・小粒のロームプロック主体。

４暗褐色上：ローム粒・小粒のロームプロックを多斌

に含む。Ａ－
５暗褐色土：ロームプロックを多量に含む。
６暗褐色士：ローム粒をやや多量に含む。
７暗褐色士：締まりあり。若干ローム粒を含む。

８暗褐色士：色調Ni了い。ローム粒・小粒の

ロームプロックを含む。

９暗褐色土：やや締まりなし。ローム粒を多量に含む。
10黒褐色上：締まりあり。やや粘性あり。

若干ローム粒を含む。

〆第164号土坑
Ａ‘ Ａ－ 

－Ａ‘ 

Ｐ１=;700ｺ 

=肝Ａ← 

第163号土坑一ブート

第161号

髭 －Ａ｡ Ａ－ 

＜Ａ' jＩ－ 

＝Ａ' Ａ← 

Ｆ１言;681§爪

第164号±坑土旧鋭明（Ａ・Ａ'）
１暗褐色上Ｆ軟質。締まりあり。

－Ａ。』Ｂ
Ｒ
 

ｄ
 Ｂ
Ｒ
 

『

１暗褐色上Ｆ軟質。締まりあり。ローム粒をブロック状

に含む。

２暗褐色土ｔ硬質。締まりあり。若干ローム粒を含む。
３暗褐色上：２層に類すがより色調明るい。

若干ローム粒を含む。

４暗褐色上：やや軟質。ローム粒を多量に含む。

５Ｆif褐色土：硬質。締まりあり。ローム粒を多量に含む。
６暗褐色上：５層に類し、ローム粒をより多量に、

ロームプロックを若干含む。

７褐色上ｆロームプロヅク主体。

８時褐色士：硬質。締まりあり。若干ローム粒を含む。

Ａ← 

?Ｌ二869,3Ⅲ
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０ 

ＰＬ言ｌＴｕＥｍ

第28図第157.158.160.161.162．163.161号土坑
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第167号土坑 第169号土坑第166号土坑

！ 寡
Ａ← 

＜Ａ， Ａ－ 

＜Ａ‘ Ａ－ 

＜Ａ, Ａ← 

＝Ａ・Ａ← 

＜Ａ" Ａ－ 

鰺
Ｐ1章4695m

第166号土坑土居説明（Ａ・Ａ'）

】黒褐色士：硬質。締まりあり。ローム粒・

若干の炭化物を含む。
２黒褐色土：１層に較べローム粒の割合が

若干多い。若干炭化物を含む。
３黒褐色上：２局＋若干のロームプロック

４黒褐色上：やや軟質。締まりなし。若干

ローム粒を含む。

５暗褐色上：やや軟質。ロームプロック

を多量に含む。
６暗褐色土：３Ｍに類すが、やや軟質で粘性

あり。若干小粒のロームプロヅク

を含む。

７黒褐色±：軟質。小粒のロームプロックを
含む。

８暗褐色上：締まりあり。ロームブロック

主体。

９黒褐色上：やや軟質。ロームプロックを

やや多量に含む。
10暗褐色士：やや軟質だが締まりあり。

ロームプロックを含む。

11褐色士：硬質。締まりあり。

ロームプロック主体。

１２暗褐色土：色調は黒に近い。やや軟質。
締まりあり。ローム粒を

殆ど含まない。

１３暗褐色土：非常に硬質．締まりあり。
１１暗褐色土：軟質。締まりなし。若干

ローム粒を含む。

１５暗褐色土：１４岡に類し、より軟質。

若干ロームプロックを含む。

ＰＬ二4593E

第169号土坑土層説明（Ａ・Ａ'）
１暗褐色上：硬質。締まりあり。ローム粒・

白色粒を多量に含む。

２暗褐色士：硬質。締まりあり。１層十若干

の小粒のロームプロック

３暗褐色土：硬質。締まりあり。若干
ローム粒を含む．

４暗褐色土５２層に頚し、ロームプロックの

割合が若干多い。

５暗褐色土：硬質。締まりあり．ロームプロック

をやや多量に含む。

６暗褐色ｔ：色調明るい。硬質。締まりあり。

ロームプロソクを多俄に含む。

７暗褐色土：６肘に類すが、色調暗く、ローム

プロソクが粒子状になっている。

８暗褐色土：硬質。締まりあり。ローム粒・
小粒のロームプロックを含む．

９暗褐色上＄硬質。絡まりあり。若干

ローム粒を含む。

ＰＬ薑469.9，

第167号土坑土用脱明（Ａ・A'）
１暗褐色土：色調暗い゜硬質。１暗褐色土：色調暗い゜硬質。締まりあり。

若干ローム粒を含む。

２暗褐色土：硬問。締まりあり。１層に類し、

ローム粒をやや多量に含む。
３暗褐色上：色調明るい。硬質。締まりあり。

２屑十ブロック状のローム粒

４階褐色土：色調明るい。硬蘭。締まりあり。

３層に類し、ブロック状の

ローム粒の割合が更に多い。

５暗褐色士：やや硬蘭。４層に類すが、
ローム粒はブロック化せず
散在。

６暗褐色上：色調明るい。硬質。締まりあり。

４厨よりブロック状のローム粒の

割合が更に多い。
７暗褐色上：硬質。締まりあり。

小粒のロームプロックを含む。

８暗褐色ｔ：色調暗い゜硬質。締まりあり。

若干ローム粒を含む。

９府褐色土：色調暗い゜硬質。締まりあり。

若干小粒のロームプロックを含む。
１０暗褐色ｔ：やや軟質。締まりあり。

ローム粒は殆ど含まない。

Ｏｌｍ 

Ｉ－ 

第29回第166.167.169号土坑

第166号土坑（第29図）

位置一Ｂ区南東部、Ｃ位置一Ｂ区南東部、Cr-51グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸161cm･短軸110

cmを測り、隅丸長方形を呈する。深さは139cmを測り、断面形は箱状を呈する。また底面中央よりピッ

ト１基が検出された。遺物一なし。備考一本土坑はその形状から陥し穴と考えられる。

Ⅱ 



第167号土坑（第29図）

位置一Ｂ区南端部中央､Ct-47グリッドに位置する。また第168号土坑に隣接する。重複関係一なし。

規模・形状一長軸262ｃｍ・短軸88cmを測り、開L１部は長楕円形を、底面は溝状を呈する。深さは136ｃｍ

を測り、断面形はＶ字状を呈する。遺物一なし。備考一本土坑はその形状からいわゆる「Ｔピッ

ト」と考えられる。

第169号土坑（第29図）

位置一Ｂ区南東部、Ｃｓ-50グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸240ｃｍ・短軸７０

cmを測り、開口部は長楕円形を、底面は溝状を呈する。深さは93cmを測り、断面形はＶ字状を呈する。

遺物一なし。備考一本土坑はその形状からいわゆる「Ｔピット」と考えられる。

第170号土坑（第30図）

位置一Ｆ区北端部西側、Fi-48グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸165ｃｍ・短

軸96cnlを測り、楕円形を呈する。深さは128cmを測り、断面形は箱状を呈する。また底面中央よりピッ

ト１基が検出された。遺物一沈線文土器及び条痕文土器11点・石器５点（剥片・自然礫含む）が出

土し、３点を図示し得た。主体は条痕文土器である。備考一本土坑はその形状から陥し穴と考えら

れる。

第171号土坑（第30図）

位置一Ｆ区北西部、FI-49グリッドに位置する。また第１33.193号土坑に隣接する。重複関係一なし。

規模・形状一長軸210ｃｍ・短軸202cn]を測り、円形を呈する。深さは90cmを測る。壁面は外傾して立ち

上がり、断面形は箱状を呈する。遺物一なし。

第173号土坑（第30図）

位置一Ｆ区北東部、Fm-52グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸76ｃｍ・短軸７５

cmを測り、北西部の張った不整円形を呈する。深さは35cmを測り、断面形は箱状を呈する。遺物一な

し。

第176号土坑（第30図）

位置一Ｆ区中央部西側、Fr-50グリッドに位置する。また第177号土坑に隣接する。重複関係一なし。

規模･形状一長軸138ｃｍ･短軸94cmを測り、ややいびつな楕円形を呈する。深さは32cmを測り、断面形

は箱状を呈する。遺物一土器９点・石器５点（剥片・自然礫含む）が出土し、土器５点を図示し得

た。主体は条痕文土器である。

第177号土坑（第30図）

位置一Ｆ区中央部西側、Fs-50グリッドに位置する。また第１76号土坑に隣接する。重複関係一なし。

規模･形状一長軸152ｃｍ･短軸65cmを測り、楕}'１形を呈する。深さは28cmを測り、断面形は箱状を呈す

る。遺物一土器４点・剥片１点が出土し、条痕文土器２点を図示し得た。

－４５－ 



第173号土坑第171号土坑第170号土坑
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第171号土坑土層鋭明（Ａ・Ⅳ）
１暗褐色土：硬質。締まりあり。ローム粒・樋色スコリア・白色スコリア

を多量に含む。

２暗褐色土：硬質。締まりあり。若干ローム粒を含む。
３暗褐色土：硬質。締まりあり。２屑に類すが、若干ロームプロヅクを合

４暗褐色土：硬質。締まりあり。ローム粒・ロームプロックを含む。

５暗褐色二ｔ：硬質。締まりあり。ロームブロックを多量に含む。

６暗褐色士：若干軟質。ロームプロックを多蛍に含む。

ＰＬ－４３２－Ｒｍ 

第176号土坑

、第182
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第177号土坑土層脱明（Ａ・Ａ'）
１暗褐色上３硬質。締まりあり。ローム粒・

白色粒・若干の炭化物を含む。

２暗褐色ｔ：硬質。締まりあり。やや多量の

ローム粒・若干の炭化物を含む。

３褐色土：軟質。あまり締まりなし。
ロームプ【】ツク主体。

４暗褐色ｔ：軟問。締まりなし。

若干四一ムプロックを含む。

第176号土坑土層脱明（Ａ・Ａ'）
１暗褐色土：硬質。締まりあり。若干ロームホル

炭化物・白色粒を含む。

２暗褐色土：１局に類し、炭化物をより多量に含む。
３暗褐色土：硬質。締まりあり。２闇に較べ炭化物を

より多璽に、ローム粒をやや多吐に含む。

４褐色土：軟質。締まりなし。ローム粒主体。

５暗褐色士台やや軟質。締まりあり。若干ローム粒・

小粒のロームプロソクを含む。

６暗褐色士：ロームプロソクを多盈に含む。
７暗褐色土：硬蘭。締まりあり。ローム粒を多量に、

炭化物を若干含む。

８暗褐色土：７闇に類すが、炭化物を含まない。

９暗褐色士２６局に類し、ロームプロソクを更に

多還に含む。

Ｐ.【＝487-§ｍ

ｌ＝白色粘土問

０１ｍ 

￣T--ヨ

第30回第170.171.173.176.177.179.182号土坑
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第179号土坑（第30図）

位置一Ｆ区中央部東側、Fr-53グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸127ｃｍ、短

軸86cmを測り、楕円形を呈する。遺物一石器1点が{}}上し、これを図示し得た。

第182号土坑（第30図）

位置一Ｆ区111央部南側、Gb-54グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸75cm･短軸

70cmを測り、隅丸方形を呈する。深さは148cmを測り、断面形はＶ字状を呈する。また南壁はオーバー

ハングしている。遺物一なし。備考一本土坑はその形状や白色粘土層を貫いていることなどから

粘土採掘坑の可能性も考えられる。

第186号土坑（第31図）

位置一Ｆ区南端部、Gi-58グリッドに位置する。また第１88号土坑に隣接する。重複関係一なし。規

模･形状--長軸169ｃｍ･短軸151cmを測り、｝ﾘ形を呈する。深さは63cmを測り、断i､形は箱状を呈する。

また底ｉｍは西に向かって傾斜する。遺物一条痕文士器４点・剥片1点が出土し、土器３点を図示し

得た。

第188号土坑（第31図）

位置一Ｆ区南端部、Gi-58グリッドに位置する。また第１86.187号土坑に隣接する。重複関係一なし。

規模・形状一長軸181ｃｍ・短軸173cmを測り、円形を呈する。深さは52cmを測り、断面形は箱状を呈す

る。遺物一条痕文土器や石器（自然礫含む）が多量に出土し、土器８点・石器１点を図示し得た。

備考一本士坑はその形状や覆土、また礫が多重に出土していることから集石土坑の可能性がある。

第189号土坑（第32図）

位置一Ｆ区南側中央、Gg-54グリッドに位置する。また第１90号土坑に隣接する。重複関係一なし。

規模･形状一長軸345Cln．短軸130cmを測り、開口部は長楕円形を、底面は溝状を呈する。深さは172CHI

を測り、断面形はＶ字状を呈する。南北両壁は強くオーバーハングする。遺物一なし。備考一本

土坑はその形状からいわゆる「Ｔピット」と考えられる。

第190号土坑（第32図）

位置一Ｆ区南側中央、Gf-54グリッドに位置する。また第１89号土坑に隣接する。重複関係一なし。

規模･形状一長軸325ｃｍ･短軸l48cnIを測り、開口部は長楕円形を、底面は溝状を呈する。深さは180ｃｍ

を測り、断面形はＶ字状を呈する｡第189号士坑と同様南北両壁が強くオーバーハングする｡遺物一条

痕文土器１点が出土し、これを図示し得た。備考一本土坑はその形状からいわゆる「Ｔピット」と

考えられる。

第191号土坑（第31図）

位置一Ｆ区北端部、Fh-49グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸90cm･短軸69ｃｍ

を測り、楕円形を呈する。深さは51cmを測り、断面形は箱状を呈する。また床面は北東側に向かって

傾斜している。遺物一なし。

4７－ 



第186号土坑 第191号土坑
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第192号土坑

Ａ← 
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86号土坑土用脱明（Ａ・Ａ'）
黒褐色土：硬質。締まりあり。ロー
暗褐色土：硬質。締まりあり。ロー

暗褐色土：硬質。締まりあり。ブｌ

褐色土：色調明るい。やや軟質。

褐色土：やや軟質。締まりあり。

ロームプロヅクを若干１
褐色上：硬質。締まりあり。ロー

土坑

第186

１鰐

２N 

３６ 

４ネ

５ネ

６ネ

第188号土

完捲状況

＝Ａ‘ Ａ← 
硬質。締まりあり。ローム粒・極色スコリアを含む。

硬質。締まりあり。ローム粒を多量に含む。

硬質。締まりあり。ブロック状のローム粒を含む．
色調明るい。やや軟質。締まりあり。ローム粒を多餓に含む。
やや軟質。締まりあり。ローム粒を多吐に、小粒の
ロームプロヅクを若干含む。

硬質。締まりあり。ロームプロヅクを含む。
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第188号土坑土層脱明（Ａ・Ⅳ）

ｌ黒褐色土：やや軟質。若干樋色スコリアを含む。
２暗褐色土：硬質。締まりあり。ローム粒・炭化物・桓色スコリアを含む。
３暗褐色上；２眉に類すが、榿色スコリアは殆ど含まない。

４暗褐色上：やや砂圃。ローム粒をやや多量に含む。

５暗褐色土：やや砂質。ローム粒を多量に含む。

６暗褐色ｔ：若干[１－ムプロック・炭化物を含む。
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第31図第186.188.191.192号土坑
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第189号土坑 第190号土坑
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第190号土坑十回晩明（Ａ・Ａ'）

１黒褐色上：若干ローム粒を含む。

２暗褐色上：ローム粒・小粒のロームプロヅクを含む。

Ｐｌ琴Ili12■

第189号土坑土層脱明（ルパ）
１黒褐色上＄若干ローム粒を含む。
２暗褐色土ギローム粒・小粒のロームプロヅクを含む。
３暗褐色二ｔ：色調明るい。ローム粒を多賦に、プロッィ

３暗褐色土：色調明るい。回一ム粒を多餓に、ブロック状の

ローム粒を若干含む。

４暗褐色土：３屑に類し、ブロック状のローム粒の割合多い゜

５暗褐色士：ローム粒を多量に含む。

６暗褐色士：ロームプロヅクを多量に含む。

７暗褐色土：５層に類し、ローム粒の割合はやや少ない。

８暗褐色上：４個に類し、ブロック状のローム粒の割合多い・

９褐色士：ロームプロソク主体。

１０暗褐色上：６層と９層の中間。
11褐色上：６層に類し、ロームプロックを多斌に含む。
１２暗褐色士：ややローム粒を含む．

１３褐色土：ロームプロック上体。
１４暗褐色土：やや砂質。ローム粒は殆ど含まない。

３暗褐色上：色調明るい。ローム粒を多壁に、ブロック状の

ローム粒を若干含む。

4褐色士:ﾛｰﾑﾌﾟﾛﾂﾞｸ主体｡

５暗褐色ｔ：ローム粒を多餓に含む。
６暗褐色士：ロームプロックを多蛍に含む。

７暗褐色土：５周に類し、ローム粒の割合がやや少ない。

８階褐色土：４層と６層の中間。

９暗褐色土：ややローム粒を含む。

１０褐色上：６周に類しロームプロヅクを多旦に含む。
１１晴褐色士：やや砂質。ローム粒は殆ど含まない。

１２褐色土：ロームプロソク主体。

１ｍ 
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第32図第189.190弓土坑
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第193号土坑土用脱明（Ａ・（）．
１黒褐色土：硬薗。締まりあり。ローム粒を含む。

２暗褐色上：硬質。締まりあり。ローム粒を含む。

３暗褐色上：色調明るい。硬質。締まりあり。ブロック状のローム粒を多量に、

小粒のロームプロックを若干含む。

４暗褐色上：硬質。締まりあり。３屑に類すが、ロームプロックの径が大きい。

５暗褐色土：硬質。締まりあり。小粒のロームプロソクを多量に含む。

ＯｌｎＹ 
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第33図第193.197号土坑

第192号土坑（第31図）

位置一Ｆ区中央部東側、Fq-52グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸80cm･短軸

55cmを測り、楕円形を呈する。深さは27cmを測り、断面形は箱状を呈する。遺物一なし。

第193号土坑（第33図）

位置一Ｆ区北側中央、FI-49グリッドに位置する。また171号土坑に隣接する。重複関係一なし。規

模･形状一長軸155ｃｍ･短軸146cmを測り、円形を呈する。深さは30cmを測り、断面形は箱状を呈する。

また床面東部では大きめの自然礫が検川された。

第197号土坑（第33図）

位置一Ｅ区北端部西側、１斗48グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸51ｃｍ･短軸

33cmを測り、楕円形を呈する。深さは73cmを測り、断ihi形はＶ字状を呈する。南壁は強くオーバーハ

ングしている。備考一本土坑はその形状や白色粘土層を貫いていることなどから、第182号土坑と同

様、粘土採掘坑の可能性も考えられる。遺物一なし。

－５０－ 



第２表土坑一覧表(1)

－５１ 

週樽番号 図版番号 写真図版 位置 平而形 長輔×短柏×深さ帥 備考
0１ ＰＬ－２ ｑ-41 長楕円形 198×８ｌｘ－ 底面は溝状。陥し六・

第19同 ＰＬ－２ Ｃk-.13 不整長方形 265×８９×－ 

0３ １，Ｌ－２ Cj-41 隅丸長方形 261ｘｌ４０ｘ－ 陥し六・

0４ 第19図 I＞Ｌ－２ Ｃｌ-46 分銅形 232×６４×_ 陥し穴。

0５ 第19回 I，Ｌ－３ Ｃｌ-45 桁｛リ形 ３１１×１４４×９１ ピット内より礫出｣二。陥し六・
0６ CI-40 不薙楕円形 292×２２０×－ 倒木痕か。
0７ ＰＬ－３ Cp-40 楕円形 170×７８×－ 

0８ 第19画 IDL－３ Cp-`1２ 円形 155×ＭＯ×－ 

0９ 第19図 ＰＬ－３ cq-I2 円形 114×１０ｌｘ－ 

０ ＰＬ－３ Co-43 分銅形 223×７５×－ 陥し穴。

１ ＰＬ－ｌ Cn-43 隅丸長方形 300×１２７×－ 陥し穴｡ 

２ ＰＬ－４ Co-45 長桁１１形 2I６ｘ７３ｘ一 底而は満状。Ｔピットか。
３ ＰＬ－４ Co-46 長楕円形 202×７３×－ 底而は満状。Ｔピットか。
Ｉ ＰＬ－４ Cq-46 楕円形 137× ０８×－ 

Ｐの ＰＬ－４ Cr-46 Ｎｉｌ丸方形 １２１× ０３×－ 

６ ＰＬ－４ Cq-44 長梢１１形 231× １３×－ 底面は満状。Ｔピット。
７ 第20図 I）Ｌ-４ Cq-43 分銅形 285× １３×－ ピット内より礫出土。陥し穴。
8 IDL－５ cq-42 円形 162× `１２×－ 

９ ＰＬ－５ Cr-43 桁Ｐｌ形 122×７１×－ 

2０ ＰＬ－５ Cs-42 隅丸長方形 ｌ３６ｘ８１×－ 陥し穴。

2１ ＰＬ－５ Cs-42 長楕円形 23ｌｘSOx－ 底面は満状。Ｔピット ｡ 

2２ ＰＬ－５ Cs-42 楕円形 ｌ５８ｘ７２×一

2３ ＰＬ－５ Ct-43 分銅形 I９７ｘ９０ｘ－ 脇し穴。

２４ 節20図 ＰＬ－５ Ct-46 楕円形 226ｘｌ７９ｘ１５２ 底而は隅丸長方形。陥し穴。
2５ 第20図 １，Ｌ－６ Da-45 楕円形 l６６ｘｌ２１ｘ１１９ 底而は隅丸長方形。陥し穴。
2６ ＰＬ－６ Db-44 1m]形 210×２１６×－ 底面は隅丸健方形。陥し穴。
２７ ＰＬ－６ Ct-41 長楕I']形 215×１１５×－ 底面は溝 尺。Ｔピット ｡ 

2８ ＰＬ－６ Da-41 隅丸長方形 168×８１×－ 陥し穴。

2９ D】)-40 不整桁{ﾘ形 307×２２８×－ 

3０ ＰＬ ６ Ct-39 長桁１９形 291×１０７×－ 底面は溝状。Ｔピット 。

３１ IDL ６ Bo-38 是楕円形 350×１０９×－ 底而は満状。Ｔピット ｡ 

1］Ｌ ６ I3q-38 焚桁円形 310×１１９×－ 底而は溝状。Ｔピット ◎ 

3３ ＰＬ ６ Bq-IO 楕円形 ６３×８８×－ 底面は隅丸長方形。陥し穴。
３１ ＰＬ－７ Bs-40 楕円形 ７４ｘｌＯ９ｘ－ 底面は隅丸長方形。陥し穴。
3５ ＰＬ－７ Cb-38 隅丸長７ 形 ７４×７４×－ 陥し穴。

3６ ＰＬ－７ Cd-43 隅丸是ｿ 形 O５ｘ６６ｘ－ 陥し穴か。

3７ ＰＬ－７ Ｃｅ 4４ 隅丸長ブ 形 ８２×７２×－ 陥し穴。

3８ ＰＬ－７ ｃｃ ■、４ 隅丸長メ 形 3ｌｘ８７×－ 陥し穴。

3９ ＰＬ－７ Ｃｆ 1６ 隅丸是方形 10×７２×－ 陥し穴。

4０ １，Ｌ－７ Ｃ。 4８ 楕円形 ６１×９２×－ 底而は隅丸長方形。陥し穴。
４１ IDL－７ Ｃｅ 4８ 長桁円形 249×８９×－ 底面は満状。Ｔピットか。
4２ ＰＬ－８ Ch-48 不整梢{ﾘ形 121×９０×－ 

4３ 第19図 IDL－８ Ci-49 隅丸長方形 139×８８×－ 陥し六・

4４ 第19画 1］Ｌ-８ Ch-`1７ 楕円形 ｌ５６ｘ１０５×－ 底而は隅丸長方形。陥し穴。
1５ I〕Ｌ－８ ４７ 不整楕円形 135×５５×－ 倒木痕か。

1６ ＰＬ－８ Ch-47 長桁}v形 312×１３１×一 底面は溝状。Ｔピットか。
０７ ＰＬ－８ Ch-46 隅丸是方形 279ｘ１２７ｘ_ 底而は分銅形。北側ピット内より礫出土。陥し穴。
4８ ＰＬ－８ Ch-46 是楕円形 ２５３ｘ１０５ｘ－ 底面は満状。Ｔピット ◎ 

4９ ＰＬ－８ 〔 -44 災楕円形 287×１２９×－ 底面は溝状。Ｔピット ○ 

5０ I，Ｌ－９ （ -42 長楕円形 233ｘ９０ｘ－ 底面は溝状。Ｔピット 。

ｌ ＰＯ I〕Ｌ－９ Ｃ -41 長楕F1形 l９１ｘ７２ｘ－ 

２ －０ 〔 -４１ 不整桁}'1形 Ｍ６×７３×－ 

３ 』ひ ＰＬ－９ Ｃ )-47 梢Ｉリ形 167×１３０×－ 陥し穴か。
5４ ＰＬ－９ Ｃ -45 }リ形 ７２×６５×－ 

5５ 第20図 ＰＬ－５ Ｃ -46 長桁Irl形？ 228×－×(126） 底面は溝状。Ｔピット ｡ 

5６ ＰＬ－９ Ｃ -38 円形 134×１１５×－ 

5７ Ｃ )-43 楕円形 126×９３×－ 

5８ Dj-49 円形 201×１７２×－ 

5９ 欠番

6０ －｜－ Ｄｌ－４８ 梢｝『］形 １１１×７８×－ 



第３表土坑一覧表(2)
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5２ 

適構iif号 図版番号 写奥図版 位置 平面形 長輔ｘ短輔×深さ脚 備考

6１ ＰＬ－９ 、1-53 桁ＩＤ】形 192× ４０×－ 底面は隅丸長方形。陥し穴。

ＰＬ－９ Ｄｍ－５３ 桁｝U形 × ’ 一０２ ８ｌｘ－ 

6３ ＰＬ－９ Ｄｍ－５２ 桁円形 226× ４０×－ 底面 j:隅丸長方形。陥し穴。

6４ ＰＬ－ 0 DID〕-52 分銅形 230× ０２×－ 陥し （ ○ 

6５ 第21図 I，Ｌ－ ０ 、３－５４ 隅丸焚方形 159× Ｏ９ｘｌｌ５ 陥し ｔ 。

6６ 第20図 ＰＬ－ ０ Ed-57 隅丸長方形 302× ２６×－ 底面 ま分銅形。陥し穴。

６７ 第21回 ＰＬ－ 0 Ec-54 隅丸長方形 l７６ｘ８５ｘ８７ 底面 よ分銅形。陥し穴。

６８ ＰＬ－ 0 Ee-57 楕円形 ｌ３６ｘ８０×－ 底面 土隅丸焚方形。陥し穴。

6９ 欠番

7０ ＰＬ－ｌＯ CI-I6 長桁Iｴl形 237×－×＿ 底面は溝状。Ｔピットか。

7１ ＰＬ－ｌＯ Ck-`１３ 不整桁InI形 ９５×６２×－ 

7２ ＰＬ－ｌＯ Ｃｌ-`1６ 不明 －×－×－ 

7３ 第21図 ＰＬ－ｌｌ Ｃａ-46 隅丸長方形 257×１３７×‘1５ ピット内より礫出gI2。陥し穴。

7４ 第21図 ＰＬ－１１ Ｃａ-46 隅丸長方形 65)×５ｌｘ－ 陥し穴。

ＰＯ ７ ＰＬ－１１ CI-42 梢円形 ０８×８２×一

7６ ＰＬ－１１ Ｃｍ－４７ 隅丸方形 １９×８６×一

7７ I＞Ｌ－１１ Ｃｍ－４６ 楠円形 ０２×５８×一

7８ 第21図 ＰＬ－１１ Ek-55 桁Ｐｌ形 ７９×１１４×＿ 底iiiiは隅丸長方形。陥し穴。

7９ Ek-55 Ir］形 ８７×７７×－ 

8０ -51 不整Iリ形 ｌ１２ｘｌＯ７ｘ－ 

8１ 121-50 隅丸長方形 ｌ６０ｘ９６ｘ－ 陥し穴か。

8２ 第21図 ＰＬ－Ｉ１ IZj-55 梢１１形 144×９６×－ 陥し穴。

8３ Em-51 長柄Iリ形 196×６７×－ 

8４ 第22国 lＤＬ－１２ En-52 分銅形 268ｘ１３３ｘ－ 陥し穴。

｜ひ８ 第22図 En-53 }リ形 ９６ｘ９２ｘ６１ 

8６ Eo-54 不 明 －×－×－ 

8７ Eo-55 隅丸方形 ４８ｘ４３ｘ－ 

8８ 第22図 舷o-55 }リ形 O９ｘ６０ｘ－ 

8９ ｐ-55 梢｝DJ形 126×７０×－ 

9０ 第22図 Ep-51 不明 一×－×－

9１ 第22図 ＰＬ－ ２ Ep-52 桁Ｉｎｌ形 209×１３３×131 底面は隅丸長方形。陥し穴。

9２ 第23図 ＰＬ－ ２ Eo-50 隅丸長方形 236×１１８×８５ 底而は分銅形。陥し穴。

9３ 第23国 ＰＬ－ ２ Eo-50 }nＪ形 ９２×８５×７２ 

9４ 第22図 ＰＬ－ ２ Ep-50 轍｝リ形 228×I３６ｘ－ 底而は隅丸長方形。陥し穴。

9５ 第23図 l>Ｌ－ ２ Eo-49 概円形 240×１６３×１３５ 底面は隅丸長方形。陥し穴。

9６ ＰＬ－ ２ Eo-47 隅丸長方形 220×１３７×－ 陥し穴。

9７ 第23図 ＰＬ－ ３ Eo-46 桁円形 235×１３１×８２ 底面は分銅形。陥し穴。

9８ Ep-JI7 不整円形 ９４×８６×－ 

9９ 欠稀

100 第24図 ＰＬ－１３ Eq-47 不蓑形 ＭＯ×８５×２４ 炉火。

101 第22図 k-55 隅丸長方形 149×７０×－ 

102 第21図 ＰＬ－１３ Ep-46 IｴＩ形 ７６ｘ７４ｘ７２ 袋状土坑。

103 欠番

104 第24図 lＤＬ－１３ Eq-49 梢円形 I８６ｘ１３７ｘ－ 底面は隅丸長方形。陥し穴。

105 r-46 梢｝リ形 l３０ｘ９７ｘ－ 

106 第24図 ＰＬ－Ｍ s-．１９ 桁１１形 l５７ｘ７４ｘ３２ 炉火｡ 

107 q-53 不ｌｿＩ _×－×－ 

108 第24図 ＰＬ－ｌ４ q-54 不整形 152×７７×２７ 炉穴。

109 第24回 ＰＬ－ｌ４ q-55 楕円形 235×１６７×－ 底面は隅丸長方形。陥し穴。

110 欠番

1１１ Es-55 円形 ９８×８ｌｘ－ 

112 Es-54 楕円形 ８６×５９×－ 

113 第25図 Es-54 桁円形 ｌ３２ｘ５６ｘ２５ 炉穴Ｃ 

114 Ｅｓ－５ｉ 桁｝『Ｉ形 ７８×５８×－ 

115 第25図 ＰＬ－ｌ４ -56 桁’１形 216×１２４×－ 底面は隅丸長方形。陥し穴。

116 Et-48 不整形 103×８３×－ 

117 第25国 ＩＤＬ－１４ Fa-49 隅丸長方形 １９６×144×－ 陥し穴。

118 l>Ｌ-14 Fa-48 梢円形 173×１１０×－ 底面は隅丸長方形。陥し穴。

1】９ Et-47 不叩Ｉ 一×－－×－

120 ＰＬ－１４ Fc-48 隅丸長方形 21ｌｘ１１８×－ 陥し穴。



第４表土坑一覧表(3)

－５３－ 

遺構lif号 図版番号 写真図版 位慨 平面形 是軸×短軸×深さ㈹ 傭ニサ
2１ Fb-49 円形 ５８×５０×－ 

2２ Fb-49 不整櫛ﾘ形 ｌ３２ｘ９７×－ 

2３ Fb-50 隅丸方形 SＯｘ７２×－ 

2４ Fb-50 不整形 ８８×７６×－ 

一、２ ＰＬ－１５ Fc-51 楕円形 173×１１２×－ 底面は隅丸是方形。陥し穴。
2６ 第25国 ＰＬ－１５ Fd-51 楕円形 20ｌｘ１３５×－ 底面は隅ﾒL長方形。陥し穴。
2７ 第25国 Fd-50 長楕円形 233×８１×－ 

2８ Fc-`1９ 不整形 311×(261)×－ 

2９ 第25回 １，Ｌ－ ５ Fd-49 梢Ｆ１形 206× 3ｌｘ－ 底面は隅丸長方形。陥し穴。
3０ 第25画 １，Ｌ－ Ｐ⑰ 1℃ 5１ 梢Ｆ１形 ９２× １１×１５９ 底面は隅丸是方形。陥し穴。
3１ １，Ｌ－ ■⑪ Ｆｅ ３ ←、 術円形 ７５× ２２×－ 底面は隅丸是方形。陥し穴。
3２ ＰＬ－ 【、 Ｆｋ 4９ 楕円形 ４７× 11×－ 底面は隅ﾒL長方形。陥し穴。
3３ 第25図 ＰＬ－ ５ Ｆｋ 4８ }U］形 ８９× ８５×－ 

3４ 第25図 ＰＬ－ ６ Gc-51 分銅形 ２９×７５×－ 陥し火。

’０ ３ 第26図 ＰＬ－ ６ Fb-51 桁｝v形 ５２×１１１×１３６ 底面は隅丸長方形。陥し穴。
3６ ＰＬ－ ６ Do-53 分銅形 ８０×８９×－ 陥し穴０ 

3７ 第26図 ＰＬ－ ６ Dq-54 桁｝ﾛ］形 O２ｘ７４ｘ３２ 

3８ ＰＬ－ ６ Dp-55 隅丸是方形 261×１１６×－ 底面は分銅形。陥し穴。
3９ ＰＬ－ ６ Dq-55 隅丸焚方形 205ｘｌＯ３×－ 底面は分銅形。陥し六・
４０ 第26図 Dr-55 不蕊形 ｌ９６ｘ１４６×２１ 

』1１ ＰＬ－１６ Ef-57 隅丸長方形 212×８２×－ 陥し火。

4２ 第26図 ＰＬ－１６ Dt-56 桁Ｆ１形 212×９０×－ 底而は分銅形。陥し穴か。
4３ 第26図 IZb-56 隅メL方形 300×２５６×３８ 住居ｶﾋの可能性あり。
4４ 第27図 IDL－１７ b-55 桁１１形 131×８８ｘｌｌ９ 底面１１隅丸畏方形。陥し穴。

｛０ ４ Ec-55 不整形 249×１８ｌｘ－ 倒木liIか。
4６ 第26図 IDL－１７ Es-50 円形 ｌ２８ｘｌｌ３×２２ 

4７ 欠番

4８ 第27図 ＰＬ－ｌ７ De-51 隅丸長方形 159× O６ｘｌ２７ 陥し穴｡ 

4９ 第27図 Dg-51 不整桁１１形 226× ８５×一 倒木疵か。

5０ Df-52 不整形 283× ４７×－ 

5１ 第27図 DR-52 梢｝ﾛ］形 ８３× ４５×１５５ 陥し穴。

５２ 第27図 ＰＬ－１７ DH-53 隅丸長方形 × ■、８ ７３×８６ 陥し穴。

5３ l>Ｌ-17 Ｅ 桁円形 ６５× １１×－ 

５１ ＰＬ－１７ Ｌ -53 隅丸艮方形 ３４×８９×－ 陥し穴。

5５ 第27回 ＰＬ－１８ Dj-54 不蓑楕円形 6lｘ６８×３０ 炉，'て。

６ 』ひ Dk-51 不整形 342×２２０×－ 

７ ’０ 第28図 Dk-53 梢円形 213×１０７×９１ 底面は分銅形。陥し火。
5８ 鋪28回 Dk-53 楕円形 143×７．ｌｘ３６ 

5９ Ck-48 長桁円形 223×７３×－ 

6０ 第28図 ＰＬ－１８ Ｃｋ－５０ 隅丸長方形 ４９×９９×１３４ 陥し六・

６１ 第28図 ＰＬ－１８ Cn-49 楕円形 ５４×９２×１２２ 陥し火。

6２ 第28図 ＰＬ－ ８ Co-50 楕円形 ２６×９２×１５ 

6３ 第28図 ＰＬ－ ８ Ｃｐ－５１ 隅丸長方形 ５２ｘ９１ｘ１２０ 陥し （ 。

6４ 第28図 ＰＬ－ ８ Cp-52 隅丸長力形 ９５×８８×８４ 底面 土分銅形。陥し穴。

6５ ＰＬ－ ８ Cr-52 長柄１m]形 257×９４×－ 底面 よ満状。Ｔピット ◎ 

6６ 第29国 ＰＬ－ ８ Cr-51 隅丸是方形 l６１ｘ１１０ｘ１３９ 陥し （ ｡ 

6７ 第29回 ＰＬ－ ９ Ct-I7 是楕円形 262×８８×１３６ 底面 ま溝状。Ｔビット。
6８ Ｃｔ－４１６ 楕円形 ９０×６５×－ 

6９ 第29図 I，Ｌ－１９ Ｃｓ-50 長梢円形 240×７０×９３ 底面は溝状。Ｔピット ｡ 

7０ 第30図 ４８ 楕円形 １６５×９６×１２８ 陥し穴。

７１ 第30図 ＰＬ－１９ Ｆ１-49 |uＩ形 210×２０２×９０ 

7２ ＰＬ－１９ Fk-50 桁１１形 182×７４×－ 

7３ 第30画 Ｆｍ－５２ 不整円形 ７６×７５×３５ 

7４ Ｆ１)-49 IUJ形 ８１×８２×－ 

7５ Fq-51 円形 ８０×７９×－ 

7６ 第30図 ＰＬ－ｌ９ Fr-50 楕円形 138×９４×３２ 

7７ 第30回 ＰＬ－２０ Fs-50 情｝nＪ形 152×６５×２８ 

7８ Fs-52 摘円形 ７３×５２×－ 

7９ 第30回 Fr-53 桁円形 127×８６×－ 

8０ ＰＬ－２０ Ｃａ-51 隅丸長刀形 175×９８×－ 陥し穴。



第５表土坑一覧表(4)

…■■■－m■函
＝面－－函■

＝￣￣￣ 
＝ロー■■■

２．遺物

第２号土坑出土遺物（第35図）

１．２は同一個体とみられる。内外面に条痕を施すが、外面の施文は浅く不明瞭である。いずれも

内面にススが付着し、胎士には繊維を含む。

第４号土坑出土遺物（第35図）

１は細隆起線により文様帯を横位区画し、口縁部文様瀞・胴部文様帯の二帯構成を持つと考えられ

る。器形上の厨l1Ilはみられない。文様帯内は沈線により区画文を施し、区画文内には沈線を充填する。

区画文の交点には刺突文を施す。胎土には微量の繊維を含む。

第８号土坑出土遺物（第34図）

１はほぼ完形の深鉢形土器で、口径40.6ｃｍ・器高48.5cmを測る。７単位の双頭の波状口縁で、口唇

部はやや内削ぎ状を呈し、口唇部外面には刻みを施す。口縁部直下には幅狭の無文帯を持つ。胴部に

は２段の厨III部を持ち、口縁部及び胴部の文様帯の下端を横位区画する。各文様帯の上端は横位の沈

線により区画し、文様帯間は無文帯を挟む。口縁部・胴部の文様帯内はほぼ－つおきの波状口縁に対

応して数条の沈線を垂下させて４単位に縦位区画する。縦位区画内は沈線により棒状構成の区画文を

施し、史に「<」字状文や「い」字状文により襟状区画内を細分割する。区画文内には沈線を充填し、

区画文の交点を中心に刺突文を施す。胴部下半は下段のmlIill部から丸底へと移行する。内外面には条

痕を施すが、口縁部～胴部文様帯下端の間は文様を施す前に粗いナデを施して条痕を膳り消す。

第９号土坑出土遺物（第35図）

１．２とも内外面に条痕を施す胴部破片だが、２の外面の条痕は浅く不明瞭である。１は胎土に繊

維を含む。

第24号土坑出土遺物（第35図）

ｌは内外iiiに条痕を施し、胎土には繊維を微量に含む。

－５４ 

週構蒋号 図版番号|写真図版｜位擬｜平而形｜長軸×短軸×深さ③’備考

8１ 欠番

8２ 第30図 ＰＬ－２０ (;b-５１ 隅メL方形 ７５×７０ｘＭ８ 粘土採掘坑の可能性あり。

8３ (;ｂ－５５ 梢１９形 ７０ｘ５２ｘ－ 

8４ Gc-54 楕円形 ３１×７１×－ 

’０ ８ Ｇ -57 楕円形 ２０ｘ９５ｘ一

8６ 第31図 ＰＬ－２０ Ｇ -58 １１形 ６９×１５ｌｘ６３ 

8７ Ｇ -57 隅丸方形 O３ｘ９２ｘ－ 

8８ 第31図 ＰＬ－２０ Ｇ －５８ Ｉｒｌ形 ８１×ｌ７３ｘ５２ 雄石土坑か。

8９ 第32図 I〕Ｌ－２１ 〔〕 ;-54 長梢Ｉ９形 ３４５×130×１７２ 底而は満状。Ｔピット。

9０ 第32図 I＞Ｌ－２１ Ｇ ４ 戸ひ 艮桁円形 ５×１４８×１８０ 底面は溝状。Ｔピット。

9１ 第31図 Fh-49 梢円形 ９０×６９×５１ 

第31図 Fq-52 桁円形 ８０×５５×２７ 

9３ 第33回 ＰＬ－２１ F1-49 円形 ｌ５５ｘ１４６×３０ 

9４ 欠橘

9３ Dh-48 桁１１形 Ｏ×７４×－ 

9６ Es-48 不整蜻lU形 ｌ８５ｘ１４６×－ 

［Ｉ ９ 第33図 ＰＬ－２１ El-48 臓円形 ５１ｘ３３ｘ７３ 粘jz採掘坑の可能性あり。
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第43号土坑出土遺物（第35図）

ｌは内外面に条痕を施すが、外面の条痕は浅く不明瞭である。胎士には繊維を含む。

第44号土坑出土遺物（第35図）

ｌは波状を呈する、縁部破片である。口唇部は内削ぎ状を呈し、、唇部外面に刻みを施す。細隆起

線により檸状構成とみられる区画文を施し、区画内には沈線を充填する。区画文の交点には刺突文を

施す。２は沈線文により檸状構成とみられる区画文を施し、交点には刺突文を施す。器面が摩滅して

いるため充填文は不明である。いずれも内面には条痕を残し、胎士には微量の繊維を含む。

第65号土坑出土遺物（第35図）

１は横位の集合沈線を施す。２は数条の沈線により区画文を施し、区画内には斜位の貝殻腹縁文を

充填する。胎土には砂粒を多く含む。３は数条の平行細沈線により横位区画し、区画内上段には半月

状の刺突を、下段には太沈線を施す。いずれも内外､iは丁寧に磨かれる。

第66号土坑出土遺物（第35図）

１は縄による爪形の刺突状圧痕を横位に２条施し、以下は横位の隆帯を持つ。内面には条痕を施す。

胎土には繊維や片岩類を多量に含む。

第67号土坑出土遺物（第35図）

１は横位の集合沈線を浅く施す。内外面は丁寧に磨かれる。

第78号土坑出土遺物（第35図）

１は鋸歯状の集合沈線を施す。胎士には砂粒を多量に含む。器面の風化が著しい。２は内外面に条

痕を施し、胎土には繊維を含む。

第82号土坑出土遺物（第35図）

ｌは上部に横位に楕円押型文を施し、その端部にはくぼみがみられる。下部には１条の沈線を施す。

２は数条の横位沈線を施す。３．４は無文の胴部破片で、外面にナデを施すのみである。いずれも胎

土に繊維を含まず、１．３は砂粒を多量に含む。

第84号土坑出土遺物（第36図）

１は横位の細沈線を施し、以下は横位の集合太沈線を施した胴部下半の破片である。内外面とも器

面の風化が著しい。

第88号土坑出土遺物（第36回）

lは外面にナデのみを施した無文の胴部破片である。胎土には繊維を含まず、砂粒を多く含む。

第90号土坑出土遺物（第36図）

１～３は同一個体である。底部から緩やかに開く器形とみられ、口唇部は丸頭状を呈する。内外面

に条痕を施し、外面の口縁部～胴部上半は横位、胴部下半は縦位に施す。胎士には繊維を含む。

5８－ 
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第91号土坑出土遺物（第36図）

１は絡条体圧痕を施す胴部破片であり、横羽状に施文される。内面には条痕を施す。胎土には繊維

を多量に含む。

第９２．９３号土坑出土遺物（第36図）

ｌはまず斜位の沈線を施文し、次に斜位沈線間に縦位の沈線を施文する。その後斜位沈線の上端に

横位沈線を施して格子目状の文様を構成する。２は沈線により横位区画し、区画内に波状の横位沈線

を施す。３は太めの沈線を横位に施す胴部下半の破片である。１～３は内外面が丁寧に磨かれる。４

は外miに条痕を施す胴部破片で、胎土には繊維を含む。５は内外面ともナデのみの無文の胴部破片で

ある。胎士には繊維を含まず、砂粒をやや多く含む。

第94号土坑出土遺物（第36図）

１は横～斜位の太沈線を施す底部付近の破片である。

第95号土坑出土遺物（第36図）

ｌは平縁の口縁部破片である。口唇部は外削ぎ状を呈し、上iniに斜位の沈線を施す。口縁部文様帯

は横位多段の貝殻腹縁文を模して、竹管状工具による刺突文を多段に施す。内外面とも丁寧に磨かれ

る。２～４は横位の沈線を施す。いずれも剥離が著しい。５は横位の集合沈線を施す。風化が著しい。

６はミニチュア土器で、集合細沈線を施す。７は胴部中位から下半にかけての破片で、集合沈線によ

り横位区画するとみられ、以下は斜位の太沈線を施す。８．９は条痕を施す胴部破片で、８は外面に、

９は内外面に施す。いずれも胎士に繊維を含む。］Oは内外面にナデのみを施す無文のＵ縁部破片で、

口唇部は丸頭状を呈する。１１は内外面にナデのみを施す無文の胴部破片で、胎土に繊維を含む。

第101号土坑出土遺物（第36図）

１は口縁部直下に横位の沈線を２条施し、、唇部はやや内削ぎ状を呈する。２は浅い条痕を施す。

いずれも胎土に繊維を含むが、２は微量である。

第102号土坑出土遺物（第37図）

１は楕円押型文を施す胴部破片である。２は底部から直線的に開く器形の深鉢形土器である。口縁

部は４単位の棒状突起を持つとみられる。突起より断i､三角形を基本とした太隆帯を垂下させ、同様

の隆帯を横位に巡らせて口縁部文様帯を区画する。隆帯上及び口唇部には細い絡条体による刻みをま

ばらに施す。ｕ縁部文様帯内には条痕を、胴部には擦痕をと異なる調整を施しており、、縁部文様帯

の条痕文に装飾的な効果を持たせていると考えられる。胎土には繊維・砂粒を含む。３は横位の絡条

体圧痕を施し、胎士には繊維を含む。４～９は条痕を施した胴部破片で、４．５は同一個体である。

４～６．９は外面のみに、７．８は内外面に条痕を施す。４～８は胎土に繊維を含む。

第104号土坑出土遺物（第37.43図）

１は胴部中位～下半の破片で、横位集合沈線を施文し、以下は縦～斜位の太沈線を浅く施す。２は

数条の横位の太沈線を施文する胴部下半の破片である。３．４は内外面に条痕を施す胴部破片である。

５は外面に条痕を施す底部破片である。３～５は胎土に繊維を含む。６は内外ihiにやや丁寧なナデの

－６０－ 
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みを施した無文の土器である。胎士には繊維を含まない。７は無斑晶安１１１岩製の石鑑である。長さ４．８

ｃｍ・幅3.7ｃｍ・厚さ1.1ｃｍ・重量17.6理を測る。

第106号土坑出土遺物（第36図）

１は斜位の太沈線を施文し、内外面は丁寧に磨かれる。２は外iHiに浅い条痕を施し、胎士には繊維

を含む。

第108号土坑出土遺物（第38図）

lは直線的に開く器形を持つ平縁の深鉢形土器である。口唇部は丸頭状を呈し、口縁部直下には斜

位の絡条体圧痕文を施す。狭い口縁部文様帯には平行沈線により波状文を施し、直下に竹管状工具に

よる連続刺突文を沿わせる。内外面に条痕を施し、胎土には繊維を含む。２は外面に条痕を施し、胎

土には繊維を含む。１は内面に、２は外iniにススが付着する。

第109号土坑出土遺物（第37図）

ｌ～３は条痕を施す胴部破片で、１．２は内外面に、３は外面のみに施す。いずれも胎土には繊維

を含むが、２は砂粒も多く含む。

第113号土坑出土遺物（第38図）

ｌは横位沈線を施す口縁部破片で、口唇部は丸みを帯びた外削ぎ状を呈する。内外面は丁寧に磨か

れる。

第115号土坑出土遺物（第38図）

ｌは横位の貝殻腹縁文を施し、以下は２条の横位の沈線を施す。沈線間には刺突文を充填する。２

は横位の絡条体圧痕を数段施文する。３は内外面に条痕を施文後、櫛歯状工具ないし貝殻腹縁とみら

れる施文具により斜位の刺突をランダムに施す。４は山形を呈する波状口縁部破片で、口唇部は丸頭

状を呈し、内外miに条痕文を施す。５～８は条痕を施す胴部破片で、５．６は内外面に、７．８は外

面のみに施す。５．８の条痕は浅くまばらである。９～11は同一個体で、外iHiに粗い擦痕を施す。２

～11はいずれも胎土に繊維を含む。１２はナデのみを施した無文の口縁部破片で、口唇部は丸頭状を呈

する。胎土は砂粒を多く含み、繊維を含まない。

第117号土坑出土遺物（第39図）

１．２は同一個体で、内外面に条痕を施文後外面に櫛歯状工具ないし貝殻腹縁とみられる施文具に

より斜位の刺突をランダムに施す。胎士には繊維を多逓に含む。

第126号土坑出土遺物（第39図）

１．２は条痕を施す胴部破片で、１は外面のみに浅く、２は内外面に施す。１の施文は浅い。いず

れも胎土に繊維を含む。

第127号土坑出土遺物（第39図）

１は内外面に条痕を施すが、外面の施文は浅く不明瞭である。胎土には繊維を含む。

－６２－ 
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第129号土坑出土遺物（第39図）

１は内外面に条痕を施すI]織部破片で、口唇部は/IIjjm状を呈す。２．３は外面のみに条疲を施す胴

部破片で、２の条痕は浅く不|ｿ1脈である。いずれも胎土に繊維を含む。

第130号土坑出土遺物（第39回）

ｌは沈線により区画文を施し、区画文内には沈線を光戦する。区画文の交点には刺突文を施す。下

半に屈[１１部を持ち、爪１１'１１部により文様帯の下端を横位区iijjiしているとみられる。２は斜位の沈線を数

条施文し、内面には条痕を施す。1.2は胎士に繊維を微:1,tに含む。３はナデのみを施したI]縁部破

片で、口唇部は丸敏状を呈する。胎土には繊維・砂粒を含む。４はナデのみを施した底部付近の破片

である。

第133号土坑出土遺物（鏑39.43図）

ｌは集合沈線により枇位区画しているとみられ、区ii1ii内には斜位の沈線を施す。胎土には砂粒をや

や多』ｉｔに含む。２．３は|蘭１－１M1体とみられ、細隆起線により文様ｲlfを横位区画し、口織部文様帯・胴

部文様帯の二帯構成を持つ。器形上の屈曲はみられない。各文様帯内は細隆起線により縦位区画し、

維位区画内は搾状とみられる区画文を施す。区画文内には沈線を充填する。区画文の交点を【|】心に刺

突文を施す。胎土には繊維を微jitに含む。４は内外面にナデのみを施す無文の胴部破片である。５は

無斑,W,安山岩製のスクレイパーである。長さ7.6〔ｍ・IWj1.5Clll・厚さ1.4C､１．重iii43.01HをillIる。

第134号土坑出土遺物（蛾39図）

ｌは内外面に条痕を施す胴部破片で、胎土には繊維を少81,ｔ含む。

第135号土坑出土遺物（第39図）

１は外面に条痕を施す胴部破片で、胎土には繊維を含む。

第142号土坑出土遺物（第４O1ZD

lは外面に条痕を施す胴部破片で、胎土には繊維を含む。

第143号土坑出土遺物（第43図）

ｌは無斑晶ガラスlii宏１１１岩製のスクレイバーである。良さ7.0ｃｍ・幅4.7Cnl・厚さL5cnl・mijIt43､６９

を測る。

第144号土坑出土遺物（第４０図）

ｌは内外而にナデのみを施す無文の土器で、胎二'2には繊維を含む。

第146号土坑出土遺物（第40図）

ｌは横位の集合沈線を施す。２は横位の太沈線を施し、以下は斜位の太沈線を施す。３．４は同一

個体とみられ、外面には条痕を、内面には擦痕を施す。［]唇部は丸頭状を呈する。３は条痕を施文後、

横位・綴位に絡条体圧疲文を施文する。５は内外面に条痕を施す。３～５は胎土に繊維を含む。

－m 
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第149号土坑出土遺物（第40図）

１は細沈線により区画文を施し、区画内に沈線を充奴する。区画文の交点を中心に刺突文を施す。

２は内外面に条痕を施す。いずれも胎土に繊維を含む。

第157号土坑出土遺物（節40図）

１は内外面に条痕を施す。外面の施文は浅く不Iﾘj瞭である。胎土には微還の繊維を含む。

第170号土坑出土遺物（第40図）

１は波状を呈するとみられる口縁部破片である。Ｉ]梼部は外iillぎ状を呈し、口唇部外而に爪形の刺

突文を施す。口縁部文様１lfは数条の細沈線により縦位区画し、縦位の太沈線を充填する。２はliT1llIIを

持つ胴部破片である。内外面に条痕を施文後弧状（？）に絡条体圧痕文を施文する｡３は内外面に条

痕を施す胴部破片である。２．３は胎土に繊維・砂粒を含む。

第176号土坑出土遺物（鋪40図）

１は波状を呈する口縁部破片である。波頂部にはI111状の突起を持ち、縄文（？）を施文する。外面

は擦痕を、内面には条痕を施す。２は平縁の口縁部破片で、１=I唇部は角頭状を呈し、上面に縦位の沈

線を施文する。３．４は内外miに条痕を施す胴部破片である。５は外面に擦痕を施す胴部破片である。

１～５は胎土に繊維を含み、ｌはやや多量の繊維を含む、

第177号土坑出土遺物（節I11Zl）

１．２は外面には擦痕を、内irIiには条痕を施す。いずれも胎土に繊維を含む。

第179号土坑出土遺物（第43図）

ｌは無斑晶ガラス質安111岩製の打製石斧である。長さ9.7ｃｍ・幅5.0ｃｍ・厚さ1.9cIn・IlUit100.09を
測る。

第186号土坑出土遺物（鰯４１図）

１．２は同一個体とみられる胴部破片で、mIllI部及び枇位細沈線により文様帯を揃位区画する。文

様帯内は細沈線により縦位区画され、縦位区画内には;|}1沈線により襟状構成の区画文を施す。区画文

内は沈線を充填し、区画文の交点を中心に刺突文を施す。内面には条痕を施す゜いずれも胎土には少

iiiの繊維を含む。３は外iiiに条痕を施す胴部破片で、胎土には繊維を含む｡

第188号土坑出土遺物（節41～43図）

１．２は同一個体とみられる胴部破片で、２段の凧[''１部を持ち、胴部中位が張る器形を持つ。口縁

部及び胴部の文様帯の下端はilllllI部により区画し、胴部文様粥の上端は細隆起線により区画する。各

文様滞内は沈線及び刻みを施した細隆起線により縦位区illjiされる。縦位区画内には麟手裸状Ili成の区

画文を施文し、区画文内には沈線を充填する。区画文の交点を中心に刺突文を施す。胴部下半及び内

面には条痕を残す。３は内外iiiに桐広の条痕を浅く施す深鉢形土器である。口唇部は丸みを術びた内

削ざ状を呈し、外面には刻みを施す。４．６は同一個体とみられ、３と同様に内外耐に禰広の条痕を

浅く施す。口唇部は内削ぎ状を呈し、上面には刻みを施す。５は外面に条痕を施す口縁部破片で、口

－６６－ 
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唇部は角頭状を呈し、」Zmiには刻みを施す。４．５は外iiiiにススが付着する。７．８は内外iiiiに条痕

を施す胴部破片である。ｌ～８は胎士に繊維を含む。９は無斑ＩＭＩ安１１１岩製の打製石斧である。長さ10.5

c､１．幅6.9ｃｍ・厚さ2.7ＣｌⅡ．l剛i(2112.8恩を測る。

第190号土坑出土遺物（第421列）

ｌは外面に条痕を浅く施し、胎土に繊維を含む。
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第３項不明遺構

本項ではその性格が判lﾘIしない遺構を取り」こげる。３ＡL検Ⅱ)され、いずれもＥ区北東寄りのところ

に位置する。

第１号不明遺構（第l41xl）

位置一Ｅ区中央、Ｅ()-53グリッドに位置する。重複関係一なし。規模･形状一長軸３Ｍ1,･厩軸357ｃｍ

を測り、南東部の張った不粧Iﾘ形を呈する。遺物--なし。

第１号不明週１月

Ｉ 

第２号不明遺構 第３号不

Ａ← 

Ａ‐ ＜Ⅱ． 

》曇臺}曇笏差fF､ルーー
ＰＬ２４５Ｔｆｍ 

第３号不明迫旧土用脱明（Ａ・パ）

１黒褐色土：硬同。締まりあり．ローム粒・ロームゾロックを含む．
２明褐色上：やや軟圃。締まりあり．ローム粒・焼土粒・炭化物を含む．
３崎褐色士：勝I:ローム粒を含む．
４褐色上：ブロック状のローム粒主体。

５褐色上：色瓜明るい．硬質．締まりあり．ロームプロソクを多餓に含む．1￣_－，両

第44図第１．２．３$)ｲ《Iﾘlijl構
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第２号不明遺構（第44図）

位置一Ｅ区北東部、121-55グリッドに位置する。また第78.79.80号土坑に隣接する。重複関係一な

し。規模・形状一誠に巡憾ながら平面図・断面図ともに紛失してしまったため規模は不Iﾘ1であるが、

平面形は北側の張った不般桁lq形を呈する。床而には数基のピットが掘り込まれており、ｉｉｉ東部を''’

心に数点の礫が検|{}された。遺物一土器28点･石器30点（剥片･自然礫含む）が出土し、土器９点・

石器２点を図示し得た。主体は条痕文土器である。この他にチャート等の剥片や砕片が多く検出され

た。備考一本遺擶は剥片・砕片等が多趣に出土していることから、石器製作関連巡柵の可能性も考

えられよう。

第２号不明遺構出土遺物（節451割）

１～９は同一個体とみられる口縁部～胴部破片である。Tl？(線的に開く器形を持つとみられる。口縁

部は平縁で、口唇部は丸みを帯びた角頭状を呈する。内外miに横位の条痕を施す。胎土には砂粒を多

く含み、繊維を含まない。１０は無斑品安山岩製の箆形石器である。長さ8.4cln･imi4､9ClⅡ．ljJ4さ1.6ｃｍ.

瀞"蝋
譲口欝，〃

〃鵜
瀞
鰄： 

鯏
鰻

殿
］
卿

qひ。

一夕P
-p. 

11Ｕ/1） 

０ 

１－－＝－－斗.

、２仁＄

１－－－－￣ 

＜二“ビコ
第45回第２号不IﾘjjnIIMlI二l:iii物
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重最73.519をil1Iる゜１１はチャート製の石鐡である。先端部を欠損し、長さ1.5cm･幅L4cn1･厚さ0.4cm・

重iii0.8理を測る。

第３号不明遺構（第44図）

位置一ID区北側中央、En-51グリッドに位置する。重複関係一なし。規模・形状一長軸198ｃｍ・短軸

l21cnlをiHllD、楕円形を呈する。深さは20～７cmを測る。壁面は外傾して立ち上がり、断面形は箱状を

呈する。また底面からはピット３基が検出された。本巡術中央部では大きめの礫３点が検出された。

遺物一なし。

第４項遺構外出土遺物（第46～47図）

本遺跡１１１土の遺構外出土遺物は迫物量は少麸だが､沈線文～条痕文ﾉﾘIの良好な遺物が出土している。

そこで本項ではこれらの内代表的な巡物を取り上げる。

１は押型文土器だが、施文が浅く文様は不lﾘjである。２は丸みを椛ぴた外削ぎ状の口唇部を持ち、

口縁部直下には指頭状工具による横位の太沈線を施す。口縁部文様補には、部分的に波状を呈する縦

位の集合沈線を施す。３は外削ざ状の口唇部を持ち、口唇部には装飾が施されない。口縁部文様術は

横位の沈線で区画し、集合沈線による鋸歯状文を施文する。外面にはススが付着する。４．５は集合

沈線により文様帯を横位区画し、区画内は集合沈線により鋸歯状文を施文する。６は爪形の刺突を横

位に施し、以下は横位の集合沈線を施文する。７はミニチュア土器で、縦～斜位の集合細沈線により

鋸歯状文を施す。８は総長の米粒状の刺突文を斜方ｌｒ１に施す。9.10は横位の集合太沈線を施す。11.

12は同一個体で、弧状の太沈線を瓶提して施文する。施文は非常に浅い。１３は沈線により区画文を施

し、区iilli文内には刺突を充旗する。区画文の交点には刺突を施す。１４は内外面に条痕を施文後櫛歯状

工具ないし貝殻腹縁とみられる施文具により斜位の刺突をランダムに施す。胎土には繊維を多jitに含

む。15は口縁部破片で、抑引状の連続刺突文を浅く斜位に施す。胎土には繊維・片岩類を含む。１６は

外面に条痕を施した口縁部破ﾊﾞである。口唇部は/Yl頭状を呈し、上面には刻みを施す。１７～26は内外

面に、２７～29は外面のみに条痕を施す胴部破片である。２９は底部付近の破片とみられる。17～29は胎

土に繊維を含む。また25は片岩緬を、２６．２８砂粒を多く含む。３０．３１は外面に丁寧なナデを、内而に

粗いナデを施した胴部破片である。内面にはススが付満する。３１は器雌が非常に薄く、焼成は堅織で

ある。３０．３１とも胎土に繊維を含むが微堕である。
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第４章まとめ

第１節’11布器時代

本遺跡からは浅間板鼻黄色軽石層（As-YP）直下に出土層位がある第１文化層の石器群と単独でナ

イフ形石器１点が出土している。

第１文化層は、時期的な示標となる石器が含まれておらず、それらからその帰属時期を判断するこ

とができない。しかし、出土層準が浅間板鼻黄色軽石層（As-YP）直下でローム層最上部にあること

から、ｌＨ石器時代でも最終末の細石器文化に比定されるものであると考えられる。本村には、船底形

細石核を伴う桝形遺跡、柏倉芳見沢遺跡があり、野岳休場型細石核を伴う市之関前田遺跡がある。そ

のほか本村内では明確な石器群は発見されていなが、前橋TIT頭無遺跡を代表とする削片系細石核を伴

う細石器群も県内で知られている。本石器群は、これらのいずれかの石器群と並行するものと考えら

れるが、黒色安山岩やチャートという県内の地元石材を使川していること、やや大形の縦長剥片（第

15図３）を含むことから、桝形遺跡、柏倉芳見沢遺跡に共通する特徴であるといえる。遺跡の立地す

る標高も400メートル台とそれらの遺跡と共通しており､船底形細石核を伴う石器群に属する可能性が

高いと考えられる。

石器群は、１４点からなり、スクレイパー・模形石器・敲石などが組成をなしているが、桝形遺跡の

ような拠点的な遺跡と比べれば組成的にも点数的にも貧弱で、石器製作の痕跡も接合資料があるもの

の零細である。石器自体も敲石が臨機的に使用したと考えられるなど、一時的なキャンプサイトとし

て営まれた遺跡と考えられるであろう。粕111の谷を隔てて、ほぼ同じ標高に本石器群とほぼ同じ細石

器文化の粕111村栗原束遺跡（粕川村教育委員会］985）があるが、これらは共通した遺跡の'性格を有

していた可能性がある。細石器石器群の中でも、船底形細石核を伴う細石器石器群は、地域に根ざし

た石器群と考えられているが、拠点となる遺跡、短期間の居住遺跡、また何らかの作業等に伴う一時

的なキャンプサイトが組み合わさって遺跡群を形成していたものと考えられるではなかろうか。すな

わち、桝形遺跡を代表とする拠点的な遺跡が中心となり、桝形遺跡には組成的に劣るものの比較的石

器群の全体像を残す柏倉芳見沢遺跡のようなある程度逗留して生活をした居住遺跡があり、そして、

栗原東遺跡や本遺跡第１文化層のような一時的な利用によるキャンプサイトがそれらと関連をもって

あちこちに残されたと想像できる。本石器群は、そのような細石器文化期の生活の一端と遺跡群の実

態を物語る遺跡のひとつとして位置付けられるのではなかろうか。

蝋独に出土したナイフ形石器は、第１文化層が上記の通りであるとすれば、これに伴う石器とは考

えにくいであろう。プランテイング状の調整加工も顕著で､刃部を水平に設定して形状も明確である。

しかし、その所属時期については、群馬編年（岩宿フォーラム1994）Ｉ期前半期に比定できる可能

性があるが、素材の用い方や調整力Ⅱ工の状況から、１１期に属するとも考えられ、さらに検討を要する

ものである。

引用・参考文献

岩崎泰-1985「２．遺跡出土石器」「粕川村の適跡」粕川村教育委員会

岩宿フオーラノ､実行委員会1994年「群馬の岩宿時代の変遷と特色」
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第２節繩又時代

今回の調査により早期中葉～後葉の沈線文土器・条痕文土器のまとまった良好な資料を得ることが

できた。その量は少ないものの該期の周辺地域を考える上での基礎的な資料となり得るものである。

これらを大別して分類すると以下の通りである。

第１群土器沈線文土器

第II群土器条痕文士器

第１類鵜ガ島台式土器

第２類茅１１１上層式土器

第３類絡条体圧痕文を施す．もの

第４類刺突を施すもの

第５類条痕・擦痕を施すもの

第６類無文のもの

これらの土器群について概観してまとめにかえたい。

第１群土器について

第１群土器は沈線文土器である。胎士には繊維を含まず、少量の砂粒を含むものと多量の砂粒を含

むものの２種がみられる。また内外面にはナデが施され、器面は平滑に仕上げられる。

破片資料のみのため全体の器形は判明しない。各部位の破片から器形を復元してゆくと、口唇部は

第95号士坑１（95土ｌと略す。住居杜は住、土坑は土、不明遺構は不明、遺構外出土遺物は遺構外と

略す。以下同様｡）や遺構外３等外削ざ状を呈するものが主体的である。口縁部はほとんどが平縁で、

波状縁は１点（170土ｌ）のみである。また胴部破片は直線的なもののみで屈曲を持つものは出土して

いない。底部破片は出土していないが、底部付近の破片の94土ｌから尖底を呈すると推測される。

文様要素は沈線文（太沈線・細沈線）・貝殻腹縁文（これを模したものも含む）・刺突がある。

文様はほとんどが直線的なもののみで構成される。口縁部は、横位の貝殻腹縁文を模した文様を施

すもの（95土１）や横位・縦位沈線を施すもの（113土ｌ／170土１等)、鋸歯状文を施すもの（遺構外

３）がある。

胴部は全体の構成が判明するものは出土していないが、横位の平行沈線により区画された文様帯内

に集合沈線による鋸歯状文を施すもの（78士１／133土１／遺構外４．５等）や、斜位ないし横位の平行

太沈線を施すもの（84土１／94土ｌ等）が主体的とみられる。他に、沈線による区画文内に貝殻腹縁文

を充填するもの（65土２）や、平行沈線間に波状の横位沈線や刺突等を施すもの（65土３/92.93土２／

115土l等）等がある。

これらのような器形・文様上の特徴から、本遺跡出土の沈線文土器は田戸下層式に比定されよう。

第II群土器について

第II群土器は条痕文士器である。本遺跡出土土器の主体を占める。含有量の多寡による違いはみら

れるものの、ほとんどものものが胎土に繊維を含む。本群は文様上の特徴から第１類から第６類に分

類した。以下第１類から見てゆくことにする。

第１類土器について

第１類は鵜ガ島台式土器である。本遺跡では、条痕文土器最初頭に位置付けられる子母ｎ式土器や
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これに後続する野島式士器が出土していないため、本遺跡出土の条痕文土器の内で最も古い土器型式

とみられる。本遺跡からは13点の有文の鵜〃島台式土器が出土し、内２点についてはその器形を復元

し得た。中でも８土１（第48図ｌ）は完形の資料で、器形や文様帯構成・文様モチーフ全体が把握し

うる良好な資料である。

本遺跡出土の鵜ガ烏合式土器の特徴を挙げると、まず器形としては、口唇部はいずれも内削ぎ状を

呈し、波状縁のみである。胴部は133士２．３（第48図５．６）を除いて明瞭な２段の屈曲部を持ち、

屈ＩＩＩ部間の無文帯を挟んで、口縁部文様帯と胴部文様帯の２帯構成である。各文様帯内は縦位区画さ

れ、縦位区画内には、檸状文ないし蕨手檸状文を、「い」・「<」字状文等により更に細分割したものを

施す。区画文の文様要素には太沈線や細沈線､細隆線､細沈線と細隆線を併用するものなどバラエティ

がみられる。区画内には基本的に同一方向の充填文を施し、遺構外1３（第48図１０）のみ刺突を充填す

るものの、これ以外は太沈線により施される。そして区画文の交点には円形刺突を施す。いずれも区

画内充填手法をとり、区画文の交点には円形刺突を施す典型的な鵜ガ島台式土器と言え、区画文のモ

チーフはいずれの土器も檸状区画文を基本としながらも細分割されるという点で共通しており、これ

らの特徴から本遺跡出土の鵜ガ島台式土器はほぼ同時期の所産と考えられる。器形からは屈曲部の明

瞭なものと屈曲がみられないものがあることから若干の時期差が認められようか。

類似資料としては以下の資料が挙げられる。

下鶴谷遺跡出土土器（第49図１：前原1988）

器形は６単位の緩やかな双頭状波状縁で、口唇部は内削ぎ状を呈する。胴部には２段の明瞭な屈曲

部を持ち、底部は丸底状を呈する。、縁部直下には無文帯を持ち、波頂部には円形刺突文を伴う６条

ほどをｌ単位とした山形文を施す。文様帯構成は、無文帯を挟んでそれぞれ独立した口縁部及び胴部

文様帯の２帯構成である。［1縁部文様帯内は波頂部に、胴部文様帯は波底部に、それぞれ対応して３

条ｌ単位の細隆線を垂下させて縦位区画する。縦位区画内は、細隆線により蕨手搾状文を施し、「い」

字状文によりさらに細分割する。区画内には太沈線を充填し、区画文の交点には円形刺突文を施す。

器形は８土１や186士１．２（第48図７．８）と共通し、区画文を細分割するモチーフは異なるものの、

基本的な区画文のモチーフは188土１．２（第48図12.13）と共通のものであり、本遺跡出土土器と同

時期の所産とみなすことが出来よう。

谷向貝塚出土土器（第49図２：領塚1990）

器形は７単位の双頭状の波状縁で、口唇部は内削ぎ状を呈する。胴部には明瞭な２段の屈[ＩＩＩ部がみ

られる。文様帯構成は、無文帯を挟んでそれぞれ独立した口縁部及び胴部文様帯の２帯構成である。

各文様帯内は波頂部に対応させて３条ｌ車位の細隆線を垂下させて縦位区画する。縦位区画内は、細

隆線により橇状区画文を施し、「く｣字状文や｢い｣字状文により細分割する。区画内には太沈線を充填

し、区画文の交点には円形刺突文を施す。器形としては、本遺跡出土土器と共通する２段の屈曲部を

持ち、８士１とは波状縁の単位数までも共通する。区画文モチーフは棒状文を｢い｣･「<｣字状文により

細分割するなど、８土１と酷似する。そのため本遺跡出土例と同時期の所産と考えてよいであろう。

以上の２例を含めてこの段階の資料を概観すると、まず器形としては内削ぎ状の、唇部を持ち、胴

部には明瞭な２段の屈曲部を持つ｡区画文の文様要素には太沈線や細沈線･細隆線等のバラエティーが

あるものの、区画文モチーフとしては、檸状ないし蕨手檸構成をとり、さらにその中を細分割する。

充填文は基本的に同一方向に施文され､区画文の交点には円形刺突文を施すという点が挙げられよう。

次に本遺跡出土の鵜ガ烏合式土器の時期的な位置付けを探るため、他遺跡より出土した土器との比

較を試みたい。

7８－ 
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三里塚Ndl4遺跡出土土器（第49図３：中111ほか1971）

野鳥式終末段階の資料である。平縁で、口唇部は|ﾉＷｉｌｌざ状を呈し、胴部にはmIlll部がみられる。胴

部下半を欠損するものの２段のliillIlI部を持つとみられる。文様桁構成は、口縁部及び胴部文様帯の２

帯憐成で、厨ＩＩＩ部により完全に分割されるが、文様洲Ｍ１には無文ｲlfを挟まない。文様ｲl1r内は２条ｌ対

の沈線により縦位区画されるが、上下の文様ｲＨｆで縦位区画の位微が若干ずれる。縦位区画内は沈線に

より檸状文を施し、細分制はされない。区画内は沈線により充填文を施すが、隣合う区画には異方向

に充迩される。区画文の交点への刺突は施されない。

狭|M1貝塚出土土器（第49図４：西村1973）

平縁で、口縁部にはJlii位の管状突起を持つとみられる。胴部には２段の明瞭なlnlllll部を持ち、凪

('ＩＩ部には刻みを施す。文様ｲ|ｹﾞｲNi成は、口縁部及び胴部文様１|}の２桁榊成で、無文滞を挟むことにより

分割される。文様柵内は、１１１形刺突を伴う細隆線を、職；状突起より胴部文様帯まで韮下させて縦位区

画する。文様モチーフは上下の文様桁で異なり、口縁部文様１|ｻﾞでは、縦位区画内に半''１形文を起点と

した複合山形文を細隆線により施し、更に「<」字状文や半Iﾘ形文により細分割する。区画内には押

引文による単一方向の充戦文を施す。胴部文様帯では縦位区画内を縦位・斜位・横位に区画し、充坂

文は施されない。上下の文様JMfとも区画文の交点を【''心に刺突文を施す。

以上の２例と本過跡lIlEIz土器を比較すると、まず器形では、'三I儒部形態はいずれも内削ざ状を呈し、

いずれも胴部に２段の1,11111部を持つとみられる。liillllI部を比較してみると、三里塚Ndl4巡跡例よりも

大畑巡跡例が、大渕{|巡跡例よりも狭間貝塚例の方が、lnillll度合いが強いことがわかる。これは文様補

の分割意識の高まりや強調化の結果によるものであろう。

文様帯構成はいずれも口縁部及び胴部文様帯のニイl1FlIf成で、三里塚Nol4遺跡例・大渕}l辿跡例は口縁

部・胴部文様帯とも同様な区画文を施し、隣接する縦位区iilliどうしの左右対称とともに上下ＩｌＭの対称

形が保持されている。しかし狭lll1貝塚例では口縁部文様ｲlfと胴部文様帯で異なる区画文を施しており、

隣接する譲位区画'111の左右対称は保持されているものの、もはや上下の文様帯１１１１での対称形は崩れて

しまっていることが添取される。

区画文では、三里塚NO14巡跡例と大畑遺跡例は、いずれも搾状文を基本としているという点で共通

しており、野鳥式で成立した裸状文が鵜ガ烏合式に継承されたことがわかる。しかし大畑巡跡例は襟

状文をその基本樅成としながらも更にjM}l分割することによって区画文の複雑化が源取される。また狭

'１１１貝塚例も同様に襟状文を区画文構成の基本としているものの、横位に連結して１１１形文を形成してい

る。これは､三里塚Nul`l巡跡例から大畑遺跡例へと継承された区画文構成が更に細分W11されて、(蕨手）

搾状区画文構成を基本とする器而装飾が飽和状態をむかえ、この状態を回避するために｢桁賂化」（野

'二]1983）の手法が取られた結果成立したと考えられる。また狭Ｉｌｌ１貝塚例では、同じく術略化の過程上

で成立したとみらｵしる'１１形文がみられ、それまでiiY線的な区i山i文が中心であった柵成から、次第に自

IiIlIM達な施文方法を狸(1札つつある段階にあると認識されよう（関野1980,野｢11983)。

充填文を比較すると、三里塚NO14遺跡例の充坂紋は隣合う区画毎に充填文の施文力Ifilを変えること

により、充填文どうしが対称形をなし、充填文による装飾効果を高めていたのに対し、大hIl巡跡例や

狭|Ｍ１貝塚例では充填文どうしの対称形を構成するという愈識は消失し、基本的に1ii-ﾌﾞﾉlｲﾘの充填文を

施す。これは省略化と同'1＄に区画文自体が文様の【'１心となり、区画文を強調する意識の耐まりとみな

すことが出来よう。

そして大畑遺跡例と狭|H1貝塚例には鵜ガ鳥台式土器のメルクマールとされた区画文交点への刺突文

が施される（岡本1961)。

－８０ 



このように、本道跡{11土土器を三里塚Nnl4過跡出土二k冊および狭間貝塚出土土器と比較すると、三

ｊＩｌ塚No14遺跡例－，大畑巡跡例→挟間貝塚例への漸移的な変遷の方向が看取され、本辿跡l{l北土器は野

協式で成立した器形や文様ｲlf構成・区画文構成を継承しつつも発展させ、伝統的なlXillli文|什成を究極

まで押し進められた段階にある鵜ガ島台式土器であると追認された。上述の通り本辿跡111土土器には

若干の時間差を含む可能性があるため､野口氏編年のljUl～２ａｊＵｊ(鵜ガ島台式古段階～ＩＩｉ段階前半：

野口1983）に相当する茂料と捉えたい。

第２類土器について

本遺跡からは、第２斌巨|:器（茅１１１上層式土器）は３点（102土2.108土1.176土１）と),t的には零

;Ⅲだが、102土２（第48図14）・'08士１（第48図15）等器形や文様柵成全体の判IｿIする良好な資料が出

ニヒしている。県内でのｌｌ１Ｅｆ例が少ないため、ここでは|H1〕|〔jlu域より出土した土器との比較により、そ

の位置付けをみてゆきたい。

上述の事実記城と政極するが､改めて102土２の特徴を見てゆくと、底部から外傾してI(〔線的に開く

器形を呈し、器形自体にはliilllll部はみられない。Ｉ]将部には４４ｔ位とみられる棒状突起を付す。［1唇

部は角頭状を呈し、上iniには刻みをまばらに施す。１J織部文様補は、ＩＩＪ１面三角形を基本とする隆帯を

横位に巡らせることにより区画し、同様の隆帯を棒状突起より垂下させることにより、口縁部文様帯

内を４単位に縦位区画する。口縁部文様帯及び口織部文様ｌｉＦＷを区画する隆帯上には絡条体圧痕文に

よる刻みをまばらに施す。また口唇部上面の刻みも絡条体11旨痕によるものと考えられる。器iiIi調轆は、

［I縁部文様帯内は条痕文により、胴部は擦痕による訓雛を施す。胎土には繊維及び砂粒を含む。

類似資料としては荊'1余I11Ui(樅須賀市吉井城山第一貝塚下部貝屈出土土器が挙げられる（第49図５：

赤星･岡本1962)。底部からii〔線的に立ち上がる器形を!i：するとみられ、口唇部には上i【Ii)iiii:１２な突起を

有す。口縁部文様帯は、胴部上半に隆帯を横位に巡らせてその下端を区画し、突起から鞭iくした隆帯

により文様帯内を縦位区画する。隆帯上には刻みを施し、口縁部及び胴部には条痕文のみを施すなど、

102土２と酷似したiaf料である。

茅山下層式から茅山上Ⅲ1式への変遷の過程で、文様llfや文様の衰退、無文化してゆく傾向は従来よ

り指摘されており（赤』i{．|M1本1962，金子1991ほか)、吉）|:城111第一貝塚報文中では、胴部｣二半に隆帯

を巡らせるタイプの土器は、沈線や刺突等による文様が「ほとんどみあたらない」ことが指摘されて

いる（赤星･岡本1962)。このことは茅山貝塚上部貝Ⅲ111121二二１２器（第49図７等）や吉ｊｌ:城111第一貝塚下

部貝層出土土器（第49図５．６等）により裏付けられるものであり、無文化傾1/Uを持つ茅１１１｣Z層式の

特徴を示すものであろう。翻って102土２を見てゆくと、岡本氏の指摘のとおり沈線や刺突等による文

様は施されないものの、条痕文を口縁部文様帯のみに施し、胴部には擦痕調整を施すなど、口縁部文

様滞内に施された条痕文に装飾意識の名残が看取さ沁穿って見れば､102土２の口縁部文様帯に施さ

れた条痕による器而調雛を、茅１１１上l蘭式に見られる「条痕を文様化したもの」（赤』11.1M１本1962）と同

様の文様と見ることも可能であろう。上記の吉井城111第一貝塚例と比較すると、茅１１１貝塚例は口縁部

～胴部にかけて全而に条痕文による同一の器面調盤を施しており、口縁部文様ｲlfへの文様施文を行う

102土２に較べて若干後川的な要素を有している可能性があろう。

102土２は文様上の特徴が少なく、その時間的な位Ⅱ'(付けが難しいが、茅山下IiW式の要素を払拭し、

口縁部文様帯の萎縮が見られないことから、金子氏の茅[11系二k器第Vla期（茅１１１｣:仲j式の確立期：金

子1991）の範鴎で捉え、口縁部文様帯への施文意識の残存を亜視すれば、吉井城１１１第一貝塚例よりも

若干古い要素を残している溢料と言え、ＶＩａ期でも浩二'二古ｲⅡに位iWf付けられる可能性がある。

－８１ 



薦鋼1m;Ali1割（
i鱒MＩＩ

鰯I綴１１１要9

i(癖 糊！

稀ｉｆ二K(ILi2三
F1｢】(ＪＩｋＥ１

ノ雲霧鬘

憲
豚

６ 

~－１１Ｆ 
一ハ

ノ「

ｌ
ｒ
 

ｒ
－
，
｜
ｌ
 

Ｉ
ｌ
ｌ
０
，
 

ヘー

－/l 
Pr へ

一
Ｊ
、

」
、
、

ルー｜
/／’ｉ 

ｌＩ ̀ ！１ 

※１下蝕が２行向I11jl3三111塚Ｎｑ1.1‘l挟間貝塚

５．６吉ﾉﾄﾞ城Ilj姉－１１塚７y51Ill1唾８下段

※轄尺不同

!｢ 

DJ 

１１１１ 

（ 
ソ､、〆
－－￣ 

JP 

D 

,’８ 

ノノ

リノ
トロ［ 

第49図Ⅱ連資料

82-



108土１は底部より外価して直線的に開く器形とみられ、口縁部は平縁である。口梼部は丸頭状を呈

し、口縁部直下には斜位の絡条体圧痕文を施す。内外mとも条痕文を施す。口縁部文様１|ｻﾞには２条１

対の半裁竹管により波状文を施し、直下に縄のMII端部による刺突列を沿わせて口縁部文様補を区画す

る。口縁部文様帯の幅は狭い。胎土には繊維及び砂粒を含む。

類似資料としては埼玉ﾘiL秩父郡荒)||村下段遺跡斜inilll土ﾆﾋ器(第49図８：金子1989)が挙げられる。

底部から外傾して開き、胴部上半及び胴部中位で緩やかな２段の１１１１[ＩＩＩ部を持つ。口縁部は緩やかな４

iii位の波状縁で、口唇部は丸みを帯びた角頭状を呈する。内外面には条痕文を施す。口縁部直下には

刺突を施し､屈曲部により区画された口縁部文様帯には梨合沈線による鋸歯状文を施す。108土１と比

較すると、内外面に条痕文を施し、口縁部直下に刺突を施すこと、文様帯内には鋸歯状文を施すこと

などの基本的な構成が緬似した資料と言える。

上述の通り茅111下晒式から茅111上層式への変遷の過籾で、文様や文様帯構成の退化がみられるが、

文様帯構成と緊密なIHI係にある器形もまた退化の方向に1ｲﾘかい、鵜ガ島台式以来の口縁部十胴部文様

柵という構成も次第に級み、102土２にも見られるとおり、茅111上屑式では口縁部文様桁のみの１帯構

成のものが主体的となる。これに伴い器形も２段の１，１１１１部を持つものから、直線的な器形を呈するも

のが主体的となる（赤ｌｉ１･岡本1962，金子1991等)。このため下段逝跡例は緩いながらも２段のm[|h部

を有し、口縁部文様術の区画もこの耐IMI部によるなど、茅111下1ii式の要素が残存している段階の資料

と考えられる。これに対して108土１は、器形もiiY線的で、口縁部文様帯の区画も器形によらずに刺突

によって区画するなど、下段過跡例に看取されるような茅１１１下liW式以来の器形や文様補区画の要素を

払拭した段階の資料とみられる。また文様を比較すると、下段巡跡例は集合沈線による｛附成のしっか

りした鋸歯状文を施すのに対し、108土１は、その祖形が鋸歯状文にたどれると考えられるものの文様

の退化が進行して、波状文となっている。このように、108土１は、下段遺跡例と比較して後出的な要

素が顕著であり、茅111下Ⅳi式の要素を払拭し、茅Illj21ii式として確立した段階の資料と言うことがで

きる。

本資料を時間的に位般付けると、茅山下層式の要索を払拭した段階の資料であることから、金子氏

の茅山系土器第VI1U1（茅111｣二IiW式の確立期：金子1991）の範峨で捉えられるが、文様上の退化が顕著

であることや、口縁部文様帯の幅が圧縮されて、非常に幅狭になっていることから、より退化が進行

した段階である茅山系土器VlbjU1に位置付けたい。

また口唇部にllIl状の突起を持つ176土１（第48図16）も茅１１１上層式期の所産とみられるが、破片資料

であるため、茅山上胸式内の時|M1的な位置付けは難しい。

第３類土器・第４類土器について

第３類は絡条体圧痕文を施すものである｡本遺跡で絡条体''三痕文を施す土器は６点出土している（１

住１/91土１／102土３／115土２／1`16土３/170土２)。iltの多寡はあるものの、すべて胎二12に繊維を含む。

器形は１住１を参考にすると、口縁部は平縁で、口儒部形態は内削ざに近い丸頭状を里する。170土２

を除き、胴部はliT11111を持つものがみられないため戒線的なものが主体と考えられる。底部形態は不明

である。また施文部位の判Iﾘjするのは１住１のみで、口縁部直下に施文されている。絡条体圧痕文の

幅は若干の太・細はあるものの、ほぼ全て５mm以上の幅を持つ。次に絡条体圧痕文のモチーフ構成を

みてゆくと、様々な構成がみられ、斜位（１住１）・櫛羽状（91土１）・横位（102土３／115土２）・横

位と縦位の組み合わせ（146土３）・弧状（170土２）がある。

上述のとおり､絡条体圧痕文は茅１１１上層式土器でも文様要素の一部として用いられており（102土２／

－８３－ 



108土１）、その圧痕のWiiを見てゆくと、本類の絡条体圧痕文に近似したものである。本巡跡出土の第

３類土器はほとんどが小破ﾊ･のため器形や文様術成が不U1雌であり、時間的な位樋付けを行うことは

困難だが､凪１１１１部のないilT線的な器形を持つことや絡条体圧痕文の近似性、そしてl02zI:３が茅１１１上1箇

式土器（102土２）と同一巡柵より出土していることから、ここでは一応第３類土器を、茅１１１上脱i式に

併行する時期の資料として捉えておきたい。

また第４類とした土器は５点111土している（66土１／115士３／117上１．２/適構外14)。いずれも胴

部破片で、器形上の耐'''1はみられない。胎士には繊維を多jltに含み、６６土１は片岩類も多』tに含む。

66土ｌは内面のみに、115｣:３～巡構外14は内外面と６条痕文を施す。文様としては、６６土ｌは繩によ

る横位の爪形の刺突状圧痕ﾀﾞﾘを２条施し、直下に横位の縢柵を貼付する。また115土３～巡柵外14は櫛

歯状工具ないし貝殻腹縁による斜位の刺突をランダムに施す。いずれも周辺地域では斌例が見当たら

ないため、本類については今後のfr料の増加を待ってＷ検討を行いたい。

第５類・第６類土器について

上述のとおり本道跡出二に'二器で大半を占めるのが条痕文２１:器であるが、その中でも主体をなすのが

第５類とした条痕のみを施した土器である。

条痕のみを施す土器は、胎土に繊維を含むものが主体的で、砂粒を多く含むものや少it含む６の等

がみられるが、胎土に繊維を含まず砂粒をやや多鼓に含むものも存在する（２不Iﾘ１１～９/巡柵外16)。

また胎土に片岩類を多ｊＩｔに含むものもみられる（迫柵外25)。

器形では、口縁部は平縁が主体的だが波状縁もみられる(115土４)。「1唇部は様々な形態がみられ、

内iillぎ状（188土４弊）や丸みを柵びた内削ぎ状（188｣２３難）・角頭状（176土２等）・丸みを裕びた角

頭状（２不明１～３等）・丸頭状（90土１．２等）等がある。胴部は直線的に立ち上がるものが主体的

とみられる（90土１～３／ｌ８８２ｆ３・４等)。底部は平底である（104土５)。

条痕は内外iniに施すものや外面（内面）のみに施すものがみられる。条痕の幅からみてゆくと、細

く密な条痕を施すもの（ｌ住４／101土２／102土９／115士６／２不Iﾘ１１～９等）と太めの条痕を施すもの

（１位５／９土lml9上２／188土３～７等）の２種がみられる。

外面に粗い擦痕調縦を施す２１２器（ｌ住８／115土９～lI等）や無文土器である第６類土器（95土11/遺

椛外30等)も、条痕のみを施す土器と同様な胎土のものが多く、器形も耐IMIを持つものはみられない。

広義の茅山式土器に条痕や擦痕のみを施す土器が伴うことは従来より知られ、茅111貝塚や吉井城山

節一貝塚の発掘調査の結果、茅山上1博式では大半の土器がこの条痕や擦痕のみを施す２１２器であるとさ

れた（赤星・岡本l962等)。また子母口式～鵜〃島台式にも条痕･擦痕のみの土器が伴うことが知られ

ている（西村1973･佐々木1982･野口1983等)。上述の巡り本巡跡出土の条痕文土器も、有文の条痕文

土器から鵜ガ島台式期～茅１１１上屑式）ﾘ}と断続的ながら時l1I1lWiiを有することが判Iリル、条痕や擦痕のみ

を施す土器も、それぞれのlIiFjﾘ1にも伴うと考えられ、細分されうる可能性がある。しかし本巡跡では

あまり良好な出土状況に恋まｵLなかったため時101の決定は|水1雌であり、第５．６類２'2器のjW'1分の１川題

は今後の課題としたい。
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第５章自然科学分析

宮城村、苗ヶ島大畑遺跡の自然科学分析

古環境研究所

1．苗ヶ烏大畑遺跡のテフラ

１゜はじめに

赤城火山南麓に位置する苗ヶ島大畑遺跡の発掘調査では、陥し穴とみられる多数の土坑が検出され

た。これらの土坑の撞土には、テフラの堆菰が認められた。そこで基本上層と土坑覆土の士層層序を

記載するとともに、これらテフラについてテフラ検出分析さらに屈折率測定を合わせて行って、すで

に噴出年代が明らかにされている示標テフラとの同定を行い、士坑の構築年代に関する資料を得るこ

とを試みた。

２．土層層序

（１）苗ヶ島大畑遺跡の基本土層（いわゆるローム層）

SK-l51の基盤となるローム層は､下位より褐色ローム層(層厚30cm以上)､成層した降下テフラ層(眉

厚36.8CnLNo-1と呼ぶ)、褐色ローム層（層厚18cm)、燈褐色スコリア（Ｎｏ－２，最大径４ｍ）混じり

褐色ローム層（層厚１０cm)、灰色細粒火山灰層（層厚ｌｃｍＮｏ－３）、褐色ローム層（層厚26cm)、下部

に石質岩片（Ｎｏ－４、最大径５mm）を多く含む灰色がかった暗褐色ローム層（層厚33cm)、黄褐色ガラ

ス質ローム層（層厚７cm,Ｎｏ－５）、下部に榿色軽石（Ｎｏ－６,最大径５ｍ）を含む褐色ローム層（層厚

22cm)、黄楕色軽石(Ｎｏ－７，最大径６ｍ)に富む褐色ローム層(層厚25cm)、燈色軽石層(層厚８cm,Ｎｏ

－８，軽石の最大径8,,,石質岩片の最大径２mm)、砂質褐色ローム層（層厚16cm)、褐色ローム層（層

厚22cm)、黄色細粒軽石層(層厚４cnLNo-9,軽石の最大径３mm,石質岩片の最大径２ｍ)、黄灰色ロー

ム層（層厚27cm)、黄色軽石層（層厚５cnl,No-lO,軽石の最大篠４mm,石質岩片の最大径２Ⅱ１m)、黄灰

色ローム層（層厚11cm）の連続からなる（第50図)。

Ｎｏ－ｌは、下位より灰色細粒火111灰層(層厚１cm)、石質岩片を多く含む黄灰色軽石層(層厚11cm,軽

石の最大径13,,,石質岩片の最大径６ｍ)、成層した桃色細粒火山灰層(層厚２cm)、灰色石質岩片層(層

厚３cm,石質岩片の最大径７ｍ)、紫がかった桃灰色細粒火山灰層（層厚0.8ｍ)、黄灰色軽石層（層厚

５cIn軽石の最大径24,,,石質岩片の最大径17mm)、紫灰色細粒火１１１灰層（層厚14cm）の連続から構成

される。このテフラ層は､層相から約3.1-3.2万年前に赤城火山から噴出した赤城鹿沼テフラ(Ag-KP，

新井,1962,鈴木,1976）の上部、水沼ラビリ（守屋,1968）に同定される。

Ｎｏ－２は群馬県西部および赤城火山南麓一帯で認められるスコリアであるが、現在までのところそ

の起源については明らかにされていない。分布や岩相などから浅間火'１１起源の可能性が考えられる。

Ｎｏ－３は層位や層相などから約2.8万年前に榛名火山から噴出したと推定される榛名八崎火山灰（llr

-llA,早田1990）に同定される可能性が大きい。Ｎｏ－４は層位や岩相などから約2.5万年前に赤城火

山から噴出したと推定される赤城小沼ラピリ（Ａｇ－ＫＬＰ,守屋,1968,早{111990）に同定される。Ｎｏ

－５のガラス質ロームには、層位などから約2.4-2.5万年前に南九州姶良カルデラから噴出した姶良

Ｔ、火山灰（ＡＴ,町H1・新井,1976,松本ほか1987,町田・新井1992）に由来する火山ガラスが多く

含まれているものと考えられる。
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Ｎｏ－６、Ｎｏ－７およびＮｏ－８は、その層位や岩ｲ１１から約1.9-2.4万年前に浅'Ｍ１火111から噸Ｈ１した浅間

板鼻褐色軽石群（As-BI，GrouI),新井,1962,早111,1991,米公表資料）に由来するものと考えられる。

とくにＮｏ－６については、その屑位から約2.4万年前の寵|Ⅱ軽石（ＭＰ,早'T1,1990,未公表ihr料）にＩｈ

来している可能性が考えられる。

Ｎｏ－９は、その屑位や若二1:丸みを帝び均一に細かくよく発泡した軽石を多く含むことから、約Ｌ8万

年前に浅間火山からqii出した戎Ｉ１ｌｊ白糸軽石（As-Sr,町１１１ほか,1984,町田･新井,1992）に同定ざｵしる。

さらにNo-10は､暦位や11iiil1などから約1.3-1.4万年前に波１１１１火１１１から噴出した渋'111仮↓;↓黄色軽石(Ａｓ

－ＹＰ,新井,1962,町111ほか,1984）に同定される。

（２）苗ヶ島大畑巡跡の基本zl21ii（黒ボク土）

１Vイヶ島大畑遺跡の表１１１１部に認められる黒ボク土の２１ﾐﾙi柱状図を第51図に示す。ここではローム屑の

上位に、下位より黄色がかったIllff褐色黒ポク上（屑厚l8cI11)、暗褐色上（層厚16cm,繩文時代界101の遺

物包含属)、黒褐色士（〃１坪23CII))、暗褐色土（1餅１７８cm,いわゆる淡色黒ポク上)、黒褐色上（11W厚３

cIl1)、黄褐色軽石混じり（軽石の最大径３ｍ）黒色黒ポクニヒ（ｌｉＷ５ｃｍ以上）の連続が認められる。肢

上部の軽石は岩相やlPi位などから４世紀中葉に筏'111火''1から嘘出した浅間Ｃ軽石（As-C,新井,1979）

に[11米すると考えられる。後述するように、このテフラの下位の３１闘準にテフラが認められたことか

ら、Ａｓ－ＣをNo-14と呼ぶことにする。

（３）ＳＫ－１５１ 

土壌観察およびテフラ分析の対象とした縄文時代早)91の｣2坑は、SK-151およびSK-l70の２迫描で

ある。SK-151の殺土は、下位より黄灰色土（層厚３〔､)、炭化材を含む暗褐色上（liWlAI9Cill)、黒褐色

上(層厚23cm,以上逆茂木部Mn上)、褐色土のブロック混じり！』(色上(層厚19cm)、褐色上のブロックに

嵐む暗褐色士（層厚20cm)、ノ１１褐色上（隔厚32cm)、遊離緋,M1に1;｢む黄色粗粒火111灰ＩｉＷ（ﾙ１坪２cm)、黒

灰色土（層厚10cnl)、黒色士（Iihi厚15cm)、黄色軽石（ｌｉ１大径３mm）に？;くむ黒褐色上（mil/15cm)、黒色

土（屑厚24cm）の連続から椛成されている（第52図)。後述するようにテフラ検}{}分析で火１１１ガラスの

淡楽層準が認められたことからこのテフラをNo-11、その上位の遊離結晶に富む黄色籾粒火１１１灰層を

No-12、さらに黒褐色jZiljに含まれる黄色軽石をNo-13と各々呼ぶことにする。

（４）SK-170 

SK-170の覆土は、下位より！１１褐色上(層厚l2cnl)、多数のローム臓のブロックから柵成されらる褐色

士（層厚18cm)、最大径80,,】のローム層ブロックをil6じえる黒褐色士（層厚27Cl､)、無褐色士（層厚２６

cm)、遊離結晶に？;『ひjif色粗粒火111灰層(層厚２Ｃｌ１１)、炭化材を含む暗褐色上(屑厚19cm)、ノ１１褐色上(層

厚23cm,以上逆茂木部泄土)、褐色土のブロック混じり)1(色二ｔ(屑厚19cm)、褐色二kのブロックに富む暗

褐色上（層厚20cm)、黒褐色２|：（lii厚32ClⅡ)、遊離結ＩＩｌｌに？;｢む黄色粗粒火111灰1両（1吋〃２ClⅡ,No-l2)、

黒褐色上(層厚22cm)の連続から構成されている(第53図)。これらの上層のうちNo-l2の下位の黒褐色

jZ1Ijからは縄文時代早｝ﾘlの鵜ガ脇台式土器が検出されている。なお鵜ガ烏合式土器が検(1)された挟間

貝塚の】`Ｃ年代は、7,290±M5y.ＢＰ．（Ｎ-372）および6,910±lI5y.Ｂ・P．（Ｎ-373）である（Koyama，

1978)。

8７－ 



３．テフラ検出分析

（１）分析試料と分析力法

SK-l51覆土について､野外において確認できない示標テフラの有無を確かめるためにテフラ検出分

析を行った。分析の対象とした試料は厚さ５cmごとに採取された試料のうち基本的に５cInおきの合計

18点の試料である。分析は次の手噸で行われた。

１）試料159を秤ｊＩｔｏ

２）超音波洗浄装殻により泥分を除去。

３）８０℃で恒温乾燥。

４）実体顕微鏡下で、テフラ粒子の特徴を観察。

（２）分析結果

テフラ検出分析の結果を第６表に示す。試料番号11と試料瀦号６には、比較的多くの軽石が認めら

れた。軽石はスポンジ状に細かくよく発泡している。これらの試料には、軽石型ガラスも多く認めら

れる。これらの試料についてはlili折率測定を行うことにした。また試料番号2]には、ごく少jItの褐色

で平板状のいわゆるバブル型ガラスが認められた。ｊｌｔがごく少ないことから明瞭に言及することはで

きないが､この火山ガラスはその特徴から約6,300年前に南九州の鬼界カルデラから噴(1)した鬼界アカ

ホヤ火I[I灰（Ｋ－Ａｂ,町ⅡI・新）|:,1978）に由来している可能IYI；が大きく、産出状況から試料稀号21付

近にＫ－Ａｈの降灰層準があると考えられる。

４．屈折率測定

軽石がとくに多く認められた試料悉号11と６の２試料について、位相差法(新井,1972）により屈折

率測定を行った。測定結果を第７表に示す。試料搬号11のili鉱物としては遠の多い噸に斜力輝石や単

斜輝石さらに磁鉄鉱が含まれている。斜長石の屈折率（111）は1.559-1.565、斜方輝石の、折率（γ）

はL706-L708であった｡また試料番号６の重鉱物としては２１１ｔの多い順に斜方輝石や1ｉｔ斜脈石さらに磁

鉄鉱が含まれている。斜1鉦iの屈折率（、,）はＬ558-1.563、斜方輝石の屈折率（γ）はL706-L708

であった。重鉱物の組合せや斜方輝石の屈折率などから、いずれの試料に含まれるテフラ粒子とも、

筏間火１１１起源のテフラと考えられる。

５．考察一土坑の構築年代と完新世テフラの起源について

ＳＩ<-151の種土中にＫ－Ａｂの降灰1蘭準があると考えられたことから、SK-151の柵築年代は約6.300

年前をさかのぼると推定ざｵしる。このことはSK-l70の樋士li1No-12の下位から繩文時代jiW1の鶴ｶﾞ

ﾊﾟﾙ台式土器が検出された発掘調従の成果とも矛)蘭しない。

従来筏間火[[l起源のテフラの屈序学的な研究は、他の火１１１に比較するとかなり進んでいるものの、

古iii時代以前の完新世のテフラの層序学的な研究についてはまだ不十分な点が多い。このような状況

の【|]、この時期のテフラとして従来知られているテフラに筏|lﾘ藤|Ｍ１軽石（As-Fo,約8,200年前,鼎、，

1991)、浅間六合軽石(As-Kn,約5,400年前,早川,1990)、波'１１Ｄ軽石(Ａｓ－Ｄ,約4.500年iiii,新井,1979,

111,,1990）などがある。とくにこれらのテフラに含まれる斜方騨石の屈折率はいずれも1.706-1.708

で（早田,1992,未公表ifT料)、今回検出された２１勵準の波|||)火１１１起源のテフラと一致する。ただしＡｓ

－Ｆｏについては、Ｋ－Ａｈの上位にあることから、今１回1同)iiされる可能性は低いものと考えられる。ま

た赤城火111南麓に位||(ける前橋Tij二之宮千足遺跡のボーリング調査では､約Ｌ0-1.1万年前に茂'111火山
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から噴出した浅間総社軽石（As-Sj,早田,1990,1991）の上位で、Ａｓ－Ｃの下位の泥炭hi1ljに、股大径

３mmの白色軽石の浪集〃iilIlが検出されている。そしてそのiIl(下の'４Ｃ年代は5,790±l30ylM)．（GaK

-l5167）であった（建設術ほか,1992)。この軽石は、No-l2に対比されるものかも知れない。

なお長野県軽井沢や松)|:[{1111｢横111付近にはさらに多くの降下テフラのあることが知らｵしている。今

後さらに筏間火111の完新|Ⅱ:のテフラについての1葡序や分布などについて調査研究を進め、Ｗｉヶ島大畑

巡跡で検出された浅'111火111起源のテフラの噴{{{年代などについて調査する必要がある。

６．小結

茄ヶ島大畑遺跡において、野外地質調査とテフラ検１１１分析さらに屈折率測定を行った。その結果、

本遺跡の基本土暦Il1には下位より赤城鹿沼テフラ（Ag-I<l),約3」-3.2万年前)、榛名八崎火111灰（Ilr

-IIA,約2.8万年前)、赤城小沼ラピリ（Ag-KLP,約2.5万年iiii)、姶良Ｔ、火山灰（ＡＴ)、筏'１１１板佛褐

色軽石群(As-BPGroul),約19-2.4万年前)の少なくとも３１ii、波ｌｌＩ１白糸軽石(As-Sr,約1.8万年前)、

渋ｌｌｌ１板鼻黄色軽石（As-YI〕’約1.3-1.4万年前)、浅'ＩＩＩＣ軽石（As-C,4世紀Ili葉）が認められた。また

これらのテフラとは別に発掘調在により縄文時代早)Ｕ１秘〃烏台式土器が検出された土塊概二上【|]の３１iii

準にテフラが認められた。これらのうち、土壌中に含まれている最下位の火山ガラス質テフラは、そ

の特徴から鬼界アカホヤ火111灰（Ｋ－Ａｈ,約6,300年前）に[１１米すると考えられた。このことから、陥

し穴の構築年代は約6,300Ｈ１§iiliを遡る可能性が大きいと考えられる。またその｣２位の２ルiのテフラは、

いずれもＫ－Ａｈ降灰以降の繩文時代に浅間火１１１からIYtll)したテフラと考えられた。今後１１W(!；県域にお

ける繩文時代の良好な示標テフラとなると考えられることから、さらにこれらのテフラの特微な噴出

年代などを明らかにしておく必要がある。
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第６表苗ケ島大畑遺跡SK-151覆土のテフラ検出分析結果

火山ガラス経 石

試料
賦色調最大径賦形態色調

透明，白

透明，白

透明，白

透明，白

透明，白

透明，白

透明，白

透明，白

透明，白

透明，白

透明，白

透明，白，褐

透明，白

透明，白

透明，白

透明．白

透明，白

透明，白

ｐｍ＞ｂｗ 

ｐｍ＞ｂｗ 

ｐｍ＞ｂｗ 

ｐｍ 

ｐＩＵＵ 

０
十

十
十
十

十
十
十
十
十

１
３
５
６
７
 

黄
黄
黄

十

十
十
十

黄
黄

1.2 

2.6 

＋＋ 

＋＋＋ 

＋ 

＋ 

＋＋ 

９
ｕ
避
咀
灯

＋ 

十十

叩
皿
州
州
搦
一
砕
砕
》
》
跡
一
》
州
癖

Ｐ
ｐ
ｐ
一
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
－
ｐ
ｐ
ｐ

９
１
３
５
７
．
９
１
３
 

１
２
７
）
２
２
昭
２
３
３

一
十
十
十

十
十
十
十
十
一
十
十
十

十
十
十
十
十
一
十
十
十

白１．３十

＋＋＋＋：とくに多い，＋十十：多い，＋＋：中程度，＋少ない，

－：認められない，餓大径の鯏位は，、．’)ｗ：バブル型，１，ｍ：軽石型．

第７表苗ケ島大畑遺跡SK-151における屈折率測定結果

試料 菰鉱物 斜長石(、,）斜方輝石(γ）

６ 

１１ 

1.558-1.563 

1.559-1.565 

1.706-1.708 

1.706-1.708 

ｏｐｘ,ｃｐｘ,ｍｔ 

ｏｐｘ,cｐｘＰｍｔ 

CPX：斜方瞭石，ｃｐｘ；４１斜輝石，ｍｔ：磁鉄鉱

測定は位柵驚法（新井，1972）による．
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節50回１Vイヶ島大畑遺跡のロームルiのtW1式的な土１７１柱状図

数字はテプラ分析の試料稀1Ｊ
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第51回苗ヶ島大畑週跡の』1!ボク士の標式的な二k肘柱状図

数字はテフラ分析の試料満l｝
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ＣロCロ

0 0 遺櫛確賜面ｉｎ蝋確認面

No-l2 

Xo-l3 

5０ 土器（刺ケ烏合式）5０ 

Ko-I2 

100 100 

土墳鵬庇Ｎｏ－ＩＩ：Ｋ－Ａｈ 

第53回繭ヶKも大畑遺跡SK-170MU土の｣ﾆﾙj柱状図

数字はテフラ分析の試料瀞号

150 
逆茂木部日

：

ｔ壌泌底

第52図苗ケ鳥大畑遺跡ＳＩ<-151Mq二'二の土麻柱状図

数字はテフラ分析の試料稀牙
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ILiYiヶ烏大畑遺跡の植物珪酸体分析

１゜はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO2）が謙枇したものであり、植物が

枯れた後も微化石（プラント●オパール）となって土壌111に半永久的に残っている○この微化石は植

物により様々な形態的特徴を持っていることから、ニヒ壌中から検出してその組成や逓をIﾘ]らかにする

ことで過去の植生環境を復元することができる（杉111,1987)。

苗ヶ島大渕Ⅱ巡跡では、繩文時代早期の陥し穴と見られる土坑が検出され、その基底には逆茂木の跡

と見られる穴が掘り込まれていた。そこで､同逝柵や標準上層の試料について植物珪酸体分析を行い、

逆茂木に[11来する植物珪酸体の検'１１や遺跡周辺の古緬生・古環境の推定を試みた○

２．試科

調査対象は、縄文時代早期とされる土坑(SK-151、SK-73）の基底に棚り込まれた逆茂木の跡と見

られる穴である。試料は、SK-151では穴の上部から底部について試料１～４が採取された。SK-73で

は北側の穴で試料１～３，南011の穴で試料４～６が採取された。また、1.Mボク土の標準土1剛|Jimでは、

各層準から試料１～６が採取された。試料数は計16点である。採取胴準の詳細については第１節を参

照されたい。

３．分析法

植物珪酸体の抽出と定還は、プラント･オパール定ｊ,t分析法(藤原,1976)をもとに、次の手晒で行っ

た。

１）試料の絶乾（105.Ｃ・2411ｹﾞlMl）

２）試料約１９を秤還、ガラスビーズ添力１１（適従約40ﾉ1m、約0.029）

※112子分折天秤により１万分の１９の瀞度で秤jＩｔ

３）趣気炉灰化法による脱有機物処理

４）超音波による分散（300Ｗ・421《llz・１０分ⅡⅡ）

５）沈底法による微粒子（20jm以下）除去、乾燥

６）封入剤（オイキット）１'に分散、プレパラート作成

７）検鈍・計数

同定は､機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし､400倍の偏光顕微鏡下で行った｡計数は、

ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の精査にＩｔ１１当する。試

料１９あたりのガラスビーズ個数に、計数された械物珪酸体とガラスピーズ個数の比率をかけて、試

料１９[iiの械物珪酸体個数を求めた。

また、この値に試料の仮比１m【（1.0と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１個あたりの植物

体乾璽､jii位：１０－５９）をかけて、１１t位面積で臓厚lcn,あたりの植物体生産jltを算ＩＩＬた。換算係数は、

ヨシ風はヨシ、ウシクサ族はススキの値を用いた。その値は6.31と1.24である。タケ亜科については

数種の平均([((を川いた。ネザサ節の他は0.48、クマザサ風は0.75である。

４．分析結果

分析試料から検出された植物珪鹸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定鼓
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を行い、その結果を第８炎、第９表および第51図、第551列に示した。写真図版に主要な分緬群の顕微

鏡写真を示す。

〔イネ科〕ヨシ属、ウシクサ族（ススキ属やチガヤIIiなど)、シバ属、キビ族型、ウシクサ族型、ネ

ザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節)、クマザ･ﾘ屈型（おもにクマザサ風)、米分類のタケ

亜科、表皮毛起源、棒状珪酸体、茎部起源、未分類等

〔樹木〕はめ絵パズル状（広葉樹）

５．考察

（１）縄文時代早期の土塊（逆茂木跡）

SK-151では、逆茂木の跡と見られる穴の内部の試料１～４について分析を行った。その結果、各試

料ともクマザサ屈型が多j,tに検'1{され、底部（試料４）を除いてウシクサ族（ススキ凪など）やウシ

クサ族型なども少爺見られた（第54図)。また、試料２では樹木（広葉樹）の葉に由来する植物珪酸体

も検出された。

SK-73でも逆茂木の跡と見られる穴の内部の試料について分析を行った。その結果、SK-151とほぼ

同様の結果であった。

これらのことから、当時の巡跡周辺はクマザサ風を主体としススキ属なども少量見られるイネ科植

生であり、樹木（広葉樹）もある程度生育していたものと惟定される。

なお、逆茂木の材の一つとして竹類の使用が想定されていたが､幹の径が比較的大きなマダケ風(マ

ダケやハチク、モウソウゾクなどが含まれる）やメダケ節、ホウライチク属などの葉および幹(茎部）

に由来する植物珪酸体はいずれの試料からも検}I)されなかった。

（２）黒ポク土の標準土lIVIlJiini（第55図）

ローム層の上位に位ii'ける、黄色がかった暗褐色黒ポク上(試料６)、暗褐色上(試料５，繩文時代

早期の遺物包含IiW)、無褐色二１２(試料３，４）、略褐色ニヒ(試料２、いわゆる淡色黒ポク上)、黒褐色土

（試料１，Ａｓ－Ｃ直下耐）について分析を行った。

その結果、ロームｌｉＷｉｉ〔上のlWf褐色黒ポク土(試料６）では、クマザサ属型が５万1M/Ｈ以上と多jitに

検出され、その他の分類群はあまり見られなかった。Ⅱ勝褐色上(試料５，縄文時代鼎jU1の巡物包含層）

ではクマザサ属型が多ﾉﾊﾞに検(1)され、ウシクサ族（ススキ脳など）やウシクサ族型も見られた。黒褐

色士(試料３，４）ではクマザサ風型は減少し、ネザサ節型やウシクサ族型が墹加傾向を示している。

I畷褐色上（試料２、淡色！』｛ボク土）および黒褐色土（試料】、Ａｓ－Ｃ直下層）ではネザサ節型が急激に

墹加しており、試料ｌでは密度が４万個/煙以上にも達している。

おもな分類群の植物体jltの推定値（第９表、第55図）によると、黒褐色土（試料３，４）より下層

ではクマザサ属型がj;(越しているが、暗褐色土（試料２，淡色無ポク士）より上耐ではネザサ節型が

卓越しており、クマザサﾚﾊﾞ型がこれに次いで多くなっていることが分かる。

以上の結果から、黙ポク土lPiの堆獄当時の遺跡周辺の植生と環境について推定すると、次のようで

ある。

ローム層直上の暗褐色ノルlﾐｸﾆﾋの堆稔当時はクマザサlllが繁茂する状況であり、何らかの原因でそ

れ以外のイネ科植物の生Yjrにはあまり適さない現境であったものと推定される。

繩文時代早期の遺物包含Ⅲiの堆臓当時は、クマザサル'１を主体としススキ属なども少)1t見られるイネ

科植生であったと考えられる。ススキ風は森林の林床では生育しにくいことから、当１１ｹﾞの逝跡周辺は

－９４ 



森林で覆われたような状況ではなく比較的開かれた部分もあったものと推定される。

その後､黒褐色二ＭWを境に比較的大きな植生変化が認められ､lWf褐色土(淡色黒ポク土)より上11Vでは

ネザサ節を主体としてクマザサ風やススキ属なども見られる草原植生に移行したものと推定される。

６．まとめ

繩文時代早期とされる土坑の基底に掘り込まれた逆茂木の跡と見られる穴の試料について植物珪酸

体分析を行った。その結果、逆茂木の材の一つとして想定されていた竹類に111来する植物珪酸体は検

出されなかった。したがって、逆茂木の村として竹類の幹が使われていた可能性は考えにくい。なお、

当時の遺跡周辺はクマザサ属を主体としススキルjiなども少簸見られるイネ科植生であり、樹木（広葉

樹）もある程度生育していたものと推定される。

熟ボク土の標準土IiWについて分析を行った結果、細文時代早jU1の巡物包含胸より下隔ではクマザサ

風を主体とするイネ科植生が継続されたものと推定されたが、その上位の黒褐色土層では比較的大き

な植生変化が認められ、暗褐色士（淡色黒ポクニ'二）より上層ではネザサ節を主体としクマザサ風やス

スキ風なども見られる草原植生に移行したものと推定された。

このように植生が大きく変化した原因として、１）この時期に寒冷から温暖への気候変化があった

こと、２）この時期に森林植生が破駿されネザサ節やススキ風などの草原植生が維持されたことなど

が考えられる。

群馬県内およびその周辺では、一般にローム肘と黒ポク上との境（およそ１万年前）に大きな植生

変化が認められ、この時期を境にクマザサ属主体のイネ科植生からネザサ節・ススキ属を主体とする

草原植生に移行していることが知られている（佐瀬ほか,1987,杉111ほか,1992)。今回の結果は、植生

変化の時期がこれよりもかなり遅れており、また植生変化の後もクマザサ属が比較的多く見られるな

どの点で異なっていることから、植生・環境の地域的な変遷を考える上で注目される。

なお、遺跡周辺に多く生育していたと考えられるクマザサ瓜やネザサ節、ススキ風などのイネ科植

物は、その有用性から燃料や道具、住居の屋根材や建築材、敷物などとして盛んに利用されていたも

のと考えられる。特に笹類は鹿などの草食動物の食料としても砿要であったものと考えられる。
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植物珪酸体の顕微鏡写真 (倍率はすべて400倍）

地点試料名分類群Nｑ 

SK73 

SK151 

SKl51 

SK73 

傾準断面

ＳＫ７３ 

檀舶断面

標鎚断面

標納Ｗｉｉｊｉｉ

ＳＫ７３ 

ＳＫ７３ 

ＳＫ７３ 

ＳＫ１５１ 

ＳＫ７３ 

ＳＫ１５１ 

ＳＫ７３ 

ＳＫ７３ 

ＳＫ７３ 

１
２
３
２
２
４
１
２
６
１
４
１
４
１
３
３
２
６
 

ヨシ属

ヨシ属

ウシクサ族（ススキ晩など）

キビ族翻

キビ族型

ウシクサ族型

ネザサ節型

ネザサ節型

クマザサ属型

クマザサ風型

クマザサ風型

表皮毛起源

搾状珪醸体

棒状珪酸体

棒状珪酸体（シダ類？）

イネ科（ヨシ属？）の茎部起源

不明

不明

１
２
３
４
５
６
７
８
９
⑪
Ⅲ
肥
脳
Ⅱ
胴
肪
而
肥
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SK151（試料Ｉ）

彬状珪駿体
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IH・illiケ島大畑遺跡SK-l5111j上炭化材の樹種

苗バル大畑辿跡のSK-l51から'１}土した炭化材の樹孤同定を行った。試料は小片であったが硬い炭

であり、肉眼では広葉樹と硯察された。

試料は割折して木材の臓1IJT面（木I]面）・放射ＩＩＴ面（'11:月面）・接線断面（板目面）を作製し、落射

顕微鏡によって解剖学的特徴を観察し、その特徴および現生標本との対比によって同定を行った。

同定の結果と特性を以下に記す。なお、同定の結果は同定レベルによる分類朧で表した。

試料 分類群（和名／学名）

SK-151出自l:炭化材。ナラ属クヌギ節０ﾉｨc'てr⑬ｓ“/､／1(客/AV》ｓブナ科

横lWiini：環孔材で、「|'型から大型の道管がほぼ１列の孔圏を形成し、孔雁1外には厚壁の丸い小道櫛

がiii独で配列する。道管の径は早材から晩材にかけて急速に減少する。放射組織は、iii列のものと広

放射組織および集合放射組織が存在する。

放射断面：道梼は単穿孔で、内部にはチローシスがみられる。逆憐と放射組織の接する壁には大型

の柵状の壁孔がある。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で単ﾀﾞﾘのものと広放射組織があり、複合放射組織および染合

放射組織の分布を示す。

以上の形質よりコナラ１１バクヌギ節に同定される。クヌギ節は山形Ⅱi↓以南の本州・四国・九州に分ｲｉｉ

する落蕊高木である。高さ15ｍ、径1ｍ以上に途する。村は強く堅く、家具・建築・器具・樽に利川

される。

参考文献

島地灘・伊東隆夫（1982）図魂木材組織.地球社

島地』Uiほか（1985）木材の柵遮文永堂出版

日本;ｉＷ１紀学会縄（1993）第四紀試料分析法．〕I〔);(大学出W〔会
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第６章柵
三△し

iilllI 

赤城山南麓の陥し穴について

繩文時代早期後半に見られる特徴的な土坑は、1970年に発掘調洗された横浜TIj霧ヶ丘巡跡の成果か

ら陥し穴との認識が今村啓爾氏によりなされ、その後その機能論的考察が進み、最近では佐藤宏之氏

らにより民俗（民族）事例との対比による研究が獄極的になされている。

陥し穴の研究は多々あるが、遺柵の性格上機能論や分蛾に収束するものが多く、捕独対象を言及し

たものが少ないといった現状が窺える。そのため、ここでは酒城付を【''心とした赤城１１１南麓地域の近

年の調森成果から、縄文|勝代早期の植生復原を試み、iili狸対象動物と陥し穴との関係を考察してみた

い。

赤城111南麓およびその川辺では、一般にロームl繭と熟ボク土との境に大きな植生変化が認められ、

この時jU1を境にクマザサ脳主体のイネ科植生からネザサ節・ススキ''１を主体とする草原械生に移行し

ていることが知られている。しかし水過跡を始めとした附し穴の検111される辿跡の場合、相対的に植

生変化が遅く、繩文時代JiljU1の段階ではクマザサ厩が繁茂する状況が窺え、広葉樹もある程度成了江

ていたものと考えられる。また少iItではあるが、ススキ1111なども見られることから、森林に覆われた

状態ではなく比較的開地部分もあったものとllli察される。

これらの遺跡は縄文時代前j9l後半代に大きな植生変化が認めらルネザサ節を主体とした草原緬生

に移行している。このような植生変化の要因としては、寒冷から洲|陵への気候変化、森林植生の破壊

による草原植生の維持、などが考えられよう。しかし、他地域に比較し変化後もクマザサ属が多く見

られ、植生・斑境の地域的な変遷を考える上でも注[}される。

附し穴はその平面形態および坑底の下部櫛造等によって、幾らでも分類が可能である。しかし、こ

れらの細分が本論で触れる対象動物との関係には大きくlNl与しないと考えるため、ここでは大略小判

形を鼈するものと、平面iIWi形を呈するいわゆるＴピットの２つに大>jＩしておきたい。

陥し穴は出現ｌＵｌから多献多様な形態を呈していたとは考え難く、対象動物の習性を熟知してゆく上

でその形態や配IiYを変化させていったと考えられよう。

これまでの調ilfから、宮城付内における陥し穴の平而形態の変巡は、

，艫に:巡Wl:三鱗二糊三
のようになると考えている。

円形を古くｆ(<根拠としては、追跡|AIにおける絶対数が少なく、jiiに穴をlll1lるという行動をとる場

合に鋤<既定概念や多摩ニュータウン巡跡における407土坑の位慨付け､遺跡における他形との切り合

いの新|[]関係に韮づいている。平面''1形を塁１．るものは、深度があり、逆茂木を持つものが一般的で

あり、すべての独物を対象に描築されたものと考えられることも古く位置付ける一因である。

これら陥し穴のWBi築時101であるが､巨視的に見ると南九州等では後lU11H石器|M｢代の報告例もあるが、

関東地方では多膿ニュータウン遺跡等の事例から沈線文系土器の段階から出現するものと考えられ、

宮城付内においても田戸1Ｗj段階の所産と考えられるものも数例認められている。しかし、縄文lMr代

早期の特徴的な極上で埋没している附し穴に含まれる土器片の大半は条痕文系の土器であり、本逝跡

においても、小判形を呈する第151号上坑覆ごk1liにアカホヤ火山灰の純層が認められ、その下位から鵜
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〃脇台式土器片が(１１土している。住)勝跡や土坑等、他の遺構との切り合いが無いＪ１Ｉから、宮城付にお

いては早期条痕文系の時期、特に鵜〃島台式期に附し穴が盛行すると考えられよう。

また、多摩ニュータウン遺跡群や}Ｍ２例の多い〕|〔北・北海道においてはその初現を縄文時代【Ｉﾘﾘl以

降と捉えているＴピットに関しても、村内においては掻土や包含巡物に大差なく、同時期の所産と考

えられ、その派生を考察する上でjli要であろう。

村内において附し穴は､概ね赤城111の傾斜変換点である標高550ｍ以下の台地上および沢沿いの傾斜

地を''１心に広く分布し、特に4001,前後にそのピークが見られる。

村内で陥し穴が｣;i趣する遺跡の立地を概略すると、沢沿いの狭い台地に占地する柏倉落合遺跡は小

判形の陥し穴を主体とし、沢までやや距離のある比較的広い台地に占地する本巡跡は両者並行、沢の

遠い平坦な台地にIli地するTl丁之関吉ヶ沢遺跡はＴピットのみという結果が得られる。他の遺跡におい

ても、台地の広さ・平坦面と傾斜地・水系までの距離などの要因によって同様の傾1ｲﾘが窺える。

111裾に位置する巡跡では、比較的IWii狭の台地に立jl1lする前橋iljliri無遺跡や粕111村長岡遺跡などで小

判形の陥し穴が多く確認されているが、Ｔピットは水系には近いもののやや幅広の台地に占地する赤

堀町下触牛伏巡跡で配列をなす以外、殆ど確認されていない。

Ｔビットが等高線に沿って直行して並ぶのに対し、陥し穴は斜iiliを斜行、特にＳ字状に蛇行および

斜して配列さｵしるものが多く、その配列には大きな差異が認められる。これは、狩猟対象の生態によ

るものと考えられよう。

シカは、中国・Ｉ]本など極東地域を原産とし、成体で肩高L211〕以下、体重80～120k鷲を計る。平地

から標高2,500ｍぐらいまでの森林（特に落葉樹林･混合樹林柵）に住み、寒さには極めて強いが深雪

には弱い。

小鮮を組み行動し繩張り意識が強く、昼間は深い茂みに潜み、夜に主食である短茎の草を採食のた

め草地等に出て来るが、移動の際は谷の稜線や林の切れ目など、比較的等高線に沿って動く。

一ﾌﾟjイノシシは、極東地域をIjj(産地とし、成体で体長Ｌ１～1.511】、休愈は300kHにもなる。寒さにも

強く広く分布するが、肢が短いため械雪時の歩行は困薙である。夜行性で、とりわけ雑食であり、ヌ

タ場での泥遊びを非常に好む。行肋範Illlは広く、一晩で数十km移11iﾉﾘすることもあり、シシ道は谷から

谷へ台地状を直線的に迦り抜ける場合が多い。

共に夜行性で広く分布するといった共通点を持つが、その食料や行動パターンにはこのようなＩⅡ述

が顕耕に見られる。

また、Ｔピットダリにはこれといった付滞施設が見受けられないのに対し、小判形の陥し穴は逆茂木

を持つものが一般的で、本遺跡の鰯36号士坑～第42号士坑間の様にシシ垣と推察されるピットダリなど

を付ｲ|ｻﾞする場合もある。この相述点こそが対象ililI物の習性や走行性を熟知した結果の産物と考察され

よう。

また、覆土最下部の黒色土をして陥し穴の上部Ili造の有無を唱える説もあるが、ローム層上での確

認であっても、一Wj降ると坑底内にlOCnl以上黒色二kが堆積することや、イヌイット･の狩猟例、土壌分

析におけるプラント・オパールの結果から考察して、上部椛造はないものと考える。

これらを帰納法的に考察してみると、Ｔビットーシカ・陥し穴＝イノシシをそｵしぞれ捕獲対象に樅

築されたものであろうと推察される。

逆茂木について考えるならば、シカの場合足への経我は致命側になりうるが、イノシシは急所が深

く、また１ｍ程唆であｵしば跳ね{}(てしまう程跳liﾘﾉがあることなどからその必要性を認識できよう。

また、平・断iniを詳細に観察すると、Ｔピットには上部に、陥穴には下部隅に二次的な要因による

－１０７－ 



６のと思われるﾆﾋﾙ1の歪みが検出されることがままあり、これらも上記の説に符合する。

本巡跡を始めとした赤城山南飽の巡跡においては、その植生や立地などから前述のような見解が得

られるが、本地域のみならず他地域の更なる追跡・補足調交により、地域間の対比から、その機能、

形式、構築時期等より詳細な内容が解(ﾘＩしていくものと考えられよう。

参考文献

力Ⅱ藤腎jl2他編１９８３「靴文文化の研究節２巻生業」雄IIllHI

iHヶ丘週跡調査団1973「霧ヶ丘」

佐藤宏之1989「陥し穴猟と繩文時代の狩猟社会」「考古学と民族誌一

[1本メール・オーダー社1972『アニマルライフ動物の大'1t界百科」

｢考古学と民族誌一渡辺仁教授古希記念蓋文典」 六輿川版
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